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ABS 
Access to Genetic Resources and Benefit-

Sharing 

遺伝資源の取得の機会及びその

利用から生ずる利益の公正かつ

衡平な配分 

ADB Asian Development Bank アジア開発銀行 

AEC ASEAN Economic Community ASEAN 経済共同体 

AFD Agence Française de Développement フランス開発庁 

ASEAN Association of Southeast Asian Nations 東南アジア諸国連合 

B/P Business Partner ビジネスパートナー 

BEI Biotechnology and Ecology Institute 
バイオテクノロジー・エコロジ

ー研究所 

C/P Counterpart カウンターパート 

CASC 

Clean Agriculture Standard Center 

(旧名:Clean Agriculture Development 

Center) 

クリーン農業基準センター 

(旧名: クリーン農業開発セン

ター) 

cfu colony forming unit コロニー形成単位 

DNJ 1-Deoxynojirimycin 1-デオキシノジリマイシン 

EU European Union ヨーロッパ連合 

FAO Food and Agriculture Organization 国連食糧農業機関 

FDD Food and Drug Department （保健省）食品医薬品局 

GDP Gross Domestic Product 国内総生産 

GIZ 
Deutshe Geselleschaft fuur Internationale 

Zusammenarbeit 
ドイツ国際協力公社 

GMP Good Manufacturing Practice 
医薬品及び医薬部外品の製造管

理及び品質管理の基準 

HACCP 
Hazard Analysis and Critical Control 

Point 
ハザード分析重要管理点 

IFAD 
International Fund for Agricultural 

Development 
国際農業開発基金 

IFOAM 
International Federation of Organic 

Agriculture Movements 
国際有機農業運動連盟 

IPD Investment Promotion Department 投資促進局 
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International Organization for 

Standardization 
国際標準化機構 

ITM Institute of Traditional Medicine 伝統医療研究所 

JAS Japanese Agricultural Standards 日本農林規格 

JETRO Japan External Trade Organization 日本貿易振興機構 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

LDC Least Developed Country 後発開発途上国 

MAT Mutually Agreed Terms 相互に合意する条件 

MoAF Ministry of Agriculture and Forestry 農林省 

MoF Ministry of Finance 財務省 

MoH Ministry of Health 保健省 

MoIC Ministry of Industry and Commerce 商工省 

MoST Ministry of Science and Technology 科学技術省 

M/M Minutes of Meeting 協議議事録 

MOU Memorandum of Understanding 覚書 

MoPI Ministry of Planning and Investment 計画投資省 

NSEDP National Socio-Economic Development Plan 国家社会経済開発 5ヶ年計画 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

PF3 Pharmaceutical Factory No.3 健康食品生産会社 

PIC Prior Informed Consent 情報に基づく事前の同意 

PPFD Photosynthetic Photon Flux Density, 光合成光量子束密度 

QC Quality Control 品質管理 

SDC Swiss Agency for Development Cooperation スイス開発協力機構 

SDGs Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標 
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SME Small and Medium-sized Enterprise 中小企業 

SPS Sanitary and Phytosanitary 衛生と植物検疫のための措置 

TM Traditional Medicine 伝統医薬品 

TPPD Trade and Product Promotion Department 貿易製品化促進局 

USD United States Dollars US ドル 

USDA United States Department of Agriculture 米国農務省 
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案件概要 

 

 健康食品の製品群を増やすことが市場より求
められている

 市場の求められる価格で提供する必要がある

 近隣諸国より健康食品のニーズが高まってい
る

 健康食品の製品が増える
 市場へ競争力のある価格で提供できる

 近隣諸国より求められている健康食品を提供
する

 健康食品原料となるホールフーズ向けバ
リューチェーンを構築する

 輸出が可能となる加工技術レベルまで向上

 複数の固有植物の高付加価値化された原料
生産を実現

 有機栽培技術の向上に寄与

 バリューチェーン構築に関する普及啓発活動
が展開

 健康食品原料向け固有植物の付加価
値化のための生産技術が未成熟

 固有植物の乾燥・粉末化・殺菌技
術がない

 固有植物の品質管理技術がない

 以上より製品の品質が低く、国際
水準を満たしていないため、他国
への輸出による外貨獲得の機会が
得られていない

ラオス国の開発ニーズ

固有植物の高付加価値化に向けた加工技術に関する普及・実証事業
ツジコー株式会社（滋賀県）

ラオス国側に見込まれる成果

 実証(加工技術)：ホールフーズ加工技
術の有用性、優位性および汎用性が
実証される

 実証（品質管理体制構築）：ホールフー
ズ加工技術および品質管理の方策が
検討され、栽培調達・輸出製品品質管
理体制マニュアルが策定される

 普及（バリューチェーンの構築）：ホー
ルフーズ向けバリューチェーンに関す
るビジネスモデル案が策定される

普及・実証事業の内容

提案企業の技術・製品

製品・技術名

－固有植物の付加価値化を実現
するホールフーズ生産技術
 植物が本来持つ栄養成分を保持させ

る生産技術
 品質が低い製品を国際水準に適合さ

せる生産技術
（低温乾燥技術、粉末化技術、非加熱
殺菌技術、品質管理技術）

ラオス

現状

今後

事業概要
・相手国実施機関：保健省
・事業期間：

2017年1月～2018年12月（24ヶ月）

・事業サイト：保健省国営健康食品
生産会社

・ヴィエンチャン市

日本企業側の成果
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要約 

Ⅰ. 提案事業の概要 

案件名 固有植物の高付加価値化に向けた加工技術に関する普及・実証事業 

Verification Survey with the Private Sector for Disseminating 

Japanese Technologies for Value-added Processing Technology for 

Local Herbs 

事業実施地 ラオス人民民主共和国／ヴィエンチャン 

相手国政府

関係機関 

保健省および（保健省傘下）国営健康食品生産会社（以下、PF3） 

事業実施期

間 

2017 年 1月～2018 年 12 月 

契約金額 99,983 千円（税込） 

事業の目的 実証活動を通じて提案製品であるホールフーズ加工技術の有用性、優位

性、汎用性を実証し、同技術の普及方法を検討する。 

事業の実施

方針 

【実施方針】 

事業の実施方針は以下の通りである。 

①  事業実施における柔軟性を確保する 

②  危機管理および安全対策を徹底する 

③  提案する技術を普及させる 

④  ベースライン調査に基づいたデータ測定と検証を行う 

⑤  現地関係者との連携に努める 

⑥  ビジネス展開も視野に入れた効果的な普及活動を行う 

⑦  技術協力プロジェクトと連携する 

 

【成果】 

本事業により期待できる成果は次のとおり。 

成果①：実証(加工技術)ホールフーズ加工技術の有用性、優位性および汎用

性が実証される 

成果②：実証（品質管理体制構築）ホールフーズ加工技術および品質管理の

方策が検討され、栽培調達・輸出製品品質管理体制マニュアルが策

定される 

成果③：普及（バリューチェーンの構築）ホールフーズ向けバリューチェー

ンに関するビジネスモデル案が策定される 

実績 1．実証(加工技術) 

 複数の固有植物の加工にかかる作業手順書の作成 

 PF3 が製造する既製品の品質向上のための加工条件の設定 

 従来方式と新方式より製造されたホールフーズの品質と栄養分析結果 

2. 実証（品質管理体制構築） 

 加工マニュアルの作成 

 品質管理マニュアルの作成 

 品質管理オペレーションマニュアル（案）の作成  

 研修の実施 

 研修生により製造されたホールフーズの品質分析結果の検証 

3. 普及（バリューチェーンの構築） 

 関係者会議の実施 

 普及セミナーの開催 
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 PF3 のビジネスモデル（案）の策定 

 普及可能な複数の固有植物の選定 

 選定した固有植物の効果・効能分析の結果による有効性の評価 

 効果・効能分析を活用した販売促進および商品企画・販路開拓手法

（案）の検討 

 試作品にかかるアンケート調査結果と評価 

 見積書の作成ガイド 

 複数の固有植物の有機栽培マニュアル（案）の作成  

 栽培した固有植物に含まれる残留農薬および化学物質検査結果の評価  

 ビジネスモデル（案）の策定 

 

課題 現在までに明らかになった課題および今後の対応を以下に示す。その詳細

については本文に示す。 

分野 課題 今後の対応 

原料調

達 

品質信頼

性の確保 

有機認証コンサルタントおよびタイ Harmony Life 

International 社へのヒアリング・レビューにより米

国農務省（以下、USDA）および EU認証取得に向けて

申請方法をまとめているが、取得時期は 2019 年を想

定しており、品質信頼性の確保に向けて、普及・実証

事業後もフォローしていく。 

自然リス

ク対策 

原料の調達先を複数化することで、原料調達リスクを

低減する。 

害虫によ

る食害対

策 

2018 年 8 月頃にはラオス全土でバッタによる農作物

の食害被害がでている。物理的な防除策（防虫ネッ

ト、誘引シートなど）で対策する必要がある。 

生産 加工技術

の定着 

ラオスでは離職率が高く、人材が流動的であるため、PF3

独自で人材育成できるようマニュアルを作成し、技術移

転研修を実施した。 

固有植物の加工に必要な人員を新たに採用したが、最終

渡航時に技術移転が完了したことを確認した。今後も想

定される流動的な人材に対して、同様に対応していく。 

品質管理

にかかる

認証取得 

世界に加工原料を販売していくには GMP 認証が必要とな

るため、PF3 が取得に向けて対応中である。引き続き進

捗をフォローしていく。 

作業環境

の維持方

法の指導 

PF3 の作業室内の防虫対策として、EM液を定期的に散

布することを指導した。PF3 にて定期的に実施してい

くことを確認した。また、自発的な作業環境の改善を

床の補修等で確認した。 

導入機材

のメンテ

ナンス 

機器の保守項目について説明書を作成し、PF3 よる保

守に活用されている。2018 年 7 月に実施した 1 年目

の定期保守点検おいては問題がないことを確認した

が、今後、PF3 に対して継続的にフォローしていく。 

受発注の

対応 

PF3 への技術移転研修の中で、受発注システムについ

ても取上げているが、実際の取引が安定するまでは現

地での監督も視野に入れて対応していく。 

販売・

バリュ

ーチェ

試験販売 

の実施 

本事業ではラオスの免税店にて試験販売を実施する計

画であったが、植物原料の使用にかかるタイ保健省の

承認が想定より遅れ 2018 年 8 月となったため、試験



xii 
 

ーンの

構築支

援 

販売は 2018 年 10 月末頃から自社業務として開始する

こととした。試験販売結果は試飲・試食のアンケート

調査で代用することとした。 

PF3 の自

立支援お

よび売買

契約 

PF3 による加工コストの見積結果を元に、加工粉末の

適正価格の検討、PF3 の適正なコスト構造の検討、収

支計画の検討などを行ったが、国際市場で価格競争力

を持つためには更なるコスト削減が必要である。PF3

は見積価格の維持を固辞しており、最終価格合意にあ

たっては普及・実証後もフォローしていく。一方、

PF3 の社長より、世界への販売に向けて価格を見直す

必要があるとのコメントがあり、課題は共有できてい

る。 
 

事業後の展

開 

実施機関である PF3 が、そのまま現地ビジネスパートナー（以下、B/P）

となる予定である。ツジコーと PF3 間で、健康食品原料および天然食用色素

の調達契約の締結を検討している。また、対象加工品の原料となる生の植物

等の調達に関する覚書（原料調達契約）を現地の有力な企業と締結すること

を予定している。 

将来的には、ある程度の需要を確保した段階で、ツジコー100％出資での

現地進出を検討しており、自社農園・自社加工工場を設置する予定である。

進出先はラオス南部のパクセーを想定しており、その背景として、有機栽培

適地が豊富にあること、標高差により様々な植物を栽培できること、日系の

中小企業に特化した経済特区（以下、SEZ）である「パクセー・ジャパン日

系中小企業専用経済特区（以下、パクセー・ジャパン SME SEZ）」があるこ

と、ヴィエンチャンと距離的に離れており、自然災害等が発生した場合の原

料調達の複線化ができることなどが上げられる。 

 

Ⅱ. 提案企業の概要 

企業名 ツジコー株式会社 

企業所在地 滋賀県甲賀市水口町北脇 1750-1 

設立年月日 1965 年 5月 19 日 

業種 製造業 

主要事業・製品 ・照明器具の企画・製造・販売 

・電子部品の組立・加工・試験・検査 

・メカトロ設計及び組立 

・健康食品原料の生産 

・LED, HEFL によるアプリケーション開発  

・人材派遣(特 25-05004) 

資本金 2,400 万円（2018 年 9 月時点） 

売上高 7 億 6,541 万円 

従業員数 112 名 
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１．事業の背景 

（１）事業実施国における開発課題の現状及びニーズの確認

① 事業実施国の政治・経済の概況

1-1 事業実施国の政治

ラオス人民民主共和国は、国家主席を元首とする人民民主共和制を敷いており、

2016 年 1 月の第 10 回党大会において、ブンニャン国家副主席が党書記長に就任し

た。同年 3 月に第 8 期国民議会総選挙および 4 月に初回会議が実施され、ブンニャ

ン国家主席（兼党書記長）、トンルン首相、サルムサイ外相が選任された他、パー

ニー国民議会議長が再任した。同初回会議において、2020 年までの後発開発途上国

（以下、LDC）脱却を目標とする第 8次国家経済社会開発計画（以下、第 8次 NSEDP）

が採択された。第 8 次 NSEDP では、以下の 3 つの成果を掲げ、この成果の実現を通

じて、持続可能な開発目標（以下、SDGs）の達成に向けた持続可能な発展を確保し、

2020 年までの LDC 脱却という目標を達成する国家計画を策定した。 

成果① 経済：強い経済基盤と経済的脆弱性の低減 

成果② 社会：人材開発、貧困削減、質の高い教育・医療へのアクセス、ラオス

特有の文化の保護・発展 

成果③ 環境：グリーンかつ持続的な自然資源と環境の保護と活用、自然災害や

気候変動への備え 

日本国との外交状況では、ラオスは「戦略的パートナー」として重視されており、

2018 年 6 月 12 日に日・ラオス首脳会談が実施され、2016 年 9 月に合意した「日ラ

オス開発協力共同計画」の着実な具体化を推進していることに触れ、人材育成、財

政安定化支援等について言及した。東西経済回廊やワッタイ国際空港のターミナル

ビルの拡張工事が順調に進行していることが確認された。また、トンルン首相から

は、ヴィエンチャン・ハノイ高速道路計画について支援要請があり、安倍総理大臣

から、地域の連結性強化に向けて取り組んでいきたい旨が伝えられた。 

1-2 経済の概況

ラオスの経済成長は著しく、図 1 に示すように 2010 年以降平均 7-8%付近の高い

値で推移し、GDP は 2003 年から 2016 年に掛けて右肩上がりとなっている。 
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出典：JETRO「ラオス概況（2017 年 5 月 22 日版）」より転載 

図 1 ラオスの GDP および GDP 成長率 

図 2に示すように、2005 年からの過去 8年間で輸出額は約 3倍、輸入額は約 3.5

倍になっている。割合が大きい輸出品目から鉱物・鉱物製品 52.6%、木材・木材製品

9.8%、そして農業・家畜・食品 9.8%となっている。輸入品目においては、機械・部

品 19.4%、車両および部品 14.9%、農産物・家畜・食品 13.0％、そして化石燃料・電

気 10.8％となっている。貿易相手国はタイが全体の半分程度であり、中国とベトナ

ムと続いている。日本はラオスから輸出では 4 位、ラオスの輸入では 5 位に位置し

ている。 

出典：国際連合貿易開発会議の HP 

図 2 ラオスの輸出入の推移 

日系企業の進出企業数の推移を見ると、ヴィエンチャン日本人商工会議所の会員

数は、2009 年から 2018 年 4 月に掛けて 3 倍以上になり、93 社に上っている。業種

別では機械器具製造業等が過去6年間で約5倍になり、農林業や繊維工業も増加し、
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これまで少なかった金融や情報通信への進出も見られ、業種が多様化していること

が確認された。 

以上の経済成長には、メコン地域間の交通インフラの整備、AEC の発足、さらに

は周辺国における最低賃金の上昇、自然災害・反日暴動に対するリスクヘッジが影

響している。日系企業にとっては、ラオスの政治的安定性、治安、豊富な資源、安

価な電気、安価な労働力なども魅力的な要因となっている。パクセー・ジャパン SME 

SEZ が設立され複数の日系企業が操業中であり、さらなる進出がラオス政府より期

待されている。 

 

② 対象分野における開発課題 

2-1 国レベルの開発課題 

ラオス政府は 、第 8 次 NSEDP では、以下の 3 つの成果を掲げ、この成果の実現

を通じて、SDGs の達成に向けた持続可能な発展を確保し、2020 年までの LDC 脱却と

いう目標を達成する国家計画を策定した。 

成果① 経済：強い経済基盤と経済的脆弱性の低減、 

成果② 社会：人材開発、貧困削減、質の高い教育・医療へのアクセス、ラオス

特有の文化の保護・発展、 

成果③ 環境：グリーンかつ持続的な自然資源と環境の保護と活用、自然災害や

気候変動への備え 

ラオスの産業構造は、農業を中心とした一次産業が中心となっており、生物多様

性に恵まれた森林および様々な天然資源が豊富であり、GDP の 26.0%、労働人口の 7

割を占めている。生物多様性に恵まれた天然資源はラオスの人々の暮らしに根付い

ており、薬効成分を持つ薬草や薬木といった固有植物を利用した伝統医療が行われ

ている。しかしながら、製品の品質の問題から海外市場への展開までには至ってい

なく、ラオス国内販売に留まっている。 

 

2-2 農産物の高付加価値化の実態 

ツジコーは 2014 年に案件化調査を通じて、ラオスの薬草とその栽培に関する調

査、薬草の試験加工および試験加工品の成分分析を行った。その結果、ラオスには

健康食品に用いることができる可能性の高い薬草が多く存在し、短期間で成長する

ため栽培農家にとっても収益性が期待できること、また栽培においては、これまで

農薬の使用頻度および農薬の残留程度が極めて低いことに加え、周辺の農薬使用地

からも隔離しやすいため、有機栽培による高付加価値化のポテンシャルがあること

がわかった。 

一方で、ラオス固有の植物が健康食品の原料と成り得るという認識および有機栽

培製品の価値がラオス国内に浸透していない。また、表 1 に示すように、現地の PF3

の商品の品質確認を行った結果、健康食品業界の品質基準（一般生菌数 3,000cfu/g

以下、大腸菌群不検出、含有水分量 5%以下）を満たさず、食品加工技術・品質管理

技術レベルも十分ではないため、海外市場への展開に至っていないことが確認され

た。 
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故に、農業の高度化による高付加価値製品の輸出を通じた経済発展の実現のため

には、農産物の栽培から高付加価値製品の製造まで、いくつかのプロセスをつなぎ

合わせてバリューチェーンを構築する必要があるが、現状ではチェーンのいくつか

の部分に問題があり、実現に至っていない。 

 

表 1 健康食品及び原料の品質確認結果 

 
出典： JICA 調査団作成 

 

③ 事業実施国の関連計画、政策（外交政策含む）および法制度 

ラオス政府は、2016 年から 2020 年の第 8 次国家社会経済開発 5 ヵ年計画（8th 

NSEDP）のセクター別開発において、農作物加工において国内および輸出市場で競争

するための能力向上を図ることを掲げており、同様にラオス農林省は、農業開発戦

略 2011-2020 (ADS2020)において、自給型農業から市場型農業への転換を目指すと

している。また、保健省では、第 7 次保健セクター開発計画（2011-2015）の中で、

食品・医薬品の品質管理の向上をプログラムの一つとして掲げており、ユニバーサ

ル・ヘルス・カバレッジ（UHC）達成を目標とする「保健セクター改革 2013-2025」

でも優先分野の一つに医療施設の近代化が含まれており、先端加工技術の導入が期

待されている。 

 

④ 事業実施国の対象分野における ODA 事業の事例分析及び他ドナーの分析 

日本政府のラオスに対する国別開発協力方針では、基本方針として「最貧民国か

らの脱却への支援」を挙げており、その下の重点分野の一つとして「農業の発展と

森林の保全」が設定されている。さらに開発課題としては、「農水産業の生産性の

向上と自給型から市場型への段階的発展」を掲げており、各種協力プログラムが構

成されている。 

食品原料生産のバリューチェーンを構築する上では、原料となる固有植物の栽培

プロセスと、収穫した後の植物を乾燥・粉末化・殺菌処理する加工プロセスの大き

く二段階があるが、前者については、既に JICA 農業プロジェクトが 8件実施されて

いる。具体例として、クリーン農業開発プロジェクト（技術協力プロジェクト、2017

年 11 月～2022 年 11 月、ラオス国内 4県、クリーン農産物の生産・品質管理技術向

上支援）などが挙げられ、本普及・実証事業の有機栽培に関する活動成果の活用が
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期待される。 

一方、他ドナーでは、国際農業開発基金（以下、IFAD）およびアジア開発銀行（以

下、ADB）による持続的自然資源管理・生産性向上プロジェクト、スイス開発協力機

構（以下、SDC）によるラオス農業普及プロジェクト、IFAD および国連食糧農業機関

（以下、FAO）による大メコン圏における農村世帯の農業競争力強化プロジェクト、

そして、フランス開発庁（以下、AFD）、SDC、ヨーロッパ連合（以下、EU）、ドイツ

国際協力公社（以下、GIZ）による北部高地開発プログラム等が実施されている。 

日本による政府開発援助（以下、ODA）事業および他ドナーによる先行事例を表 2

に、現在進行中の ODA 事業を表 3に記載する。 

 

 

 

表 2 対象分野における ODA 事業の先行事例 

 事業名 
（C/P） 

スキーム 
期間 

概要 

日本に
よる ODA
事業 

有機農業促
進プロジェ
クト 
（農林省） 

技術協力プロ
ジェクト 
2013 年 9 月
～ 
2016 年 9 月 

農業局職員、首都ヴィエンチャンの県農林局及び郡農
林事務所職員を対象として、「国家有機農業開発戦
略」の最終版の策定、有機農業を促進する規格課と農
林省農業局クリーン農業基準センターの能力向上を行
うことにより、有機農業促進のための体制の強化を図
り、ラオス国において有機農業促進のための体制を機
能させることに寄与する。 

こんにゃく
芋の輪作栽
培・加工製
造事業調査
（農林省） 

中小企業連携
促進基礎調査 
2015 年 3 月
～ 
2015 年 11 月 

焼畑による森林減少や大気汚染ならびに自給型から市
場型農業への転換のために、減農薬輪作・混作農法に
よるこんにゃく芋の栽培事業をラオスへ普及させ、現
地工場で収穫物をこんにゃく製品に加工し、ラオス都
市部での販売やイスラム圏への海外輸出を行う。これ
により、生産農家の生計工場と市場型農業の普及を図
る 

南部メコン
川沿岸地域
参加型灌漑
農業振興プ
ロジェクト
（農林省な
ど） 

技術協力プロ
ジェクト 
2010 年 11 月 
～ 
2015 年 11 月 

1990 年代に灌漑施設の維持管理が国から農家組織へ移
転されたが、灌漑施設の維持管理に関する知識や技術
が農民及び農家組織に適切に移転されなかったことか
ら、その機能・効果が十分に発揮されていない。本事
業では、サバナケット県の 2 つの群に設置した 5のモ
デル地区において、農民参加型の水路の整備と水管理
グループへの指導及び商品作物振興のための営農の改
善等を通じて、県の農林局と群の農林事務所職員の能
力向上及び水利用組織等の組織力の強化等を図ること
を目指す。 

南部山岳丘
陵地域生計
向上プロジ
ェクト 
（農林省） 

技術協力プロ
ジェクト 
2010 年 11 月
～ 
2015 年 11 月 

南部 4県（アッタプー、サラワン、セコン、チャンパ
サック県）においてクラスター開発に基づき、家畜飼
育、養殖、その他有用農業・農村開発技術を効果的に
普及することによって、同地域の生計向上と自給型か
ら市場型への段階的発展を図っていく。 

農業政策ア
ドバイザー
（農林省） 

個別専門家 
2015 年 7 月
～ 
2018 年 7 月 

ラオス国の農業・農村開発セクターにおける重点課題
に対する助言を行ない、ラオス国農林省における有効
かつ効果的な政策策定・事業実施を支援するととも
に、他ドナーとの協調も通じて、我が国の農業・農村
開発セクターでの協力活動全体を調整し、日本の援助
の効率性を高め、効果的な推進を図る。 
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省力養蚕技
術の要素技
術を適用し
て農村に新
たな収入機
械を作出す
る案件化調
査 

案件化調査 
 
2017 年 6 月 
～ 
2018 年 7 月 

ラオス国では、農民が未利用や低利用農地に栽培でき
る適当な作物がないもしくはあっても土地生産性の低
い作物しかなく、貧困農民が容易に栽培でき、収入が
得られる商品作物が限られている。省力養蚕技術を桑
葉の栽培に適用し、成分を保持する桑葉技術を導入す
ることで、農民に新たな収入機会を与え、農業の生産
性向上と農民の生計の向上に寄与する。 

他ドナ
ー 

持続的自然
資源管理・
生産性向上
プロジェク
ト（IFAD・
ADB） 

2010 年 
～ 
2015 年 

IFAD と ADB の協調融資事業で、農業生産性向上、農業
の商業化の促進及び自然資源の保護に貢献するため
に、組織の能力向上を図ること目標とする。活動のひ
とつにヴィエンチャン、サバナケット、チャンパサッ
ク県での有機農業を取り入れている。 

ラオス農業
普及プロジ
ェクト
（SDC） 

2000 年代初
頭 
～ 
2014 年 1 月 

フェーズ 5（2012 年～2014 年）では、高度な食料安全
保障、辺境地域での貧困削減、包括的な経済成長、効
果的な普及サービスを通じた農林業の生産性・採算性
の向上に寄与するため、貧しい世帯やコミュニティに
裨益し、男女を等しく支援するような、分権的・参加
的・多元的・持続的な農業普及システムの発展に貢献
することを目標に掲げている。 

大メコン圏
における農
村世帯の農
業競争力強
化プロジェ
クト(IFAD・
FAO） 

2008 年 8 月
～ 
2012 年 9 月 

カンボジア、ラオス、ミャンマーにおける先度の高い
商品や新興市場の需要に関連する一次生産者、取引
者、加工者、市場関係者を対象に、貧しい農村世帯に
裨益するような、競争力のある生産・加工、コモディ
ティ・チェーンの統合、地域間のマーケティングのた
めの方法を確立することを目標に掲げている。 

北部高地開
発プログラ
ム（AFD、
SDC、EU、
GIZ） 

2010 年 
～ 
2017 年 

北部高地の貧困における生計向上のための開発プロジ
ェクト。本プロジェクトのプログラムは、土地・景観
管理、地方のガバナンス強化と計画、地域経済向上、
農業組合への支援、公的機関による農業支援の向上お
よび栄養改善より構成されている。 

出典：JICA および各ドナーのウェブサイト 

       

 

表 3 対象分野における現在進行中の ODA 事業 

 事業名 
（C/P） 

スキーム 
期間 

概要 

日本に
おける
ODA 事
業 

サバナケッ
ト県におけ
る参加型農
業振興プロ
ジェクト（サ
バナケット
県及び郡農
林事務所） 

技術協力プ
ロジェクト 
2017 年 6 月 
～ 
2022 年 6 月 

2010年から2015年に実施された技術協力プロジェク
ト「南部メコン川沿岸地域参加型灌漑農業振興プロジ
ェクト」で確立された「PIAD モデル※」をより発展的
かつ持続的に実施することで、サバナケット県におけ
る参加型農業を更に促進する。注釈）PIAD モデル：水
路整備及び維持管理、栽培技術の指導、農家組織の強
化などを、行政の支援も得ながら農家主体で実施する
ことで地域の農業を活性化するモデル。 

クリーン農
業開発プロ
ジェクト（農
林省） 

技術協力プ
ロジェクト 
2017 年 11 月
～ 
2022 年 11 月 

有機農産物など安全・安心で環境に負荷の少ない農産
物（クリーン農産物）の生産振興を図るため、農家の
市場ニーズに応える生産能力の強化を行うとともに、
農林省やその地方事務所がクリーン農産物の市場と
生産者を仲介する能力を強化し、ラオスにおける農産
物の安全性向上を支援する。 
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有用植物資
源の持続的
な商業活用
に向けた普
及・実証事業
（国立農林
研究センタ
ー） 

普及・実証
事業 

2018 年 3 月
～ 

2020 年 5 月 

植物資源の持続的な商業活用のための一連の技術と
ノウハウを包括するバリューチェーンシステムにか
かる普及・実証事業。主に、3 つの活動から構成され、
①成分分析では有用成分の分子構造特定のための科
学分析を実施し、②増殖ではメリクロン技術によるウ
ィルスフリー苗の大量培養、③販売では日本・海外へ
の輸出販売・特許取得支援をする。

出典：JICA のウェブサイト

（２）普及・実証を図る製品・技術の概要
名称 植物を原料加工するための低温乾燥・粉末化・非加熱殺菌・品質管理技術 

スペッ

ク（仕

様）

提案する製品・技術の仕様について、概略を下表に示す。 

これらの機材の使用により、植物が本来持つ栄養成分を保持しながら高品質の食品原料の生産

を可能とする。具体的には特徴および比較優位性の項目で記載する。 

機材の仕様 

機材 製品名 仕様（処理能力等） 

洗浄機 

細断機 

温風乾燥機 

粉砕機注)  

真空凍結乾燥機注) 

殺菌機注) 

水分計 

デシケーター 

注)生重量から 1/10 程度に減量した乾燥物に対する処理能力を示す 

特徴 健康食品原料製造の際に、植物に含まれるキーとなる栄養成分の保持が可能となる上、非加熱

殺菌により日本の健康食品の規格基準である一般生菌 3,000cfu/g、大腸菌群陰性、含有水分量

5%以下に適合。 

非公開 
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競合他

社製品

と比べ

た比較

優位性 

自社工程は、一般工程と比較して、植物が本来持つ栄養成分を保持しながら高品質のホールフー
ズが生産できる「低温乾燥工程」および「非加熱の粉末殺菌工程」に優位性がある。 

生産工程の比較 

ツジコーの工程（真空凍結乾燥及び非加熱の粉末殺菌）と他社の工程（遠赤外線乾燥や定温恒

温乾燥及び高温殺菌）により製造された機能性野菜アイスプラントのホールフーズの成分分析

結果を下記に示す。他社工程では栄養成分であるピニトール、βカロテン、ビタミン Kおよび

プロリンの含有量が 5～9割ほどに減少しているが、ツジコーの工程では、栄養成分を維持した

上で、殺菌が可能である。

異なる工程により製造されたホールフーズの成分分析結果の比較 

国内外

の販売

実績 

ツジコーは、健康食品を製造し子会社である日本アドバンストアグリ社を通じて販売を行って

いる。中でも、機能性野菜アイスプラントを原料とする健康食品「グラシトール™」はモンドセ

レクション金賞を 3年連続受賞し、製品重量 39g（180 粒：約 1ヵ月分）あたり 4,000 円程度、

重量単価では 10 万円/kg の高付加価値商品である。直近の月間売上規模は 600 万円に達し、10

期（2015 年 4 月から 2016 年 3 月）では 5,600 万円程度を、11 期では 1億円を超えると見込

む。グラシトールの販売に関しては、愛好家が 1,300 世帯を超えている。

設置場

所 

保健省傘下の PF3（ヴィエンチャン） 

今回提

案する

機材の

数量お

よび価

格 

本事業では、ホーリーバジルを対象植物とし、農地2haからの生産される量を加工するための機
器を選定している。 

導入機材の仕様、数量および価格 

機材 製品名 数量 金額(円) 

洗浄機 1 

細断機 1 

温風乾燥機 1 

粉砕機 1 

真空凍結乾燥機 1 

殺菌機 1 

水分計 1 

デシケーター 1 

総額 

ピニトール (mg/100g D.W.) 862.2 100.0% 505.5 58.6% 427.7 49.6%
βカロテン (mg/100g D.W.) 38,546.3 100.0% 30,620.7 79.4% 27,050.0 70.2%
ビタミンK  (mg/100g D.W.) 1,614.4 100.0% 1,337.4 82.8% 1,264.2 78.3%
プロリン  (mg/100g D.W.) 322.4 100.0% 301.2 93.4% 156.8 48.6%

※赤字は真空凍結乾燥機の機能性成分含有量を100%とした相対値

定温恒温乾燥機
水分量  4.66%
処理時間  144h
設定温度  45℃

加工後の栄養成分

真空凍結乾燥機
水分量  4.45%
処理時間  76h
設定温度  ±30℃間

遠赤外線乾燥機
水分量  3.78%
処理時間  96h
設定温度  45℃

工程 洗浄 乾燥 粉砕 粉末殺菌 粉末完成

一般工程

自社工程

高温

低温 非加熱

高温水蒸気

非公開 

非公開 
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また、本事業を通じ、後述する加工機材を活用して、ラオスのPF3にて固有植物を健康食
品原料まで加工し、その原料を日本へ輸入後、製品化・販売することを想定している。 
 
 
 

 

 

  

非公開 
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２. 普及・実証事業の概要 

（１）事業の目的 

実証活動を通じて提案製品であるホールフーズ加工技術の有用性、優位性、汎用

性を実証し、同技術の普及方法を検討する。 

 

（２）期待される成果 

期待される成果と、成果を確認する指標を表 4に記載する。 

 

表 4 期待される成果と指標 

成果 指標・確認方法 

1．実証(加工技術) 

ホールフーズ加工技術の有用

性、優位性および汎用性が実

証される 

 複数の固有植物の加工にかかる作業手順書の作成 

 PF3 が製造する既製品（健康製品）の品質向上のため

の加工条件の設定 

 従来方式と新方式より製造されたホールフーズの品

質と栄養分析結果の比較 

2. 実証（品質管理体制構築） 

ホールフーズ加工技術および

品質管理の方策が検討され、

栽培調達・輸出製品品質管理

体制マニュアルが策定される 

 加工マニュアル（作業手順書）の作成 

 品質管理マニュアルの作成 

 品質管理オペレーションマニュアルの作成 

 QC 工程表 

 研修の実施記録（回数、参加者、内容、小テストに

よる学習達成度の把握、アンケートによる研修満足

度の把握） 

 研修生により製造されたホールフーズの品質分析結

果の検証 

3. 普及（バリューチェーンの

構築） 

ホールフーズ向けバリューチ

ェーンに関するビジネスモデ

ル案が策定される 

 関係者会議の実施記録（回数、参加者、内容） 

 普及セミナーの開催（回数、参加者、内容） 

 PF3 のビジネスモデル（案）の策定 

 普及可能な複数の固有植物の選定 

 選定した固有植物の効果・効能分析の結果による有

効性の評価 

 効果・効能分析を活用した販売促進および商品企

画・販路開拓手法（案）の検討 

 テスト販売の結果と評価 

 見積書の作成ガイド 

 複数の固有植物の有機栽培マニュアル（案）の作成 

 栽培した固有植物に含まれる残留農薬および化学物

質検査結果の評価 

 ビジネスモデル（案）の策定 

出典： JICA 調査団作成 
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（３）事業の実施方法・作業工程 

作業工程表を表 5に示す。 

表 5 作業工程表 

 
出典： JICA 調査団作成 

 

 

期間

作業項目
1) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

3-1

3-2

3-3

3-4

注 1) 活動内容の表記を簡略化させている

国内作業（計画）                     国内作業（実績）

現地作業（計画）                     現地作業（実績）

FY2016 FY2017 FY2018

成果①

実証（加工技術）：の

有用性、優位性及び

汎用性が実証される

1-1 機材受入れ体制の整備

1-2 機材の輸送及び設置

1-3 固有植物受入基準と原料輸出基準の設定

1-4 複数の固有植物の加工条件の検討

1-5 既製品の加工条件の再検討

2-6 提案機材を活用したOJTの実施

1-6 原料の品質及び栄養成分の分析

1-7 加工技術の有用性、優位性及び汎用性の評価

2-1 研修前の技術レベルの確認

2-2 機材使用に係わる指導方法の検討

2-3 加工及び品質管理のマニュアルの作成

2-4 品質管理オペレーションマニュアルの作成

2-5 健康食品生産会社への研修実施

2-7 複数の固有植物の加工

2-8 輸出可能な品質レベルの実現性を検証

成果③

普及（バリューチェー

ンの構築）：ホール

フーズ向けバリュー

チェーンに関するビ

ジネスモデル案が策

定される

バリューチェーン検討

3-1-1 関係者会議の運営及びバリューチェーンの検討

3-1-2 バリューチェーン構築に関するセミナーの開催

成果②

実証（品質管理体制
構築）：ホールフーズ

加工技術及び品質

管理の方策が検討さ

れ、栽培調達・輸出

製品品質管理体制

マニュアルが策定さ

れる

3-3-2 栽培マニュアルの最終化

3-1-3 健康食品生産会社のビジネスモデル案の提言

テスト販売

3-2-1 普及可能な固有植物の選定

3-2-2 販促支援及び商品企画・販路開拓の助言

3-2-3 PF3出口戦略強化のための自立支援

有機認証取得へ向けた栽培資料作成

3-3-1 JAS/USDS認証に準拠した栽培マニュアルの作成

3-3-3 検査結果に係わるCASCへの助言

事業後のビジネスモデル案の検討

3-4-1 法・制度に係わる調査

3-4-2 実証後の普及展開案を検討
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（３）－１. 事業実施の方法（各活動内容） 

① 成果１にかかる活動 

1-1 機材受入れ体制を整備する 

1-2 機材を輸送し PF3 に設置する 

1-3 試験運転を通して固有植物の受入れ基準（案）と製品輸出基準（案）を設定する  

1-4 ホーリーバジルを含む複数の固有植物の加工条件を検討する 

1-5 既製品（ウコンや桑等の粉末）の品質向上のための加工条件を検討する 

1-6 ツジコー手法と PF3 手法で加工した原料の品質および栄養成分を分析する 

1-7 活動 1-6 の分析結果の比較により、導入する加工技術の有用性、優位性および汎

用性を評価する 

 

② 成果２にかかる活動 

2-1 研修前の技術レベルを確認する 

2-2 機材使用に係る指導方法を検討する 

2-3 試験運転を通して現地に適した加工マニュアルと品質管理マニュアルを作成する 

2-4 現地に適した品質管理オペレーションマニュアル（案）を作成する 

2-5 マニュアルを活用して、PF3 の生産部および品質管理部に対して、研修を行う 

2-6 提案機材を活用した OJT を実施する 

2-7 活動 3-2-1 と活動 3-2-2 を踏まえて、研修生が加工機材の加工条件を変更させ、

複数の固有植物を加工する 

2-8 品質分析により日本或いは近隣諸国に輸出できる業界水準に達する可能性を検証

する 

 

③ 成果３にかかる活動 

3-1 バリューチェーン検討 

3-1-1 関連省庁から構成される関係者会議を基本毎回現地渡航時に運営し、バリュー

チェーンを検討する 

3-1-2 関連省庁や食品、医薬品・健康食品民間企業を招待して現実的なバリューチェー

ンの構築に関するセミナーを開催する 

3-1-3 PF3 のビジネスモデル案を提言する 

3-2 テスト販売 

3-2-1 PF3 と調整の上、健康食品として普及可能な固有植物を複数選定し、加工機材の

汎用活用を図る 

3-2-2 機能性野菜の効果・効能分析を実施し、結果を活用した販売促進支援および商品

企画・販路開拓手法に関して助言を行う 

3-2-3 強固なバリューチェーン構築に向けて、PF3 の出口戦略を強化するために、PF3

の自立支援を行う 

3-3 有機認証取得へ向けた栽培資料作成 

3-3-1 栽培農場を視察し、日本農林規格（以下、JAS）および米国農務省（以下、USDA）

認証に準拠したラオスの複数の固有植物に適した栽培マニュアル（案）を作成
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する 

3-3-2 農林省グリーン農業基準センター（CASC）の有機栽培圃場での試験栽培を通し

て、栽培マニュアルを最終化する 

3-3-3 試験栽培された固有植物に含まれる残留農薬や化学物質を検査し、CASC の検査

にかかる助言を行う 

3-4 事業後のビジネスモデル案の検討 

3-4-1 法・制度（販売候補国の通関・流通経路、食品医薬品局（以下、FDD）申請、ラ

オス薬事法対象植物、SEZ 優遇政策等）に係る調査を行う 

3-4-2 事業後のビジネス展開案を検討する 

 

（３）－２．業務フローチャート 

以下、図 3 のとおり、業務フロー図を示す。 

 

 
出典： JICA 調査団作成 

図 3 業務フローチャート 

 

 

 

（４）投入（要員、機材、事業実施国側投入、その他） 

 要員 

要員計画/実績表を添付資料 1に示す。 

 

進捗報告書① 進捗報告書② DF/R F/R

1-4：複数の固有植
物の加工条件の検討

1-1：機材受入体制の
準備

1-3：受入/輸出の基準設定

3-1-2:セミナー開催

1-7：加工技術の優位性の評価

FY2017 FY2018

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

報告書

栽培

技術移転

加工
(実証)

販売

バリューチェーン
の構築

3-1-1：関係者会議の運営およびとバリューチェーンの検討, 3-1-3:健康食品生産会社のビジネスモデルを提案

活動

関係者会議

第1回
・事業概要説明
・協力依頼
・関連省庁の役割分担

第2回
・進捗報告
・課題共有
・対応の検討

3-2-1:普及可能な固有植物の選定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

3-3-1:栽培マニュアルの作成 3-3-2: 栽培マニュアルの最終化

3-3-3: CADCへ助言

3-4-1：法・制度に係わる調査

2-1：技術レベルの確認

2-3：加工・品質管理マニュアル作成

2-5：研修
(加工技術)

3-4-2:実証後の普及展開案を検討

1-2：機材輸送及び設置
1-5：既存製品の
加工条件の再検討

2-4：品管管理ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ・ﾏﾆｭｱﾙ作成 2-6：研修(OJT)
2-7：複数の固有植物の加工

2-8：輸出可能な品質
レベルの実現性の検証

2-5：研修(QC)

第3回
・進捗報告
・課題共有
・対応の検討

第4回
・中間報告
・課題共有
・対応の検討

第5回
・進捗報告
・課題共有
・対応の検討
・セミナー準備

第6回
・セミナー直前
調整

・セミナー開催

第7回
・最終報告

1-6：原料の品質・成分の分析

2-2：指導方法の検討

凡例： 現地作業 国内作業

業務計画書

活動 1

活動 2

活動 3-3

活動 3-2

活動
3-1 & 3-4

会議

3-2-2:販促支援、商品企画、販路開拓の助言
3-2-3:PF3の自立支援
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 資機材リスト 

表 6 資機材リスト 

 機材名 型番 数量 納入年月 設置先 

1 洗浄機  1 2017 年 6月 PF3 

2 細断機  1 2017 年 6月 PF3 

3 温風乾燥機  1 2017 年 6月 PF3 

4 粉砕機  1 2017 年 6月 PF3 

5 真空凍結乾燥機  1 2017 年 6月 PF3 

6 殺菌機  1 2017 年 6月 PF3 

7 水分計  1 2017 年 6月 PF3 

8 デシケーター  

 

1 2017 年 6月 PF3 

出典： JICA 調査団作成 

 

 事業実施国側 保健省（C/P）の投入 

 カウンターパート（以下、C/P）側の人員を任命（2名） 

 ツジコーと連携して関係者会議を開催し、会場の提供、農林省、商工省や関連

機関とスケジュール調整 

 ツジコーと連携してセミナーを開催し、会場として自省の会議室を提供 

 上記対応に掛かる費用を負担 

 

 事業実施国側 実施機関（PF3）の投入 

 機材の設置場所の確保と受入準備 

 加工技術及び品質管理のトレーニング場所の提供 

 研修生の任命・研修の受講・フィードバック 

 関係者会議およびセミナーへの参加 

 加工製品のデシケーターでの保管 

 最低限必要となる備品および PF3 用の消耗品の提供 

 データおよび関連情報の提供 

 導入機材の維持管理（今後対応予定） 

 加工スペースの清浄度の維持（今後対応予定） 

 加工工程における効率化とコスト削減への協力（今後対応予定） 

 研修生の人件費、電気代や水道代 

 

（５）事業実施体制 

本事業の C/P 機関を保健省とし、実施機関を PF3 とした実施体制図を図 4 に表

示する。 

保健省は主に関連省庁との調整ならびに関連省庁により構成される委員会の運

営を担った。原則、各渡航にて関係者会議を実施し、保健省内の関連部署、農林省

CASC、商工省および日本側が参加し、事業の進捗報告、課題共有や対応検討などを

行った。保健省大臣官房長の Mr. Nao BOUTTA が FDD 副局長の Mr. Sivong 

 

 

 

非公開 
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SENGVISOMMID、Mr. Bounxou KEOHAVONG および FDD スタッフの Mr. Cheng Savang 

SIATOUTHO を本事業の担当者として指名し、関係者会議の運営において彼らが中心

となった。 

PF3 は原料の加工実施にかかる役割を担った。PF3 に対しては加工・品質管理技

術の移転と商品企画・販路開拓を支援した。農林省 CASC は栽培に適した加工技術の

確立に対するサポートと固有植物を提供する役割を担い、商工省（MoIC）はバリュ

ーチェーン構築に向けてサポートする役割を担った。 

 

  
出典： JICA 調査団作成 

図 4 普及・実証事業における実施体制図 

 

 

 

（６）事業実施国政府機関の概要 

① カウンターパート機関 

 機関名 保健省 

 機関基礎情報（所轄省庁等名、事業内容、体制の概要） 

保健省の概要を表 7 に記載する。保健省には、保健大臣と 3 人の副大臣がおり、

その管轄下に、大臣官房、衛生及び健康増進局、感染症対策局、ヘルスケア局、組

織人材局、研修研究局、計画・国際協力局、財務局、食品医薬品局、監査局があり、

最高意思決定機関として執行委員会がある。保健省は国民の保健管理の最高基幹で

あり、各局の下に関連事業を実施する、センター、研究所、中央病院、国立総合病

院、専門病院、大学、公衆衛生学校、製薬工場の中央直轄機関として機能している。

同省は、国民への衛生教育・管理、農村地域への充実した医療サービスの浸透、伝

統的な薬草を使用した新薬の研究開発、薬事法の整備等を事業としている。保健省

の組織図を図 5 に示す。協議議事録のサイナーである Dr. Nao Boutta は大臣官房

に所属している。FDD の傘下に本事業の実施機関である PF3 がある。 

 

 

保健省（MOH） (C/P)

助言 報告

国際協力機構（JICA）

固有植物の提供
(ホーリーバジル等)サポート

助言・サポート

農林省（MAF）

クリーン農業規準センター
（CASC）

有機栽培
農家

指導・管轄

健康食品生産会社（プロジェクトサイト）

固有植物の粉末
原料の提供

（成分分析用）

加工・品質管理の
技術移転、販促助言

食品医薬品局
（FDD）

伝統医療研究所
(ITM)

外部コンサルタント

商工省（MIC）

バリューチェーン
構築のサポート

保健省大臣官房
(Cabinet)

有機栽培
マニュアル作成

ツジコー
生産部 品質管理部
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表 7 保健省の概要 

和称 保健省 

正式名称 Ministry of Health 

所在地 Ban thatkhao, Sisattanack District, Rue Simeuang, Vientiane 

代表者 
大臣 Dr. Bounkong Syhavong（2016 年 4 月に就任） 

大臣官房長 Dr. Nao Boutta 

組織 

保健大臣、副大臣、大臣官房、衛生及び健康増進局、感染症対策局、ヘ

ルスケア局、組織人材局、研修研究局、計画・国際協力局、財務局、食

品医薬品局、監査局、最高意思決定機関（執行委員会） 

予算 1 兆 3390 億 kip（約 291 億円） 

主な業務内容 

・病気の予防と健康増進 

・治療とリハビリテーション 

・患者保護 

・保健人材育成 

・医学研究と制度構築 

・保健行政（計画・管理・マネ

ージメント） 

出典： JICA 調査団作成 

 

 

 

出典：JICA ラオス国保健医療に関する情報収集・確認調査ファイナルレポート 2016 年 

図 5 保健省組織図 

 

 選定理由 

本事業は 6次産業であるため、農林省や商工省などの省庁間の調整や関連省庁へ

の普及が必要になる。PF3 は国営企業であるが、提案技術の政策への反映等に係る

協力ついては、保健省を選定した。これにより、関係者会議およびセミナー開催に

あたり、省庁間のスムーズな連携が図れるようになる。 

 

② 実施機関 

 機関名 保健省傘下の PF3 

 機関基礎情報（所轄省庁等名、事業内容、体制の概要） 

PF3 の概要を表 8 に、組織図を図 6 に記載する。保健省傘下であるが、独立採算

性であり国からの予算はない。一方で、PF3 の建物・設備は財務省の資産であり、無

償で利用できる代わり、利益の 60％をラオス政府へ納付している。本事業における、

PF3 の担当部署は生産部と品質管理部であり、主担当は副社長の Dr. Phoukhong 

CHOMMALA である。 

Dept. of 

Training and 

Research

Dept. of 

Health Care

Ministry of Health

Dept. of 

Planning and 

Int. Cooperation

Dept. of Food 

and Drugs

Dept. of 

Finance

Dept. of Org. 

and Personnel
Cabinet

注： 普及・実証活動に関連する組織

Bureau of Food 

and Drug 

Inspection

Medical and 

Traditional 

Medicine Institute

Traditional

Medicine Div.
Pharmaceutical 

Factory No. 3

Drug Control 

Div.

Food and Drug 

Quality Control 

Center
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表 8 健康食品生産会社（PF3）の概要 

和称 健康食品生産会社（PF3） 

正式名称 Pharmaceutical Factory No.3 / Pharmaceutical Development Center 

設立年 1986 年（日本国政府の援助） 

代表者 社長 Dr. Lahounh CHANTHABOUT 

従業員数 総従業員数 137 名（正社員 125 名、臨時従業員 12 名） 

事業概要 
ヘルスケア製品、エッセンシャルオイル、ハーブティ、医薬品の製造販

売 

売上 230 億 kip（約 300 万 USD）(2013 年) 

面積 延べ床面積：17,000m2 

生産能力 

（ラオス国内

向けの生産） 

伝統医薬品 60,000 トン/年 タブレット 183,300,000 粒/年 

シロップ剤 520.000 個/年  外用薬 437,500 個/年 

注射薬 930.55 セット/年    アンプル 3,800,000 個/年 

出典： JICA 調査団作成 

 

 

出典： PF3 より入手 

図 6 PF3 の組織図 

 

 選定理由 

 PF3 はマーケティング部、管理部、生産部と品質管理部の 4部門により構成され

ており、本事業では生産部と品質管理部が窓口となり組織立って対応可能なため 

 1986 年の建設時に導入された設備は一部故障しているが、29 年経過した現在で

も大切に活用されていることから、譲与される設備・機材も同様に扱うことが伺

えるため 

 財政面では、国営企業であるものの国からの予算はなく独立採算性で運営されて

きており、生産効率は悪いものの自立精神が根付いているため 

 留学帰りの有能なスタッフが多く、本事業へ従事するスタッフはすでに任命され

ている。彼らの積極的関与により支援効果が早期に現れる可能性が高いため 
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３．普及・実証事業の実績 

（１）活動項目毎の結果 

① 成果 1 にかかる活動 

1-1 機材受入れ体制を整備する 

a) 機材調達 

表 6 に記載された植物加工機材を本邦調達した。調達機材はツジコー野洲工場

で使用しているものと同等の機能を有するものである。一般的に機材メーカーの検

収は日本国内の納品を前提としており、海外に持ち出した場合は保証対象外となる

が、輸送中の事故等で故障するリスクがある。機材の販売代理店である株式会社山

久経由で調達した場合、機材調達、保険、輸送、現地工事、稼働確認、現地での検

収までを行うことが可能であり、且つ総額では個別対応を行うよりも廉価になるた

め、当該会社を選定した。尚、株式会社山久は機材の保全知識を有し、タイ・バン

コクに現地法人を持ち、ラオスでのメンテナンスの対応が可能である。 

今回、PF3 へ導入する機材は VAT・関税の免税が適用された。JICA ラオス事務所

や日本貿易振興機構（以下、JETRO）ヴィエンチャン事務所へのヒアリングを通じ、

免税申請に必要な書類・手続きを行った。以下の書類を準備し、PF3 より商工省およ

び財務省へ提出し、免税が承認された。 

・機材のマスターリスト（ツジコー作成） 

・免税への協力要請レター（JICA ラオス事務所作成、PF3 宛） 

・Notification Letter（JICA ラオス事務所作成、財務省および商工省宛） 

・免税対応における委任状（保健省作成、PF3 宛） 

一般的には、免税申請から免税証憑（財務省より発行）を得るまでに 3カ月程度

要するが、PF3 の協力により、免税書類の申請、機材の通関及び免税証憑の発行を円

滑に進めることができた。 

b) 受け入れ体制の整備 

PF3 への機材を設置するために必要な水、電気の供給源を確保するための一次側

工事を行った。工事実施にあたり、PF3 と一次側工事の準備にかかる同意書を取り

交わし、PF3・ツジコーの役割分担を明確化することで、滞りなく工事が行われた。

植物加工作業は、異物混入防止のために機材設置部屋を閉め切って行うため作業中

の熱中症等が懸念されたが、PF3 の協力により空調設備が設置され、作業環境が大

きく改善された。PF3加工工場内の清掃により清浄度クラス100,0001相当になった。 

c) 導入機材の管理に係る覚書 

導入機材が適切に管理されるよう、機材導入前に機材の扱いに係る覚書を準備し、

PF3 と締結した。覚書には、機材の所有権、保証、メンテナンス資格、メンテナンス

の対応、緊急時の対応、モニタリング等を明記した。 

                                            
1米国連邦規格では、1 立方フィート（約 30cm 四方）の空気中に含まれる 0.5µm 以上の大きさ

の粒子の数を対象とし、清浄度クラス 100,000 は 0.5µm 以上の最大粒子数が 100,000 のこと

である。ISO14644-1 で定義される 1m3あたりに換算すると最大粒子数は 3,520,000 である。 
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1-2 機材を輸入し PF3 に設置する 

機材の輸送、設置に関しては特に大きな問題はなく、概ねスケジュール通りに完

了した。2017 年 5 月 13 日に神戸港から輸送し、計 20日かけてバンコク（神戸‐バ

ンコク間は海送）を経て 6 月 2 日にヴィエンチャン（バンコク‐ヴィエンチャン間

は陸送）の PF3 に搬入された。PF3 へ搬入された機材の一部（細断機、粉砕機）が、

木枠に設置した振動検知器が作動しており、移送中、振動が激しかったことを示し

た。ツジコーにて、機材搬入時に、外観の確認を行い問題ない事を確認した。また、

機材設置し、電源投入後、問題がないことを確認した。 

PF3 への機材搬入後、配置図に従い機器の設置を行い、運転に向けた各種準備を

行った。PF3 に設置した機器の写真を図 7に、稼働確認内容を表 9に示す。 

 

 

 

出典： JICA 調査団作成 

図 7 PF3 に導入された加工機材の写真 
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表 9 稼働確認内容 

機器 稼働確認内容 

洗浄機 水張り・水漏れチェック・バルブの噴出量 

細断機 カッターの幅調整、コンベヤスピードの調整 

温風乾燥機 排気つなぎ込み、通気確認 

真空凍結乾燥機 冷却機能の確認、真空調整機能の確認 

粉砕機 回転方向の確認 

UV 殺菌機 回転チェック、庫内冷却機構確認 

   出典： JICA 調査団作成 

 

1-3 試験運転を通じて固有植物の受入れ基準（案）と製品輸出基準（案）を設定する 

図 8 に示すように、CASC で試験栽培したホーリーバジル及び PF3 の契約農園よ

り調達した桑を用いて機器の試運転を行い、機器の稼働・能力はおおむね問題ない

ことを確認した。試運転の内容と結果の概要を表 10 に示す。 

 

  
植物の洗浄               植物の細断 

  

植物の粉砕         試運転により加工したホーリーバジル 

出典： JICA 調査団作成 

図 8 試験運転時の写真 
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表 10 試運転の内容及び結果概要 

試運転目的 使用した植物 対象機器 結果 

機器能力の確

認、配員シミュ

レーション 

桑 57kg 洗浄機 

細断機 

温風乾燥機 

洗浄機の処理時間：100 分 

細断機の処理時間；60 分 

温風乾燥機の処理時間：20 時間 

必要要員：3-4 名 

機器の稼働確認 ホーリーバジ

ル 10kg 

洗浄機 

細断機 

温風乾燥機 

各機器の稼働問題なし 

機器の稼働確認 ホーリーバジ

ル 10kg 

洗浄機 

細断機 

温風乾燥機 

各機器の稼働問題なし 

規定の乾燥時間 20 時間で問題なく乾

燥できることを確認（乾燥後の水分

含有率約 7%） 

機器の能力確認 ホーリーバジ

ル 10kg 

粉砕機 

凍結乾燥機 

UV 殺菌機 

粉砕機の処理時間：2時間/10 ㌔ 

真空凍結乾燥機：規定値の真空度

（7Pa）到達まで 5～6 時間程度必

要。乾燥自体は問題なし 

出典： JICA 調査団作成 

 

試験運転を通じて固有植物の受入基準（案）と製品輸出基準（案）を検討した。

受入基準（案）を表 11 に製品輸出基準（案）を表 12 に示す。 

 

表 11 固有植物の受入基準（案） 

項目 値 

昆虫 なし 

昆虫の卵 なし 

異物 なし 

枯葉および硬い茎 なし 

髪の毛 なし 

 出典： JICA 調査団作成 

 

表 12 製品輸出基準（案） 

a) 微粉末 

項目 基準 

大腸菌 0 

大腸菌群 0 

一般生菌 3000 cfu 未満 

水分 5.0%未満（バタフライピーは 8%未満） 

純度 100 %（ラオス固有植物以外の原料なし） 

鉄球 なし 

外観検査 なし 

異物 なし (製造工程でつくられた他の植物原料) 

臭い 異常がないこと (植物そのものの臭いは問題ない) 

色 植物本来の色相（変色がないこと） 

大きさ 400 μm 未満 

出典： JICA 調査団作成 
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b) 乾燥植物 

項目 基準 

大腸菌 N/A 

大腸菌群 N/A 

一般生菌 N/A 

水分 12.0%未満 

純度 100 %（ラオス固有植物以外の原料なし） 

外観検査 なし 

異物 なし(製造工程でつくられた他の植物原料) 

臭い 異常がないこと（植物そのものの臭いは問題ない） 

色 植物本来の色相（変色がないこと） 

出典： JICA 調査団作成 

 

1-4 ホーリーバジルを含む複数の固有植物の加工条件を検討する 

ツジコーのこれまでの実績をベースとして、今回導入した機材の処理能力、加工

する各植物原料や加工環境に合わせて、仕様をカスタマイズした加工条件を表 13

に示す。加工する植物の種類や加工原料の形状、PF3 の工場の稼働時間帯に合わせ

て一部のパラメーターを調整する必要がある。加工技術研修の環境を踏まえ、PF3 と

の協議しながら、それぞれの固有植物の加工条件を設定した。 

 

 

表 13 非公開 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

表 14 非公開 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 
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1-5 既製品（ウコンや桑等の粉末）の品質向上のための加工条件を検討する 

PF3 が製造している既製健康食品であるウコンや桑等の粉末などの品質向上のた

めに、導入した加工機材を活用した場合の加工条件の検討を 2018 年 2月より開始し

た。加工条件の確定後は、既製品の加工前後の品質（菌数、大腸菌、水分量等）の

違いならびに輸出基準（粉末水分量 5％以下、一般生菌数 3000cfu 以下、大腸菌・大

腸菌群陰性、乾燥物水分量 12%以下）を比較して、品質向上と輸出基準を満たしてい

ることを確認する。加工機材導入前後の既製品の品質比較を表 15 に記載する。 

 

表 15 加工機材導入前後の既製品の品質比較 

固有植物 導入前の品質 導入後の品質 

桑 
未殺菌処理、水分量の未管

理、最終粉末の色の未管理 

大腸菌、一般生菌の管理、工程内・出荷

品水分量管理、出荷粉末の色仕様管理 

ウコン 
未殺菌処理、水分量の未管

理、色の未管理 

大腸菌、一般生菌の管理、工程内、出荷

品水分量管理、出荷粉末の色仕様管理 
出典： JICA 調査団作成 

 

1-6 ツジコー手法と PF3 手法で加工した原料の品質及び栄養成分を分析する 

ツジコー手法と PF3 手法で製造されたそれぞれのホールフーズを日本へ持ち帰

り、ツジコーにて、ウコンと桑の品質（細菌数、大腸菌数、水分量）と栄養成分分

析を行った。その分析結果を表 16 に示す。 

 

表 16 品質と栄養成分の分析結果 

 品質分析 成分分析注 1) 

項目 導入前 導入後 品質基準 項目 導入前 導入後 

ウコン 水分量 (%) 10.8 2.64 < 5.0 アントシ
アニン注 2) 

1.0 6.9 倍 

一般細菌数 (cfu/g) 9,450 0 < 3,000 

大腸菌数 (cfu/g) 4,010 陰性 陰性 

桑 水分量 (%) 9.3 3.49 < 5.0 DNJ 注 3) 1.0 2.2 倍 

一般細菌数 (cfu/g) 90,000 0 < 3,000 

大腸菌数 (cfu/g) 陰性 陰性 陰性 

注1） 導入前の含有量を 1.0 とする 

注2） 黒ウコンに含まれるアントシアニンを分析 

注3） 1-Deoxynojirimycin（1-デオキシノジリマイシン）の略称。炭水化物による高血糖の影響を低減さ

せる効果がある。 

出典： JICA 調査団作成 

 

1-7 活動 1-6 の分析結果の比較により、導入する加工技術の有用性、優位性及び汎用

性を評価する 

活動 1-6 の分析結果を踏まえて、機材の導入前後の比較から、ツジコー手法によ

り品質と栄養成分が向上したことを確認できた。洗浄においては、これまで手作業

から自動化されたことにより、バブリングによる高精度な異物除去が可能となった。

また、粉砕機においては、用途に応じて 0.3mm～6.0mm までのサイズの原料生産が可

能になった。これにより、表 17 に示す、加工技術による有用性、優位性および汎用

性等を明らかにされた。 
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表 17 加工技術による有用性・優位性・汎用性 

番号 導入する加工技術 有用性・優位性・汎用性 

1 洗浄機 作業工程短縮、異物除去機能向上 

2 細断機 食品サイズの均一化、作業工程短縮 

3 温風乾燥機 食品内水分量の低減 

4 真空凍結乾燥工程 食品内水分量削減 

5 UV 殺菌工程 生菌数減、栄養成分の維持、微細化 

6 汎用技術 複数の固有植物の加工、既製品の品質向上、５Sの啓蒙 

7 菌数検査 加工食品の大腸菌、大腸菌群、一般生菌の菌数確認 

8 水分量測定 加工食品の処理工程及び出荷品の水分量の測定 

出典： JICA 調査団作成 

 

② 成果 2 にかかる活動 

2-1 研修前の技術レベルを確認する 

PF3 の加工業務プロセスのスタートからエンドまでを辿りながら技術レベル・整

備状況をチェックし、2017 年 6月から 8月の期間には、PF3 および研修生 10 名の技

術レベルの現状確認を行った。確認項目と評価を表 18 に示す。 

 

表 18 技術レベルの確認項目 

項目 確認項目 
5 段階
評価注） 

現状（所見やヒアリング結果を記述） 

衛生
管理 

作業時の服装（衣服、帽
子、マスク、手袋）は適
切か？ 

4 

従来、製薬工程にて、衣類・帽子・マスク・手袋の使用は
手順化されている。マスクについては、着用に於いて息苦
しいこともあり、作業開始当時は全員が着用していなかっ
た。今回の教育の結果、全員の着用と作業時には、必ず、
手袋へのアルコール消毒を実施することを手順化した。 

作業時の服装（履物）は
適切か？ 

2 
作業場所での履物は、サンダル履きであった。安全上、細
断機器、粉砕機、UV 殺菌機の作業者には、安全長靴の着用
を指示した。 

清掃は適切に実施されて
いるか？ 

2 
床の清掃作業については、定期的に実施するが、機材や棚
などの清掃が定着していなかった。現場で埃を確認し、作
業者全員に定期的な清掃作業を指示した。 

機器
の取
扱い 

手順書はあるか？ 1 

新規の生産工程の立ち上げの為、作業手順書は準備できて
いなかった。各工程の作業手順書を作成し、説明会を実施
した。更に、その手順書にて確認を行いながら、実作業を
実施した。今後、作業の生産性向上を考え、現地にて手順
書の更新を行う予定である。 

稼働記録は残されている
か？ 

1 
稼働記録を残す習慣がない為、稼働記録を残すための記録
簿の書式を各作業手順書に添付した。今後、稼働状況に基
づき、記録簿を残す事を確認する。 

運転後の清掃はできてい
るか？ 

1 

作業後の清掃作業徹底の意識が低かったため、各機材使用
後、部品及び本体の必要個所の清掃を作業実施時に行っ
た。定常的に清掃作業が継続できているかどうか今後確認
する。 

作業
状況 

作業量の割り付けが標準
化されているか？ 

1 

今回のトレーニング期間での作業は、全員が作業を実施す
ることに注力していたため、作業量からの要員割付までの
標準化に至っていない。今後、製品の処理量に合わせた、
各機材の最適化工数の配置と体制を構築する。 
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作業
環境 

室内の温度・湿度が管理
されているか？ 

1 

作業場所に温湿度計の設置はなくおおよその管理体制であ
った。そこで、温度湿度管理の測定器具を 2017 年 8 月に
設置した。併せて、作業標準書の管理仕様を説明し、作業
環境の仕様を理解してもらい、管理目標を決めた。 

清浄度はクラス 100,000
相当であるか？ 

1 
壁の隙間風をなくすこと、清掃すること、履物を変えるこ
と等を指導する。 

加工
工程 

洗浄は適切に実施されて
いるか？ 

1 

提案技術が新しい技術となるため、加工技術に関する研修
内容に追加する。 

乾燥は適切に実施されて
いるか？ 

1 

粉末は適切に実施されて
いるか？ 

1 

パッキングは適切に実施
されているか？ 

1 

保管は適切に実施されて
いるか？ 

1 

品質
管理 

各工程の検査項目は設定
されているか？ 

1 
提案技術が新しい技術となるため、品質管理技術に関する
研修内容に追加する。 各工程の品質規格値は設

定されているか？ 
1 

各工程の品質検査は適切
に実施されているか？ 

1 
製品出荷前にサンプリングを行い QC 部門で色や香りなど
の官能検査をしているが、輸出には適していない。 

品質（菌体数、大腸菌
数、水分量）は適切か？ 

1 
実施されていないため、品質管理技術に関する研修内容に
追加する。 

オペ
レー
ショ
ン 

品質管理統制が機能して
いるか？ 

1 
製品出荷前に品質検査を実施しているが、統制をとるよう
な体制はない。 

オフスペックになった場
合の対応は適切か？ 

N.A. 現在出荷製品はなく、実績が無い。 

安定した生産ができてい
るか？ 

N.A. 現在出荷製品はなく、実績が無い。 

その
他 

導入される技術について
興味・関心は高いか？ 

5 高い関心を持っている。 

ツジコー社に対して何を
期待しているか？（ニー
ズ調査） 

5 次回の品質管理規定に興味を持っている。 

注）5：十分である、3：どちらでもない、1：不十分である 

出典： JICA 調査団作成 

 

2-2 機材仕様に係る指導方法を検討する 

活動 2-1 で把握した現状を考慮して、PF3 の指導項目を検討し、加工技術研修プ

ログラムの作成、作業手順書の改定及びテスト問題を作成した。また、品質管理の

強化の必要性があったため、品質管理チャート、細菌数チェック手法、パッキング

に関する研修を追加することとした。 

研修の流れは、まず目標設定を行い、座学による知識の習得および実演・演習・

復習による実技の習得を図り、「学習到達度」と「研修満足度」に基づいて評価し

た。「学習到達度」は、知識の習得に関してはテスト形式を用いて理解度をチェッ

クし、実技の習得に関しては実技の実施する形式を用いて講師がチェックした。「研

修満足度」は、評価軸（①内容の理解度、②研修内容と分かりやすさ、③時間配分、
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④研修ペース、⑤研修資料の質）等に関して研修生の自己評価により把握し、研修

の改善を図った。 

研修にかかる事前確認事項を表 19 に示す。また、研修生の選定にあたっては、

食品加工工程経験1年以上の作業者の条件を PF3へ提示し、PF3にて人選を行った。

研修の参加者リストを表 20 に示す。 

 

表 19 研修に係る確認項目 

番号 確認項目 

1 研修会場（座学と実習）を視察する 

2 研修生のノミネート 

3 研修で使用する資機材・原料の確認 

4 座学用機材の確認（プロジェクター、マイク、机、いす） 

5 衛生管理からの作業方法の確認 

6 備品の確認 

7 消耗品の確認 

8 講義資料の検討（専門用語の解説を含む） 

9 講義資料で使用する言語の確認 

出典： JICA 調査団作成 

 

表 20 研修の参加者リスト 

分類 番号 氏名 役職 

管理部門 

1 Dr. Phoukhong CHOMMALA 副社長 

2 Mr. Khamphouy INTHAVONG 副社長 

3 Dr. Manivone SYSAVENGSOUK 副社長 

4 Miss Nonglack MAHATHAI 生産部門長 

5 Mr. Khamphai PHOMVOB|NG XAI 情報管理者 

6 Mr. Kham Anh HUENGMANIVONG 技術整備士管理者 

オペレーシ

ョン部門 

1 Mr. Souksavate SAINGAVON 技術整備士 

2 Mr. Lamsai PHOTHYLADE シニア・オペレーター 

3 Mr. Lengvang XAITUA シニア・オペレーター 

4 Mr. Khuangchai SOUNDALA シニア・オペレーター 

5 Mr. Xaiphone VONGSA オペレーター 

6 Miss. Sengphachan XAINGAVONG オペレーター 

7 Miss Soulichan KEOMANISONE オペレーター 

8 Miss Viensavonh SANLAN オペレーター 

9 Mr. Pakiannan PHILAVONG 分析担当 

10 Mr. Uodsy BOUNMISAN 分析担当 

出典： JICA 調査団作成 

 

2-3 試験運転を通して現地に適した加工マニュアルと品質管理マニュアルを作成する 

ツジコーが日本で使用している作業手順書をベースにして、活動 2-1 および活動

2-2 を踏まえて、現地に導入した機器の処理能力、設置環境や加工原料に合わせて、

仕様をカスタマイズした加工マニュアル（案）を作成した（添付資料 2）。マニュア

ルには写真を多くし、視覚的にも分かりやすくなるよう考慮した。ツジコーが加工

技術研修および PF3 のフィードバックをマニュアルへ反映した。 
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加工品の品質管理については、輸出基準を満たすための品質管理マニュアルを作

成した（添付資料 3）。内部統制が有効に機能するために、各部門の役割、オフスペ

ックになった場合の関係部門との調整、出荷後の製品不良の対応方法、納入元への

対応指示の記述、などを案として記述した。更に、ISO9001(2015 版)で、要求されて

いるリスクを考慮した品質管理、PDCA の改善サイクルを徹底する為の品質管理等を

項目として記述している。当マニュアルは、PF3 にて、更新中の ISO9001(2015 対応)

及び GMP へのベースラインとなり、展開している。 

 

2-4 現地に適した品質管理オペレーションマニュアル（案）を作成する 

固有植物の搬入から、加工・出荷梱包までの業務フロー（図 9）を考慮した品質

管理オペレーションマニュアルを作成した（添付資料 4）。原料の受入基準、製品の

出荷基準及び各工程での確認事項を全て記述した。受入基準、出荷基準、及び各工

程での確認事項を全て記述した。また、各作業工程での作業手順書との紐つけの為

の表も実運用への展開を考慮し作成した。また、加工粉末の色相が目標の色となっ

ているかどうかの判断は難しく、作業者によって品質基準の合否の判断にばらつき

が出ることを防ぐために、色見本及び色票番号を記載し、作業標準化を図った。色

見本と各固有植物の管理基準を図 10 に示す。 

 

 

出典： JICA 調査団作成 

図 9 品質管理オペレーションマニュアルにおける業務フロー図 
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出典： JICA 調査団作成 

図 10 色見本と各固有植物の加工粉末の管理基準 

 

2-5 マニュアルを活用して、PF3 の生産部及び品質管理部に対して、研修を行う 

a) 加工技術研修 

(i) 概要 

PF3 の生産部と品質管理部のマネジメント層及びスタッフに対し現地技術研修を

実施し、洗浄、細断、温風乾燥、粉砕、真空凍結乾燥及び殺菌の加工工程に関する

技術移転を実施した。 

各作業では、理解度チェック（小テスト）による「学習到達度」の評価、自己評

価による「研修満足度」の評価、および復習時間での研修生とのディスカッション

を通して、習熟度の確認とフォローアップし、研修の成果の向上を図った。研修の

評価は活動 2-2 の記載に基づいて実施した。現地研修の全体概要を表 21 に示す。 

 

表 21 健康食品加工技術の現地研修の概要 

項目 内容 
対象人数 15 名程度×1組 
対象者 生産部及び品管理部のマネジメント層 5名とスタッフ層 10名 
対象植物 ホーリーバジル、ウコン、桑、バタフライピー 

実施期間 
2017 年 7月 25 日～8月 4日（08:30-17:00） 
（各機器の操作手法、原料生産と成果物の評価：2週間） 

研修の目標 加工作業における各工程の必要性を十分に理解し、機材を安全に使用する 

実施内容 

・各機器の操作手法（洗浄機、細断機、温風乾燥機、粉砕機、真空凍結乾燥
機、殺菌機） 
―構造と原理、操作手順、実演、実習 

・原料生産と成果物の評価 
―原料生産の手順、原料生産の実演、原料生産の実習、成果物の評価 

実施場所 PF3 の施設内 
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効果測定 
指標 

研修は、「研修満足度」、「学習到達度」の把握によって評価する。 
「研修満足度」は、研修受講者に対して研修内容、構成、講義割り・配分な
どにかかるアンケートを行い、研修計画ならびに運営等の評価を行うと共
に、必要な改善点等を把握する。 
「学習到達度」は、知識の習得と技術の習得を把握できるよう以下の取り組
みを行う。 
① 知識の習得の把握には、テスト形式を用いた理解度チェックを行う。 
② 実技の習得の把握には、模擬作業を実施し、作業手順書に従って対応で

きているか、試験加工原料がツジコーの設定する基準を満たしているか
を確認する。 

出典： JICA 調査団作成 

 

(ii) 研修プログラム 

ホーリーバジル、バタフライピー、ウコン、桑を使用し、洗浄、細断、温風乾燥、

粉砕、凍結乾燥、UV殺菌、水分測定、細菌検査、包装、品質管理などに関する座学、

実技講習を行った。加工技術研修プログラムを表 22 に示す。 

 

表 22 加工技術研修プログラム 

 

出典： JICA 調査団作成 

7/25 7/26 7/27 7/28 7/31 8/1 8/2 8/3 8/4
火 水 木 金 月 火 水 木 金

08:30-
09:00

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

09:00-
10:00

挨拶・研修
スケジュー
ル

細断
(座学)

UV殺菌
(清掃)

これまでの
復習

温風乾燥
(実習)

水分測定
(実習)

品質管理
チャート
(座学)

テスト
粉砕・UV
殺菌　(ア
ンケート)

10:00-
11:00

洗浄
(座学)

UV殺菌
(座学)

UV殺菌
(清掃)

洗浄
(実習)

細菌検査
手法
(座学)

UV殺菌
(実習)

品質管理
チャート
(座学)

テスト 総復習

11:00-
12:00

洗浄
(テスト)

UV殺菌
(座学)

水分測定・
粉砕
(概要説明)

洗浄
(実習)

温風乾燥
(実習)

UV殺菌
(実習)

包装・デシ
ケーター
(座学)

Q&A 総復習

12:00-
13:00

13:00-
14:00

凍結乾燥
(座学)

UV殺菌
(実習)

粉砕
(座学)

細断
(実習)

粉砕
(実習)

UV殺菌
(清掃)

包装
(実習)

Q&A 総復習

14:00-
15:00

凍結乾燥
(座学)

UV殺菌
(実習)

水分測定
(座学)

温風乾燥
(実習)

粉砕
(実習)

UV殺菌
(清掃)

テスト
関係者会
議のため
休講

加工研修
(修了証の
授与)

15:00-
16:00

機器一式
の確認

UV殺菌
(清掃)

細菌検査
(座学)

温風乾燥
(実習)

凍結乾燥
(実習)

UV殺菌
(清掃)

細菌検査
(実習)

関係者会
議のため
休講

加工研修
(アンケー
ト)

16:00-
16:40

凍結乾燥
(実習)

UV殺菌
(清掃)

細菌検査
(実習)

テスト Q&A
水分測定
(実習)

Q&A
細菌検査
(実習)

凍結乾燥
(復習)

16:40-
17:00

洗浄
(復習)

UV殺菌・
細断
(復習)

粉砕・細菌
検査
(復習)

テスト
(解説)

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

17:00-
洗浄
(復習)

細断・凍結
乾燥
(復習)

粉砕
(復習)

水分測定
(復習)

デシケー
ター
(復習)

：実習

休憩休憩

日時
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(iii) 学習到達度 

各工程（洗浄、細断、粉砕、凍結乾燥、UV殺菌、水分測定、細菌測定、包装）に

関して 10点満点のテスト形式で理解度チェックを行い、平均で 7.0 点以上を合格ラ

インとした。各工程・各研修生の学習到達度を表 23 に示す。 

工程別にみると、粉砕、凍結乾燥、水分測定の平均学習到達度が低くかつ研修生

によるばらつきも出た。この原因として、加工マニュアル作成時に一部プロセス（簡

易作業）を簡略化や省略したこと、作業手順に確認事項が多いこと、状況により対

応が異なることや研修資料が英語であったことなどが考えられる。対策として、加

工マニュアルの改良、ラオス語への翻訳や PF3 による自主学習の機会の提供を行っ

た。 

また、理解度チェックで点数が低かった研修生に対しては、テストの解説を繰返

し行った上で、複数回の実技を通して理解度の向上を図り、PF3 の管理職による簡

易な助言があれば一人で機材を取扱えることを確認した。 

以上から、すべての研修生の平均学習到達度が合格ラインの 7.0 以上かつ簡易な

助言があれば一人で機材を取扱えることを確認したので、すべての研修生に修了証

を授与した。 

 

表 23 研修生の学習到達度 

番号 氏名 役職 洗浄 細断 粉砕 
凍結

乾燥 
殺菌 

水分

測定 

細菌検

査 
包装 平均 

1 
Mr. Souksavate 

SAINGAVON 
技術整備士 8 10 6 8 6 6 10 8 7.8 

2 
Mr. Lamsai 

PHOTHYLADE 

シニア・オ

ペレーター 
10 9 8 7 7 4 10 8 7.9 

3 
Mr. Lengvang 

XAITUA 

シニア・オ

ペレーター 
8 9 6 7 9 4 10 3 7.0 

4 
Mr. Khuangchai 

SOUNDALA 

シニア・オ

ペレーター 
8 9 9 7 8 6 10 10 8.4 

5 
Mr. Xaiphone 

VONGSA 

オペレータ

ー 
8 9 4 4 9 6 10 10 7.5 

6 
Miss. Sengphachan 

XAINGAVONG 

オペレータ

ー 
8 9 7 4 8 6 10 10 7.8 

7 
Miss Soulichan 

KEOMANISONE 

オペレータ

ー 
8 9 7 7 6 6 10 10 7.9 

8 
Miss Viensavonh 

SANLAN 

オペレータ

ー 
8 9 6 2 8 6 10 10 7.4 

9 
Mr. Pakiannan 

PHILAVONG 
分析担当 8 9 7 5 8 2 10 10 7.4 

10 
Mr. Uodsy 

BOUNMISAN 
分析担当 8 9 6 5 6 8 10 10 7.8 

平均 8.2 9.1 6.6 5.6 7.5 5.4 10.0 8.9 7.7 

出典： JICA 調査団作成 

 



31 

(iv) 研修満足度 

【テーマ別シート】各テーマにおける研修員からの評価 

全研修員から、各テーマにおける評価軸に対する 5 段階評価（最も高い評価:5）

を得た。その評価軸の説明を表 24 に示す。 

 

表 24 各テーマにおける評価軸の説明 

設問 評価軸の説明* 

①内容の理解度 
5: とても満足  
3: どちらでもない 
1: とても不満 

②内容の構成と分かりやすさ 
5: とても満足 
3: どちらでもない 
1: とても不満 

③時間配分は適切であったか 
5: とても適切 
3: どちらでもない 
1: 全く不適切 

④研修の進行ペースは適切であったか 
5: とても適切 
3: どちらでもない 
1: 全く不適切 

⑤講師はテーマに対する十分な知見を有していたか 
5: 十分 
3: どちらでもない 
1: 不十分 

⑥研修資料は研修の助けになったか 
5: 十分 
3: どちらでもない 
1: 不十分 

出典： JICA 調査団作成 

 

図 11 に示すように、全テーマを通じた評価軸の平均値は、軸①4.2、軸②4.1、

軸③4.2、軸④4.1、軸⑤4.3、軸⑥4.4 となり、いずれの評価軸も総じて 4.0 点以上

の高評価を得ている。（集計結果の詳細は添付資料 5を参照） 

テーマ別の評価平均値の比較では、最下位となった細断を除いて全て 4.0 以上の

評価を得ており、総じて高い研修満足度を示す結果となった。 

包装と並び、最も平均値が高かった細菌検査については、特に講師と研修資料に

対する評価が高いことが示された。本テーマについては、講師が繰り返し復習を実

施したため、研修員の理解度が深まった結果と言える。 

一方、細断と、続いて平均値が低かった凍結乾燥については、対策として、次回

実施予定の研修において復習によるフォローを行い、研修員の理解度の深化を図る

予定である。また、特に 4.0 を下回った評価軸については、改良の余地があると判

断している。 
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出典： JICA 調査団作成 

図 11 各工程の研修満足度（加工） 

 

 

【Overall シート】「研修満足度」に関する自己評価 

 研修の全体的な評価につき、全研修員から、以下の評価軸に対する 5段階評価

（最も高い評価:5）またはコメントを得た。その評価軸を表 25 に示す。 
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表 25 研修全体の評価軸の説明 

設問 評価軸の説明 

① 研修目標設定は適切であったか 
5: とても適切 
3: どちらでもない 
1: とても不適切 

② 最も有益であった科目  （コメント回答） 

③ 研修に取り入れて欲しい科目  （コメント回答） 

④ 研修期間は適切であったか  
5: とても適切 
3: どちらでもない 
1: 全く不適切 

⑤ 講義に対する評価 
5: とても満足 
3: どちらでもない 
1: とても不満 

⑥ 研修資料は研修の助けになったか 
5: 十分 
3: どちらでもない 
1: 不十分 

⑦ 研修運営は適切に行われたか 
5: とても適切 
3: どちらでもない 
1: 全く不適切 

⑧ 研修全体に対する満足度 
5: とても満足 
3: どちらでもない 
1: とても不満 

⑨ 研修目標の達成度 
5: 十分 
3: どちらでもない 
1: 不十分 

 

その結果、評価軸の平均値は何れも 4.5 以上の高評価を得た。特に評価軸⑥（研

修資料は研修の助けになったか）では、内訳である「研修教材」「研修機材」「講

義施設」につき総じて 4.8 以上の評価点を得ており、関心の高さが伺える。また、

研修全体の満足度を表す評価軸⑧の評価点は 4.8 であり、研修員から大変好評を得

たことを確認できた。研修目標「加工作業における各工程の必要性を十分に理解し、

機材を安全に使用すること」の達成度としても、評価軸⑨において 4.7 を得た。研

修回数を重ねることにより、研修講師の講義の質が向上したことも相まって、研修

員は高い学習効果が得られたことが伺える。（集計結果の詳細は添付資料 6を参照） 

 

b) 品質管理技術研修 

(i) 概要 

品質管理技術に関しても、PF3 の生産部と品質管理部のマネジメント層及びスタ

ッフに対し研修を実施した。2017 年 11 月に研修を実施し、衛生・品質管理の基本

的な考え方、基礎的な管理、製造過程の管理、管理体制の整備、品質チェック手法

に関する講義及び技術移転を行った。品質チェック手法では、原料の品質分析を行

い、その結果を評価・フィードバックした。各作業では研修生とのディスカッショ

ンを設け、習熟度の確認とフォローアップを行った。技術の定着のために、2018 年

の2月にも引き続き品質管理研修を実施した。現地研修の全体概要を表 26に示す。 
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表 26 品質管理技術の現地研修の概要 

項目 内容 

対象人数 18 名程度×1組 

対象者 
生産部及び品管理部のマネジメント層 5名とスタッフ層 10名、FDD 職

員 3 名 

実施期間 2017 年 11 月（品質管理：1週間） 

研修の目標 作業工程表に基づいた作業、品質管理が行えること 

実施内容 
・衛生・品質管理、基礎的な管理、製造過程の管理、管理体制の整備 

品質チェック手法 

実施場所 PF3 の施設内 

効果測定指標 加工技術研修と同様に評価した。 

出典： JICA 調査団作成 

 

(ii) 研修プログラム 

ホーリーバジル、バタフライピー、ウコン、桑を使用し、原料の受入検査、必要

工程での水分測定方法とその基準、細菌検査方法とその基準、製品の出荷基準など

に関して、座学及び実技講習を行った。品質管理研修プログラムを表 27 に示す。 

表 27 品質管理研修プログラム 

 

出典： JICA 調査団作成 

 

11/21 11/22 11/23 11/24 11/27 11/28 11/29 11/30 12/1
火 水 木 金 月 火 水 木 金

08:30-
09:00

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

本日の研
修の流れ

08:00-
08:30

細断
(実習)

品質管理
マニュアル
(座学)

これまでの
復習

細菌検査
(実習)

細菌検査
(実習)

Q&A
温風乾燥
(実習)

UV殺菌
(清掃)

09:00-
10:00

挨拶・研修
スケジュー
ル

細断
(実習)

品質管理
マニュアル
(座学)

細菌検査
(実習)

細菌検査
(実習)

UV殺菌
(実習)

Q&A
温風乾燥
(実習)

UV殺菌
(清掃)

10:00-
11:00

5月渡航時
残件確認

温風乾燥
(実習)

品質管理
マニュアル
(座学)

細菌検査
(実習)

UV殺菌
(実習)

UV殺菌
(実習)

Q&A
温風乾燥
(実習)

総復習

11:00-
12:00

QC工程表
(座学)

洗浄機・細
断機
(清掃)

粉砕機
(実習)

UV殺菌
(実習)

UV殺菌
(実習)

UV殺菌
(実習)

細菌検査
(実習)

Q&A 総復習

12:00-
13:00

13:00-
14:00

QC工程表
(座学)

品質オペ

レーションマ

ニュアル

(座学)

凍結乾燥
(実習)

UV殺菌
(実習)

UV殺菌
(実習)

UV殺菌
(実習)

細菌検査
(実習)

Q&A 総復習

14:00-
15:00

機器一式
の確認

細菌数検査

(座学)

細菌検査
(実習)

細菌検査
(実習)

細菌検査
(実習)

細菌検査
(実習)

細菌検査
(実習)

関係者会
議のため
休講

加工研修
(アンケー
ト)

15:00-
16:00

品質オペ

レーションマ

ニュアル

(座学)

細菌数検
査
(座学)

粉砕機洗
浄
(実習)

UV殺菌
(清掃)

UV殺菌
(清掃)

UV殺菌
(清掃)

工場清掃
(実習)

関係者会
議のため
休講

総括
（全体会
議）

16:00-
16:40

品質オペ

レーションマ

ニュアル

(座学)

細菌数検
査
(座学)

粉砕・細菌
検査
(復習)

UV殺菌
(清掃)

UV殺菌
(清掃)

UV殺菌
(清掃)

工場清掃
(実習)

細菌検査
(実習)

Q&A

16:40-
17:00

洗浄
(実習)

細断・凍結
乾燥
(復習)

工場清掃
(実習)

細菌数検
査
(復讐)

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

本日の研
修の復習

：実習

日時

休憩 休憩
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(iii) 学習到達度 

各研修内容（品質オペレーションマニュアル、QC工程表）に関して 10 点満点の

テスト形式で理解度チェックを行い、平均で 7.0 点以上を合格ラインとした。各研

修内容・各研修生の学習到達度を表 28 に示す。 

各研修内容にみると、「水分量」、「安全」の平均学習到達度が低くかつ研修生

によるばらつきも出た。この原因として、水分量を管理する目的を理解していない

ことや危険な作業の意識の欠如が考えられる。対策として、視覚に訴える看板によ

る掲示、危険ラベルの貼付、PF3 による自主学習の機会の提供を行っている。 

また、理解度チェックで点数が低かった研修生に対しては、テストの解説を繰返

し行った上で、複数回の実技を通して理解度の向上を図り、PF3 の管理職による簡

易な助言があれば一人で機材を取扱えることを確認した。 

 

表 28 研修生の学習到達度 

番号 氏名 役職 
水分
量 

安全 細菌 
受入
検査 

出荷
検査 

品質
管理 
全般 

平均 

1 
Mr. Souksavate 
SAINGAVON 

技術整備士 5 5 9 9 9 5 7.0 

2 
Mr. Lamsai 
PHOTHYLADE 

シニア・オペ
レーター 

5 5 9 9 9 5 7.0 

3 
Mr. Lengvang 
XAITUA 

シニア・オペ
レーター 

5 5 9 9 9 5 7.0 

4 
Mr. Khuangchai 
SOUNDALA 

シニア・オペ
レーター 

5 5 9 9 9 5 7.0 

5 
Mr. Xaiphone 
VONGSA 

オペレーター 5 5 9 9 9 5 7.0 

6 
Miss. 
Sengphachan 
XAINGAVONG 

オペレーター 5 5 9 9 9 5 7.0 

7 
Miss Soulichan 
KEOMANISONE 

オペレーター 6 6 9 9 9 5 7.3 

8 
Miss Viensavanh 
SANLAN 

オペレーター 5 5 9 9 9 5 7.0 

9 
Mr. Pakiannan 
PHILAVONG 

分析担当 6 6 9 9 9 5 7.3 

10 
Mr. Uodsy 
BOUNMISAN 

分析担当 5 5 9 9 9 5 7.0 

平均 5.2 5.2 9.0 9.0 9.0 5.0 7.1 

出典： JICA 調査団作成 

 

(iv) 研修満足度 

【テーマ別シート】各テーマにおける研修員からの評価 

全研修員から、各テーマにおける評価軸に対する 5 段階評価（最も高い評価:5）

を得た。その評価軸は表 24 と同様とする。 

図 12 に示すように、品質管理に関する全テーマを通じた評価軸の平均値は、軸

①4.4、軸②4.2、軸③4.6、軸④4.1、軸⑤4.6、軸⑥4.6 となり、いずれの評価軸も
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総じて 4.0 点以上の高評価を得ている。（集計結果の詳細は添付資料 7を参照） 

テーマ別の評価平均値の比較では、4.4～4.5 の評価を得ており、総じて高い研修

満足度を示す結果となった。ただ、いずれのテーマにおいても、「Q4.研修のペース」

は比較的低め評価（4.1）となっており、彼らにとって品質管理は新しく学ぶ内容が

多く速く感じられた可能性がある。彼らの理解度を更に高めるためには、実習中に

も品質管理の対応について、繰返し説明していく必要性があると言える。また、実

施を繰り返していくことが技術の浸透に不可欠となる。 

  
図 12 各工程の研修満足度（品質管理） 

 

【Overall シート】「研修満足度」に関する自己評価 

研修の全体的な評価につき、全研修員から、以下の評価軸に対する 5段階評価（最

も高い評価:5）またはコメントを得た。その評価軸は表 25 と同様にする。 

その結果、評価軸の平均値は何れも 4.2 以上の高評価を得た。特に評価軸⑥（研

修資料は研修の助けになったか）では、内訳である「研修教材」および「研修機材」

につき総じて 4.7 の評価点を得ており、教材・機材について研修生のニーズに応え

られていることが伺える。また、研修全体の満足度を表す評価軸⑧の評価点は 4.5

であり、研修生に好評であったことを確認できた。 

一方、研修目標「作業行程表に基づいた作業、品質管理が行えること」の達成度

（評価軸⑨）は 4.7 となっているが、日本のバイヤーの要求水準を考慮し、活動 2-

6 の OJT 研修にて引き続きフォローを行った。（集計結果の詳細は添付資料 8 を参

照） 

 

2-6 提案機材を活用した OJT を実施する 

(i) 概要 

活動 2-5 を経た研修生に対して本格稼働を想定した OJT（連続稼働）を通して、

表 29 に示す加工機材の連続稼働における実務を行った。連続運転における実務ノ

ウハウを OJT より学び、高効率、高品質かつ安定生産を実現することを目的とした。 

 

 

Q1：理解度 Q2：研修の構成 Q3：時間配分 Q4：研修の進行ペース Q5：講師の知識 Q6：教材

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

各コースでの平均 研修全体での平均

1. QCサークル 3. 品質管理ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾏﾆｭｱﾙ2. 品質管理マニュアル
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表 29 健康食品加工技術の OJT の概要 

項目 内容 

対象人数 15 名程度×1組 

対象者 生産部及び品質管理部のマネジメント層 5 名とスタッフ層 10 名 

実施期間 2018 年 4 月～8 月 

研修の目標 加工工程について、導入機材を使用して、粉末加工品を生産する技術を取得する 

実施内容 連続運転における実務ノウハウを学び、高効率、高品質かつ安定生産を実現する 

実施場所 PF3 の施設内 

効果測定 

指標 

加工技術研修と同様に評価した。 

出典： JICA 調査団作成 

 

(ii) 研修プログラム 

2018 年 4月～8月にかけて、表 30 に示す工程を繰り替えし行い、研修生の技術

の定着を図った。 

 

表 30 OJT の工程（案） 

日目 形態 テーマ 

1 
座学 OJT における目標の設定 

OJT 研修者による加工作業（洗浄、細断、脱水、乾燥） 

2 OJT 研修者による加工作業（粉砕）（凍結乾燥） 

3 OJT 研修者による加工作業（殺菌）（菌大数検査） 

4 OJT 研修者による加工作業（品質管理、日常メンテナンス） 

5 
OJT 研修者による加工作業（品質管理） 

確認 総評 

出典： JICA 調査団作成 

 

(iii) 学習到達度 

OJT の作業を繰返し実施するなかで、ツジコーの講師による学習到達度の評価を

行った。平均で 7.0 点以上を合格ラインとし、各研修生の学習到達度を表 31 に示

す。 

いずれの研修生においても合格ラインを満足し、簡易な助言があれば連続運転に

おいて一人で機材を取扱えることを確認した。OJT を 4 回実施したことで、技術レ

ベルを向上させることができた。副次的な効果として、PF3 独自で加工機材を活用

し新製品のお茶を試作するなどの対応が見られた。 
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表 31 研修生の学習到達度 

番号 氏名 役職 連続運転 

1 Mr. Souksavate SAINGAVON 技術整備士 9.0 

2 Mr. Lamsai PHOTHYLADE シニア・オペレーター 7.0 

3 Mr. Lengvang XAITUA シニア・オペレーター 7.0 

4 Mr. Khuangchai SOUNDALA シニア・オペレーター 7.0 

5 Mr. Xaiphone VONGSA オペレーター 7.0 

6 Miss. Sengphachan XAINGAVONG オペレーター 9.5 

7 Miss Soulichan KEOMANISONE オペレーター 9.5 

8 Miss Viensavonh SANLAN オペレーター 9.5 

9 Mr. Pakiannan PHILAVONG 分析担当 N.A. 

10 Mr. Uodsy BOUNMISAN 分析担当 9.0 

平均 8.3 

出典： JICA 調査団作成 

 

(iv) 研修満足度 

前述の評価軸と同様に実施し、アンケートを実施した。 

図 13 に示すように、連続運転における評価軸の平均値は、軸①4.5、軸②4.0、

軸③4.2、軸④4.3、軸⑤4.9、軸⑥4.3 となり、いずれの評価軸も総じて 4.0 点以上

の高評価を得た。 

研修生からのコメントは、分かりやすかった、豊富な知識、研修への感謝など好

意的であり、理解度および講師の知識の評価では高い満足度を示す結果となった。

また、本研修テーマについては、講師が繰り返し実習を実施したため、研修員の理

解度が深まったと言える。 

 

 

出典： JICA 調査団作成 

図 13 連続運転の研修満足度 

 

 

 

 

Q1：理解度 Q2：研修の構成 Q3：時間配分 Q4：研修の進行ペース Q5：講師の知識 Q6：教材
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4.0
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平均

連続運転
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2-7 活動 3-2-1 と活動 3-3-3 を踏まえて、研修生が加工機材の加工条件を変更させ、

複数の固有植物を加工する 

a) 実施目的 

研修生が加工する植物に応じて加工条件を変更し、機材の汎用性および加工植物

の違いによる対応の留意点を身につける機会とすることを目的とする。また、実技

による研修生からの意見を踏まえ、活動 1-4 で作成する作業手順書を改良も行う。 

b) 実施時期 

2018 年 4月～8月 

c) 固有植物の選定 

活動 3-2-1 と活動 3-2-2 にて把握した有用な固有植物から、PF3 と協議の上、ウ

コン、桑、ホーリーバジル、バタフライピー、ローゼルを選定した。 

d) 留意点 

加工する固有植物の違いによる加工方法の違いを把握する（硬さ、大きさなどの

植物の固有の条件による違い）。 

e) 結果 

プロジェクト開始時は、PF3 では、ウコン（根物）を原料とするカプセルが商品

群の 1 つとなっていたが、活動 2 の研修による技術移転により、選定した固有植物

を洗浄から粉砕・殺菌処理までの一連の処理工程を研修生のみで実施した。また、

研修期間外においても、PF3 が調達した固有植物からハーブティ・原料の製造を行

うまでになった。 

 

 

 

2-8 品質分析により日本或いは近隣諸国に輸出できる業界水準に達する可能性を確認

する 

活動 2-6 および活動 2-7 より生産されるホールフーズの品質分析を行い、その結

果は表 32 に示す。この結果により、日本や近隣諸国に輸出できる業界水準（一般

生菌、大腸菌、水分量）に達していることを確認した。 

 

表 32 研修生による製造された原料の品質分析結果 

 ウコン 桑 ホーリーバ
ジル 

バタフラ
イピー 

ローゼ
ル 

品質 
基準 

水分量 % 2.64 3.49 3.38 7.18 3.61 
< 5.0 

< 8.0 注 
一般生菌数 cfu/g 0 0 0 300 0 < 3,000 
大腸菌数 cfu/g 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 

注：原料の特質上、バタフライピーのみ 8.0％とする 

出典： JICA 調査団作成 
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③ 成果 3 にかかる活動 

3-1 バリューチェーン検討 

3-1-1 関連省庁から構成される関係者会議を基本毎回現地渡航時に運営し、バリュー

チェーンを検討する 

本事業の円滑な推進に向けて、保健省・PF3 及び関連省庁（農林省、商工省）か

ら構成される関係者会議を実施し、各機関の役割の検討を経て、バリューチェーン

が速やかに流れる協働体制を検討した。関係者会議では、事業の進捗共有ならびに

課題対応方法の協議、協力依頼を行い、基本毎回現地渡航時に実施した。各関係者

会議の概要を表 33 に示す。第 1 回関係者会議後に行われた M/M 調印式（添付資料

9）および第 4 回関係者会議で行われた試食会の様子は現地メディアに掲載された

（添付資料 10と添付資料 11）。 

また、実現可能なバリューチェーンの構築に向けて、CASC からの植物の安定調

達、均一な品質、原価計算、現地の栽培方法などへの協力と、PF3 からの健康食品原

料の生産量、品質コントロール、コスト分析などへの協力により、栽培、加工、品

質管理および販売体制の強化を図った。表 34 に関連省庁の役割を記載する。 

 

表 33 各関係者会議の議題 

項目 時期 議題 参加者 

第 1渡航 2017 年 1 月 
・事業概要説明 
・関連省庁の役割の検討と調整 
・免税申請における事前調整 

【ラオス側】 
[保健省]FDD、
PF3、伝統医療
研究所、 
[農林省]栽培
局、CASC、 
[商工省] 
 
【日本側】 
JICA ラオス事
務所、 
JICA 調査団 

第 2渡航 2017 年 5 月 
・普及・実証事業の進捗報告 
・関連省庁の進捗確認、課題共有と対応検討 

第 3渡航 2017 年 8 月 
・普及・実証事業の進捗報告 
・関連省庁の進捗確認、課題共有と対応検討 
・中間報告の調整 

第 4渡航 2017 年 11 月 
・関連省庁の進捗確認、課題共有と対応検討 
・中間報告会の直前調整 
・中間報告会開催 

第 5渡航 2017 年 2 月 
・普及・実証事業の進捗報告 
・関連省庁の進捗確認、課題共有と対応検討 
・6次産業セミナー開催にむけた事前調整 

第 6渡航 2018 年 5 月 
・関連省庁の進捗確認と対応検討 
・6次産業セミナーの直前調整 / 6 次産業セ
ミナー開催 

第 7渡航 2018 年 8 月 ・関係者会議での最終活動報告 

出典： JICA 調査団作成 
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表 34 関連省庁の役割 

項目 役割 

保健省 

（C/P） 

・C/P 側の主担当者の指名 

・関係者会議の開催と運営、会場の提供、農林省・商工省・他関連機関との

スケジュール調整 

・セミナーの開催、会場の手配 

・セミナー招待候補者のリストアップへの協力 

・ホールフーズの製造・販売許可取得にかかる支援 

農林省 
・CASC による有機栽培支援 

・固有植物の栽培マニュアル作成への協力・情報提供 

商工省 

・バリューチェーン構築に関する助言 

・免税の申請支援 

・製品・原料輸出にかかる関税・通関手続きに関する情報提供 

・パクセー・ジャパン SME SEZ の優遇政策の情報提供 

出典： JICA 調査団作成 

 

3-1-2 関連省庁や食品、医薬品・健康食品民間企業を招待して現実的なバリューチェー

ンの構築に関するセミナーを開催する 

6 次産業セミナーの概要を写真 1および表 35 に示す。ラオスにおけるバリュー

チェーン構築のアプローチの事例紹介と国際品質基準を満たす製品の製造に対する

意識向上を図るために、保健省、農林省及び工業省の関連部署に所属する政策立案

層を中心に招待し、栽培、加工、品質管理、販売に関するセミナーを開催した。参

会者は合計 61名で、ラオス側は 43名、日本側は 18 名となった。具体的なトピック

は、栽培分野では有機栽培の有用性、加工分野では加工製品とそのポテンシャルの

紹介、販売戦略分野ではバリューチェーン構築、ブランディング手法や植物の効果・

効能分析などについて講演した。PF3 からも ODA により導入した機材を用いた試験

生産について発表してもらい、導入技術の有効性と現地適合性をラオスの関係者に

向けて発信した。 

参加者からは、裨益が及び易い有機栽培に関する質問が多く、他にはブランディ

ング手法が興味深かったとの声もあった。 

 

  

写真 1  6 次産業セミナーの様子 
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表 35 6 次産業セミナーの概要 

項目 内容 

日時 2018 年 5 月 17 日（木）09:00-12:15 

場所 Don Chan Palace Hotel 2 階 

参加機関 【ラオス側】43 名 

- 保健省：19 名、農林省：3 名、商工省：12 名 

- 科学技術省：5名、大学：5名、民間企業：1名 

【日本側】18 名 

- 日本大使館 2 名、JICA ラオス事務所 3名、JETRO 2 名 

- セミナー主催者：11 名 

主なトピック 【栽培分野】 

 有機栽培（JICA 調査団） 

 土壌微生物の有用性（JICA 調査団） 

【加工分野】 

 ラオス固有植物のポテンシャル（JICA 調査団） 

 試験生産（PF3） 

【販売戦略分野】 

 効果効能分析（JICA 調査団） 

 バリューチェーン構築（JICA 調査団） 

 ブランディング手法（JICA 調査団） 

出典： JICA 調査団作成 

 

3-1-3 PF3 のビジネスモデル案の提案 

a) PF3 のビジネスモデル案 

現地渡航での調査や関係者会議等での協議の結果、現時点で想定している PF3 の

ビジネスモデルを図 14 に示す。PF3 は、普及・実証事業で導入した機材を用いて、

ラオス固有植物を加工・販売する。固有植物はラオスの農家から調達するが、天候・

病害・虫害などによる収穫量減少リスクを分散するために、主に 2 つの農家（パク

セー及びヴィエンチャンの農家）から固有植物を調達する。販売先としては、ツジ

コーに加えてラオス国内の食品会社及びツジコーの B/P であるタイの食品会社の 3

つを考えている。 

基本となるバリューチェーンは、PF3 で加工した健康食品原料をツジコーが買い

取って、健康食品を製造し、日本市場に販売していく。しかし、健康食品の商品化

には有効成分の分析・効能の確認および臨床試験が必要であり、収益が上がるよう

になるには時間がかかることから、ツジコーの健康食品事業が軌道に乗るまでは、

PF3 売上げが伸びないことが予想される。そのため、PF3 が早期に収益を上げられる

ように、並行して加工粉末をチョコレートやクッキーなどの食品に適用することで

販売経路の多角化を図った。 

固有植物の加工粉末を使った食品の販路としては、ラオスの食品会社で最終製品

化してラオス国内に販売するルート（図 14 の First Alternative Plan）とツジコ

ーの B/P であるタイの食品会社で最終製品化してラオスの免税店で販売するルート

（図 14 の Second Alternative Plan）を検討している。 
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出典： JICA 調査団作成 

図 14 PF3 のビジネスモデル（案） 

 

b) PF3 の事業性評価（導入機材を活用した場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 
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3-2 テスト販売 

3-2-1 PF3 と調整のうえ健康食品として普及可能な固有植物を複数選定し、加工機材の

汎用活用を図る 

表 36 に示す案件化調査でピックアップした 10種類程度の固有植物をベースに、

現地調査を踏まえて、検討対象となる有力な固有植物を候補に上げた。その後、各

固有植物において商品のコンセプト、ターゲット顧客、競合製品、効能、商品の訴

求点、価格・販売目標等の検討を踏まえて 7種を選定した。 

 

表 36 有望な固有植物リスト 

薬草名 
効能 

英名 和名 

Holy Basil1) ホーリーバジル 高血糖値、糖尿病、中性脂肪、肥満 

Roselle1) ローゼル 肝臓・腎機能保護、動脈硬化 

Butterfly pea1) バタフライピー 認知症 

   

   

   

   

   

   

Mulberry1) 桑 糖尿病、高血圧、中性脂肪 

Turmeric1) ウコン 抗酸化作用、抗炎症作用、肝臓保護 

Ginger1) ショウガ 血行不良の改善、老化防止・免疫作用上 

1) 選定した植物 

出典： ITM のヒアリング元に JICA 調査団作成 

 

3-2-2 機能性野菜の効果・効能分析を実施し、結果を活用した販売促進支援及び商品企

画・販路開拓手法に関して助言を行う 

a) 機能性野菜の効果・効能分析 

これまで定性的であった効能を定量的に示すことにより、市場に対して説得力の

ある販売促進をサポートするために、効果・効能分析を実施し、PF3 へ提供した。な

お、活動 3-2-1 で選定される固有植物の成分分析および効果・効能分析2は、外部人

材として植物を含む食品素材全般の栄養分析に精通した東京海洋大学大学院の小山

准教授、および食品素材が小動物に及ぼす影響（行動リズム、寿命、老化、睡眠な

ど）に関する研究をしている国際科学振興財団の石田直理雄主席研究員を中心に、

日本の大学で実施した。 

（ア） 生活習慣病予防の効果 

ツジコーにて加工された各植物の殺菌粉末（図 16）を熱水で抽出した水溶性成

分を各実験のサンプルとした。効果・効能分析の項目は、健康食品原料のポテンシ

ャルを測るために、抗酸化作用、肥満抑制、糖尿病抑制および高血圧抑制を選定し

た。 

                                            
2 効果・効能分析は、時間的な制約により有用性が期待される植物に限って実施している。 

 

非公開 
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出典：東京海洋大学大学院 小山智之准教授 

図 16 実験に使用した植物 

 

 

 

 

 

 

表 37 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） リラックス効果 

モデル実験動物であるショウジョウバエに対するラオス植物の効果効用分析を

実施した。ショウジョウバエは、飼育がしやすい、ライフサイクルが約 2 週間と短

い、繁殖力が強いなどの特徴がある一方で、睡眠など生物が時間を測る仕組みがヒ

トを含む脊椎動物と同じであるため、実験動物として選定している。 

羽化後 5日のショウジョウバエに対して、ツジコーにて加工された各植物の殺菌

粉末を、図 17 の通り混合した寒天飼料を給餌した。ホーリーバジル、バタフライ

ピー、ローゼルに加えて、ホーリーバジルの主要成分であり食品添加物にも指定さ

れているβカリオフィレンを評価した。1 日の睡眠時間は、ショウジョウバエ専用

の睡眠計測装置を用いて測定した。 

 

 

 

 

 

 

非公開 
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出典：国際科学振興財団 石田直理雄主席研究員 

図 17 サンプル給餌および睡眠時間測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 非公開 

 

b) 商品企画およびアンケート調査 

前述のように、健康食品事業が軌道に乗るまでには時間がかかるため、ラオス固

有植物の加工粉末の出口をさらに強固なものにするために健康食品だけでなく、ハ

ーブティ、チョコレートなどの食品にも適用することで、販売経路の多角化を図っ

た。ラオス固有植物の加工粉末を使ったチョコレートの試作品（写真 2）を中間報

告会（第 4 回関係者会議）と天皇誕生日レセプションにあわせて商品企画を行い、

計 2 回の試食会を実施した。第 4 回関係者会議での試食会の概要を表 38 に、様子

を写真 3 に、試食後に実施したアンケートの結果を添付資料 12 に示す。天皇誕生

日レセプションでの試食会の概要を表 39 に、様子を写真 4に示す。双方ともラオ

ス固有植物の加工粉末を使った食品は好評であり、特にチョコレート、チーズケー

 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 
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キ、ヨーグルトの人気が高かった。 

 

 

（左上）バタフライピー：濃い青色 （右上）バタフライピー：薄い青色 

（左中）ホーリーバジル：褐色 （右中））ウコン：黄色 

（左下）ノーマル （右下）マルベリー：緑色 

写真 2 ラオス固有植物の加工粉末を使ったチョコレートの試作品 

 

表 38 第 4 回関係者会議での試食会の概要 

項目 内容 

日時 2017 年 11 月 30 日（木） 

場所 保健省 

参加者 【ラオス側】保健省、農林省、商工省、外務省などの関係者 

【日本側】日本大使館、JICA ラオス事務所、JETRO ヴィエンチャン事務

所、JICA 調査団などの関係者 

提供商品 チョコレート、フィナンシェ、メレンゲ、ラスク、マカロン、ゼリー、

チーズケーキ、ヨーグルト、日本酒、ノンアルコールカクテル 

概容  ラオス保健省 Khamphone Phuttavong 副大臣及び在ラオス日本大使館

の引原大使にも参加いただいた。 

 試食後に行ったアンケートの結果、チョコレート、チーズケーキ、ヨ

ーグルト、マカロン、日本酒等の人気が高かった。また、ラオスへの

貢献度の高い興味深いプロジェクトであり、商品化を期待する声が多

かった。 

出典： JICA 調査団作成 

 



48 

  

写真 3 第 4 回関係者会議での試食会の様子 

(写真右：保健省にて試食を行う引原毅特命全権大使) 

 

表 39 天皇誕生日レセプションでの試食会の概要 

項目 内容 

日時 2017 年 12 月 7 日 

場所 大使公邸 

参加者 日本人（日系企業、大使館関係者）、海外大使館関係者、ラオス党員、

ラオス企業など、400 名程度 

提供商品 チョコレート、ケーキ、ヨーグルト、ラスク、メリンゲ、日本酒など 

概容  全品好評であり、特にチーズケーキ、チョコレート、ヨーグルトなど

の人気が高かった。チョコレートはフランス大使館関係者にも好評で

あり、免税店で販売しても欧米人にも売れそうな印象であった。 

 バタフライピーやホーリーバジルなどのハーブが様々な食品に利用可

能であることを初めて知ったという感想が多かった。 

 ヴィエンチャンのコーヒーチェーン店（Sinouk）の社長にも好評であ

ったため、新メニューが受け入れられれば将来の搬入作となり得る。 

出典： JICA 調査団作成 

 

  
写真 4 天皇誕生日レセプションでの試食会の様子 

(写真右：大使公邸にて試食を行う引原毅特命全権大使) 
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c) 試験販売 

（ア） 日本での活動 

バタフライピーを活用したお茶、粉末および Cafe Beans で試験的に提供してい

る青いメニュー（お茶、ケーキ、パスタ、パフェ）について、アンケート調査結果

および Amazon カスタマーレビューを表 40 にまとめる。全般的に珍しい青色に対す

る好意的なコメントが多く、各コメントがバタフライピーの耐熱性や色の変化など

の強み・特徴を反映している。また、インスタ映えする等のコメントも見られた。

Amazon ではお茶も粉末も 5段階評価で平均 4.5 の結果となっている。今後は Amazon

経由でアメリカへの販売を計画している。 

 

 

表 40 アンケート集計結果 

商品の種類 アンケート結果（要約） 
バタフライピ
ー（お茶） 

・Amazon の評価：5段階評価で平均 4.8（回答 11件） 
・カルピスと割るとカクテルのようになるので面白い 
・水でもお湯出しでも綺麗な色がでる 
・青いゼリーなども作って楽しんでいる 
・レモンを入れて紫やピンク色への変化を楽しんでいる 

バタフライピ
ー（粉末） 

・Amazon の評価：5段階評価で平均 4.5（回答 12件） 
・青いチョコレートや生クリームを作るために購入 
・天然色素で大人にも子供にも安心 
・加熱しても変色しないため焼き菓子に使用できる 
・発色が非常によい 

バタフライピ
ー（Cafe Beans
で提供してい
る青いメニュ
ー） 

・インスタ映えすると思う 
・琵琶湖のイメージを感じる 
・青いパスタもパフェもおいしかった 
・色が幻想的で穏やかな気分になる 
・お茶が青から紫へ変化したときが感動した 
・色以外の驚きが少ない 

出典： JICA 調査団作成 

 

（イ） ラオスでの活動 

上記の試食会の結果を受けて、バタフライピー粉末を使った商品の試験販売を、

外国人旅行者をターゲットにしてラオス国内の免税店で実施する計画であったが、

試験販売品の製造国であるタイの保健省食品医薬品局から原料使用承認が遅れ、販

売開始が 2018 年 10 月末頃となったため、ツジコー自社業務として対応することと

した。実施場所は、拡張したヴィエンチャン空港における免税店の販売権の入札が

滞っているため、タイのノンカイ県とラオスのヴィエンチャンを結ぶ第 1タイ-ラオ

ス友好橋の Dao Heuang Group（以下、Dao 社）の免税店で実施する予定である。Dao

社とは委託販売契約を締結し、チョコレートに限らず、ハーブティやキャンディー

の販売にも高い関心を示している。試験販売候補地の概要を表 41 に示す。 
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表 41 試験販売候補地の概要 

項目 内容 

場所 第 1タイ-ラオス友好橋（タイのノンカイ県とラオスのヴィエン

チャンを結ぶ、メコン川に架けられた橋）の国境にある Dao 社の

免税店 

販売品 青チョコレート、青ハーブティ、青キャンディー 

客層 60～70%：タイ人、残りは中国人、韓国人、欧米人の順で多い 

客数 500～1,000 人/日（Dao 社が所有する 4つの免税店の中で最大） 

備考 免税店の中には、Made in Laos 製品を扱うコーナーがある 

出典： Dao 社へのヒアリングを元に JICA 調査団作成 

 

d) ブランディングプロセス 

商品開発においては、ホーリーバジル、ローゼル、バタフライピー等の植物の粗

粉末はハーブティとして活用し、微粉末はチョコレート、クッキー、ケーキなどの

食品へ展開することで、販売戦略を多角化することが考えられる。ここでは、商品

化が早く、外国人観光客の土産として受入れられる可能性の高いチョコレートにお

いてブランディングに取組んだ。 

図 19 に示すように、商品のブランドコンセプトとして“ラオスらしさ”をどの

ようにアピールしていくかが重要であり、ラオスの青い空とバタフライピーの青色

をイメージして“Vientiane Blue”というブランドとした。また、欧米では青は幸

せの象徴とされている。 

商品開発ではラオスの象徴である象型を採用し、パッケージデザインにはラオス

から世界に向けて発信していくということで、世界を意識したパッケージにし、箱

だけでもお土産になるようなデザインとした。ロゴは象の耳にバタフライピーを飾

ったものにしており、他の色へ商品展開する場合は、青色を他の色に変えることで、

ローゼル、桑などの他の植物でも対応できるようにした。プロモーションにはポス

ターを作成し、記載内容に関しては関係者会議で得られたラオス側からのコメント

も踏まえて最終化している。 

 

 

出典： JICA 調査団作成 

図 19 ブランディングプロセスのイメージ 
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3-2-3 強固なバリューチェーン構築に向けて、PF3 の出口戦略を強化するために、PF3

の自立支援を行う 

a) 製品開発支援 

PF3 へ導入した加工機器を活用して、粗粉末および微粉末の植物原料が可能とな

るため、ツジコーへの販売ルートだけでなく、PF3 独自販売ルートを検討する必要

性を伝えてきており、活動 3-2-2 を通して、販売促進支援及び商品企画・販路開拓

手法について、PF3 への支援およびアイディア提供を行ってきた。 

ツジコーでは、2018 年 10 月末頃から、Dao 社の第 1タイ-ラオス友好橋の免税店

にて、PF3 で製造した青い粉末原料を活用した青チョコレートの販売をする計画で

ある。フォローアップ商品として、青ハーブティや青キャンディーの販売を実施し

ていくことを予定している。 

PF3 では、自動ティーバッグ充填包装機の導入が決定しており、本事業で導入し

た機材から生産される植物の粗粉末を活用して、ハーブティの販売を計画している。

将来的には、免税店用の青ハーブティの生産を PF3 へ移管することも視野に入れて

いる。 

 

b) 販売体制の強化 

・各コスト項目の精査 

原料の購入、加工工程の作業工程分析、及びコスト構成要素の単価確認を行い、

コスト分析を実施している。 

コスト分析では、表 36 より選定した植物の加工に必要な製造コスト（原料費、

工程歩留、重量遷移、製造に係る電気代費・水道費、人件費、建物・機械の減価償

却費、VAT、等）を調査し、コスト構造を把握した上で、コスト削減項目の洗出しを

行い、サンプル価格表を説明した。PF3 側は、原価見積方法を習得し、初版見積を提

出し、受け取った。 

 

・プロセスフローの改善点の抽出・改善案の検討 

加工オペレーションでは、機材稼働実績の分析を踏まえて稼働計画を作成し、最

適な配員計画と工数について PF3 への改善案を助言した。これらの活動により、PF3

側にて、コストを精査し、製造コストの精度を従来の方法から一段と論理的な見積

方法に向上させた。 

 

・国内外の販売強化のための見積書作成技術の支援および指導 

PF3 の自立した事業展開に向けて、国内外における販売強化のために、活動 3-2-

3 a)および b)の結果から各製品の見積書作成技術の支援を行った。まずは、ツジコ

ーにて見積書の作成ガイド（添付資料13）を準備しこれを活用してPF3へ説明した。

見積書作成にあたっては、見積書の 1 事例を PF3 へ提示し、これを参考に PF3 に見

積書（素案）を作成してもらうことで能力向上を図った。この素案をベースに、ク

ライアント候補との協議やオペレーションからみた実現可能性の評価等により精査

し PF3 と協議を行い、ツジコーからは以下の 3 点を提言したが、販売価格の維持を
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固辞しため、普及・実証後のフォローアップが必要となった。 

・国際市場で価格競争力を持ち、販売していくためには、コスト削減がマストで

あること 

・機材の電気使用量の見直、効率的な機材稼働時間短縮および要員配置によるコ

スト削減の可能性が充分にあること 

・コスト削減することで販売量を増やせ、より多くの収益を見込めること 

 

3-3 有機認証取得へ向けた栽培資料作成 

3-3-1 栽培農場を視察し、有機 JAS 及び USDA 認証に準拠したラオスの複数の固有植物

に適した栽培マニュアル（案）を作成する 

a) 有機栽培マニュアル 

ラオス国においては、有機栽培や有機認証制度があるものの、それらは国際的な

水準には達していないのが現状である。改善に向けて、Harmony Life International

社をはじめ、有機栽培、有機認証に関連する機関への調査を行い、その概要を表 42

に示す。また、そこから得た情報を元に、有機農産物の日本農林規格（以下、有機

JAS）や USDA などの有機認証の取得を前提とした有機栽培マニュアル案（各薬用植

物の栽培方法及び有機肥料、自然農薬や EM菌（有用微生物群）の作成方法）を作成

した。なお、EM 菌は有機栽培においてよく利用されており、酵母、乳酸菌、光合成

細菌などの好気性・嫌気性両微生物の混合体であり、発酵することにより植物の生

育促進や病害虫防除に有用となる。植物の病気や害虫を誘発し、悪臭を放つ有害微

生物（腐敗菌）とは正反対の性質である。 

また、実際にラオス国内で欧米の有機認証を申請する場合の手続きや必要書類を

有機栽培マニュアルに記載するため、ラオス国内で申請窓口となっている支援会社

を通じて EU 認証、USDA 認証について申請手続きの調査を行った。尚、技術協力プ

ロジェクト「クリーン農業開発プロジェクト」との連携を図るため、農家への配付

も考慮してマニュアルを作成している。 

 

 

 

表 42 有機栽培手法や有機認証に関する調査の概要 

調査項目 調査結果 

タイ Harmony Life International 社（有機圃場視察）2017/01/16 

1) 圃場の設計 

2) 堆肥の手配 

3) 病害虫の防除 

1) 約 12ha で約 70 種類の植物を有機栽培している。 

2) 自社農場にて鶏、牛などの家畜糞を堆肥として活用している。 

3) EM 菌を混ぜた灌漑により、病原菌や害虫への耐性を強化している。 

CASC 有機圃場 2017/01/18 

1) 圃場の状態 

 

2) ラオス農家への

普及性 

3) 堆肥の状態 

1) 砂地であるため土壌が痩せており水・肥料持ちが悪いが、堆肥を継続

的に投入することで改善は可能と考えられる。 

2) 乾季における灌漑用の水の確保が問題。40m 以上掘ると塩水になるた

め、周囲農家の水源の確保が必要となる。 

3) CASC の堆肥は腐敗臭が強いため病原菌を多く含むと推測されるが、EM

菌を活用することで改善できる。EM 菌は現地の材料で製造できる。 
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有機認証取得支援会社 2017/01/19 

1) 主な支援内容 

 

2) その他支援内容 

3) 取得支援対象と

なる認証 

1) ラオスでの有機認証取得に関する助言と申請資料の作成について約

1,000USD で対応している。（申請料は別途必要） 

2) ラオスでの委託農家や農地の斡旋、資材手配等も可能である。 

3) 業務範囲はラオス全土で、USDA、有機 JAS、IFOAM、カナダ、タイ、ラ

オスなどの有機認証取得をラオスから申請できる。 

タイ Harmony Life International 社（研修受講）2017/02/13～02/18 

1) 日米の市場規模

の違い 

2)  栽培技術 

1） アメリカのオーガニック市場は数十兆円規模、オーガニックの店舗は

1,000 点以上に対して、日本の市場は数億円程度である。 

2） 以下の項目を実習した。 

 EM 菌の培養方法、ボカシ肥料のつくり方 

 堆肥のつくり方、圃場設計の仕方 

 病虫害予防、作物の適正 pH 域、 

 肥料の使い分け 

有機認証取得支援会社 2018/06/04～07/02 

1) 栽培地の転換

期間(Conversion 

period) 

 

2) 委託契約 

 

 

3) 加工 

 

 

4) 申請費用 

1) 慣行栽培から有機栽培への転換期間（Conversion period）について、

EU 認証は１年、USDA は２年かかる。ただし、第３者により栽培地で

農薬、化学品を使用していないことを証明できれば、転換期間を短縮

できる。 

2) 自社で栽培・加工せずに外部へ委託する場合は、自社が販売窓口とな

ることで有機認証を申請することができる。その場合、所定の申請書

類様式に加えて委託契約書、雇用条件などの追加情報が必要である。 

3） 販売しようとする製品が、単純な農産物ではなく加工（Processing）

される場合、原材料表、製造工程表、製品リスト、製品毎の規格書、

工場レイアウト、などの情報が必要となる。 

4） 検査日数や申請する認証の数によって異なるが、初年度の申請費用は

約 3,000USD、2 年目以降 3,500～4,000USD となる。同時に複数の認

証を申請するとディスカウントが受けられる。 

国際有機認証の申請方法の検討 2018/07/06～08/03 

1) マーケティング 

 

 

 

2) 同等性制度 

1) IFOAM は世界で通用する認証であるが、欧州の消費者は EU 認証の商

品を、米国の消費者は USDA 認証の商品を好む傾向があるため、販売

予定の国・地域や有機製品の市場規模などを考慮して申請するべき認

証を決めるべきである。 

2) 本来は販売先国の認証を取得しなければ有機製品として輸出販売でき

ないが、２国間あるいは国対地域にて認証の要件がそれぞれ同等性を

有すると認められた場合は、一方の国の認証があれば他方の国へ有機

製品として輸出販売することができる。ただし、この制度は同等性が

認められた国・地域内で生産された製品に対してのみ適用されるた

め、例えば日本で生産された有機 JAS 製品は米国で有機製品として販

売できるが、他国と同等性を有しないラオスで生産された有機 JAS 製

品は米国で有機製品として販売することはできない。一方で例外とし

て、カナダは米国および台湾と有機認証自体が同等であるとの協定を

結んでいるため、ラオスにて取得したカナダ有機認証製品は米国や台

湾に有機製品として直輸出することができる。 

出典： JICA 調査団作成 
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b) ラオス固有植物の高収量・安定栽培 

健康食品や化粧品の原料となりえるラオス固有植物は、自然条件下では発芽率が

低く且つ不安定であるため、安定した栽培を行うために温度・湿度・光照射など環

境要因を検討し最適な発芽条件を探索する必要がある。また、ラオスは酷暑期の高

温や雨季の多雨など農業生産が困難となる時期がある。そこで、固有植物の最適発

芽条件および育苗条件を探索し、有機栽培を安定させ、栽培～原料加工～健康食品・

化粧品原料販売のバリューチェーン構築を目指すに当たり、外部人材として国立大

学法人東京大学の富士原和宏教授の協力のもと、ホーリーバジルの発芽条件および

育苗条件を検討した。 

播種後 7 日目に発芽が確認され、37 種子中 28 種子発芽（発芽率約 75％3）であ

った。播種後 21日目では草丈 5.5cm であったが、播種後 35日目には 30cm まで伸長

した。しかし、これは葉の密度が過剰になったことに由来する徒長現象であるため、

実際の農家の育苗に際しては播種後 20 日頃には植え替えて密度を小さくする必要

がある。播種後 35 日から 50 日にかけて、植物育成装置内および温室内それぞれで

栽培された株の草丈に差はなかった。しかし、ホーリーバジルは枝からまた新しい

枝が伸長するため、農業利用においては草丈だけでなく株全体の大きさが重要であ

る。よって今後は、圃場での生育が最も旺盛になる育苗サイズの検討が必要である。 

また、人工光で栽培した場合、花穂の数が多くなることが確認された。今後、生

育が旺盛、栄養成分を多く含むなどの特徴をもつ株がラオスにて発見された場合に

は、優良株からの採取を容易にするためにラオス農家にて人工光栽培を導入するこ

とが期待される。 

チャンバー内で 1株のみで育てたホーリーバジルは、温室内に移動して栽培した

株と比較すると、花穂の数が顕著に多かった。LED パネルを用いた人工環境下（気

温: 27 ℃、PPFD: 光源下約 20 cm で約 300μmol m-2 s−1 ）でも、種子採取まで問題

なく栽培できることが示された。 

 

3-3-2 農林省クリーン農業基準センター（CASC）の有機栽培圃場での試験栽培を通し

て、栽培マニュアルを最終化する 

a) 概要 

2017 年 1 月 27 日にツジコーと CASC の間で固有植物の有機栽培に関する再委託

契約を締結し、固有植物の栽培・管理を CASC に依頼した。化学肥料、農薬、河川水

を使用せずにホーリーバジル、ローゼル、バタフライピーの 3種を試験栽培し、PF3

への加工原料供給および国際有機認証取得に向けた栽培マニュアルのツジコーとの

共同作成を委託した。 

b) CASC での有機栽培試験 

栽培試験は 2017 年 1 月に開始した。当初、CASC は区画および担当スタッフの割

                                            
3 ラオス在来種の種子を調達し、波長帯の異なる LED 光を照射し発芽率を高める実験をしたと

ころ、発芽率は 94%～100％となった。その後の生育も良好で、各試験区間で大きな差は見ら

れなかったことから、発芽条件より調達した種子の品質が大きく影響したと考えられる。 
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り当て、栽培試験の実施を担当し、ツジコーは監督を行う予定であったが、以下に

挙げる諸問題が発生したため、CASC とツジコーが共同で対処に当たった。 

第 1 渡航（2017 年 1 月下旬から 2 月上旬）では、CASC の栽培環境整備（資材の

手配、区画作成、堆肥作り、給水管の整備など）を実施した。CASC から割り当てら

れた区画は、管理やインフラが不足していたことにより、整備に時間を要した。育

苗したホーリーバジル、ローゼル、バタフライピーの植え付けを 1 月下旬に行った

が、厳しい乾期であったこともあり、必要な水量を十分に確保できず、ほとんどの

苗が枯れてしまった。 

当初の計画にはなかった追加渡航（2017 年 3 月中旬から 4月上旬）により、再度

植え付けを行ったことで、2017 年 6 月の PF3 での試験加工用の原料を確保すること

ができた。植え付け後は、品種による発芽率の差、突風被害、害虫被害等のトラブ

ルもあったが、適宜対策をとり育成を進めた。各植物の育成の概要を表 43 に、圃

場整備や有機栽培にて発生したトラブルの概要を表 44 に示す。 

 

表 43 各植物の栽培状況 

種類 ホーリーバジル ローゼル バタフライピー 

写真 

   
草丈 2017.04  43cm 11.6cm 7cm 

2017.06  52cm（10kg 収穫） 73cm 95cm 

2017.08  90cm（10kg 収穫） 200cm 以上 植替中 

備考 葉の色が薄いため追肥

が必要 

成長順調。花をつける

秋が収穫時期 

株の寿命のため、半年

毎に植替えが必要 

出典： JICA 調査団作成 

 

表 44 圃場整備及び有機栽培で発生した問題と対応策 

問題状況写真 内容 対応 

荒地の開墾(2017 年 1 月中旬) 

当初 CASC より割り当てられた
区画は、直前まで植え付けが
なく雑草が繁茂し、かつ土が
硬かった。 

はじめにトラクターで耕
耘し、その後に鍬を使っ
て手作業で大きな土の塊
を砕くことで対処した
が、植え付けまでに時間
を要した。 
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乾季の水不足(2017 年 1 月下旬) 

乾季に雨不足と水の大量使用
により、CASC 水位が急激に低
下した。第 1渡航の期間中は
すでに濁水となっており、水
不足および揚水ポンプ圧が低
下した状態では灌漑が不十分
となり、育苗および植え付け
ができなかった。 

育苗ポットではなく地面
に直接播種し、育苗用に
水を確保し、直射日光を
避けながら育苗を行っ
た。 
これら苗を 2017 年 3 月
の追加渡航にて植え付け
を行った。 

給水管の設置(2017 年 2 月上旬) 

CASC より割り当てられた区画
には給水管が通っておらず、
隣の区画から配管を引く作業
が発生した。この時、作業車
が通れるよう区画をまたぐ道
に配管を埋設する必要があ
り、乾季の固い土に水を少し
ずつ浸み込ませ溝を掘る予備
作業が必要であった。 

隣の区画との間に深さ約
30cm の溝を掘り、既設
の給水管から分岐させ、
バルブおよび潅水ホース
を新規に設置した。 

ラオス固有植物の性質 
(2017 年 1 月中旬) 

当初、ラオス市場および CASC
にて手配した種子は、商業品
種とは異なり発芽率が低く、
発芽時期のバラつきがあり、
均一サイズで必要数の苗を調
達することができなかった。 

いったんラオス国内で購
入できる商業品種に切り
替え、収穫とともに種子
の自家採取を行う方針で
ある。 
 

突風被害(2017 年 4 月中旬) 

突風によりバタフライピーの
支柱が倒伏した。また、育苗
用のビニールハウスのビニー
ルが吹き飛ばされ、苗が雨と
直射日光に晒される環境にあ
り、生育管理が難しくなって
いる。 

バタフライピーの倒伏
は、追加の支柱で補強す
ることにより対処した。 
 

ネキリムシの被害 
(2017 年 5 月上旬) 

ホーリーバジルに立ち枯れ症
状が見られ、根を掘り起こし
てみたところネキリムシが潜
んでいた。地上部には植物を
発酵させて作る防虫液を散布
し対処できるが、地下部被害
への対策は当初なかった。 

CASC スタッフによる
と、ラオスでは慣行的に
灰を撒いて対応するとの
ことで、もみ殻くん炭を
水に溶かして散布したと
ころ。2017 年 7 月以降
は被害を確認していな
い。 
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バッタの食害(2018 年 8 月) 

バタフライピーの花および葉
に食害跡が見られ、圃場内を
飛び交っているバッタが原因
であることが判明した。カプ
ソンファームの調べによる
と、ラオス北部が発生源で
徐々に南下しており、コメな
どの主要作物やバタフライピ
ーなどハーブ類にも被害が及
んでいるとのことである。 

有機資材で作る害虫予防
液は、小さい虫には有効
だがバッタのような大き
な虫には効果がない。有
機栽培であるため農薬は
使用できない。よって、
防虫ネットを張り巡らす
など物理的な対策が必要
である。 

出典： JICA 調査団作成 

 

c) 有機栽培研修 

(i) 概要 

CASC の有機栽培技術の確立及び強化のために Harmony Life International 社に

よる有機栽培研修を 2017 年 8月 8 日に実施した。同社はアメリカやヨーロッパなど

複数の国際有機認証を取得しており、オーガニック食品・製品を世界中に販売して

いる。現地研修の全体概要を表 45 に示す。また、類似した有機栽培研修を現地農

家に対しても実施した。 

 

表 45 有機栽培研修の概要 

項目 内容 

対象人数 17 名 

対象者 CASC のスタッフ 

実施期間 2017 年 8月 8日（09:00-16:00） 

研修の目標 CASC の有機栽培技術の確立及び強化 

実施内容 有機栽培にかかる資材の役割やつくり方 

実施場所 CASC 
出典： JICA 調査団作成 

 

(ii) 研修プログラム 

本研修を通じて、有機栽培の資材の役割やつくり方などを説明した。有機栽培研

修のプログラムを表 46 に、研修の様子を図 20 に示す。 

座学では、有機農業の必要性、農薬と化学肥料の害、有機農業の広がり（タイ、

世界）、EM の働きや世界の有機認証などについて講義を行った。 

実習では、有機栽培において利用される EM（有用微生物群）の培養を行った。タ

イで製造された EM溶液はラオスでも入手可能であり、拡大培養より原液ほぼ同じ組

成の溶液を 20倍量作ることが可能で、農業利用には問題がなく、コスト低減となる。

EM 拡大培養の方法を図 21 に示す。 
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表 46 有機栽培研修プログラム（2017 年 8 月 8 日実施） 

スタイル タイムテーブル プログラム 

座学 09:00-09:10 開会挨拶（ツジコー高橋） 

09:10-09:30 講師自己紹介 

09:30-10:00 オーガニックの必要性 

10:00-10:30 農薬と化学肥料の害 

10:30-11:00 オーガニック農業の広がり（タイ、世界） 

11:00-11:10 休憩 

11:10-11:45 EM の働き 

11:45-12:15 世界の有機認証 

12:15-13:30 昼食 

13:30-13:50 Harmony Life International 農場の紹介 

13:50-14:10 Harmony Life International 製品の紹介 

14:10-14:45 質疑応答 

14:45-15:00 閉会挨拶 Mr.Soukhan , CASC 副所長 

実習 15:00-16:00 EM 拡大培養実習 

出典： JICA 調査団作成 

 

 

図 20 CASC 研修の様子（左：座学、右：実習） 

 

 
図 21 EM 拡大培養の方法 
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(iii) コメント・質疑応答 

本研修にかかる考察、コメントや質疑応答を表 47 にまとめる。研修の様子は巻

頭写真に記載している。 

 

表 47 有機栽培研修の考察、コメントや質疑応答 

項目 考察やコメント等 

座学 EM については CASC でもこれまで使用してきた一方、EM が何なのか理解さ

れていなかった。今回の研修により、複数の有用菌で構成されること、自

身で培養して使用できること、pH の管理と低濃度での使用が重要であるこ

となどを理解した。 

実習 時間が押していたため EM の拡大培養のみの実施となったが、必要資材が少

なく作業も簡単であり、参加者には好評であった。 

一方で、pH 管理のために簡易 pH 計が必要となるが、参加者は費用負担を

懸念していた。 

スカン

CASC 副

所長挨拶 

・オーガニックの重要性（安全性、コスト、市場等）を再認識した 

・先進的な取組みが参考となった 

・ラオス農業の高付加価値化はラオスに必要なことである 

・このような研修を通して、CASC の技術を向上させ、農家へ還元したい 

質疑応答 ・Harmony Life International 社の見学の可能性 

・ラオス進出の可能性 

・オーガニック製品の日持ちや香りの調整・管理 

・加工原料調達の確保の方法 

出典： JICA 調査団作成 

 

d) 有機栽培マニュアルの最終化 

上記の活動を踏まえて、有機栽培マニュアルを作成した（添付資料 14）。当該マ

ニュアルは①有機農業・市場の概要、②栽培方法、③有機資材の作成方法、④国際

有機認証の申請方法により構成されている。マニュアルの最終化にあたっては、国

際市場で販売していくことが重要であるため、栽培技術だけでなく、有機農業の意

義や有機製品の市場、国際有機認証の種類、実際の申請書記入方法などについても

紹介している。また、ラオス農家へ展開されることを想定して、写真や図を多くし

視覚的に分かりやすいよう配慮した。 

 

3-3-3 試験栽培された固有植物に含まれる残留農薬や化学物質を検査し、CASC の検査

にかかる助言を行う 

CASC 傘下の農家で試験栽培されたバタフライピーを風乾後、日本へ搬送し残留

農薬を検査した。その結果、200 項目に渡る農薬について全て不検出であった。こ

の農家は大規模な農地を有しており、実際に栽培している圃場の周囲には広大な緩

衝地帯があるため、周辺地域からの農薬や化学物質のドリフト混入が起こりにくい。

また、過去に行ったこの農家の地下水の農薬分析においても不検出であった。水面

が外気に接しており且つ一般家庭や工場などあらゆる排水が流れ込む可能性がある

河川水や湖沼水などは、有機農業の水源として非常に危険であるため、優良な地下

水源を確保することが非常に重要であるため。よって、この農家の立地条件は非常
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に良好である。有機栽培を行う場合は、栽培技術や気候だけでなく、このような立

地条件も考慮する必要があることを CASC に助言した。 

 

3-4 事業後のビジネスモデル案の検討 

3-4-1 法・制度（販売候補国の通関・流通経路、FDD 申請、ラオス薬事法対象植物、SEZ

優遇政策等） 

普及・実証事業後にツジコーがラオスで行う可能性のある事業範囲（ラオス固有

植物の栽培、ラオス固有植物の加工、加工植物の販売・輸出）法・制度に関して、

調査を行った。 

 

表 48 ラオス法・制度の調査結果 

区分 項目 調査概要 

全般 会社設立

関連 

 ラオスでは『有限責任会社』、『パートナーシップ』、『公開会社』、

『駐在員事務所』、『支店』の 5つの会社形態がある。（改正投資奨

励法、会社法） 

 法律上の管理の容易さから、外資企業のほとんどが『有限責任会

社』の形態をとる。（JETRO ヴィエンチャン事務所へのヒアリング

より） 

 『駐在員事務所』は、事業活動は行えないため、ハーブの栽培や

乾燥植物・加工品の輸出はできない。栽培は農家に、輸出は商社

等に委託する必要がある。（JETRO ヴィエンチャン事務所へのヒア

リングより） 

その他  ブランドネーム、ロゴ、デザインなどの特許申請は科学技術省が

管轄している。（商工省へのヒアリングより） 

栽培 外資規制  なし 

税制優遇  2017 年 5 月に改正投資奨励法が施行され、農業分野における新規

投資について、法人税免除等の優遇を受けられるようになった。

（改正投資奨励法） 

 ツジコー自社工場設置候補地であるパクセー・ジャパン SME SEZ

では、改正投資奨励法とは別途優遇措置が定められているが、1年

以内に撤廃される可能性がある。（2015 年 12 月 17 日付パクセー・

ジャパン SME SEZ の投資優遇に関するレター、JETRO ヴィエンチ

ャン事務所へのヒアリングより） 

土地所有

に関する

規制 

 外国企業は土地を所有することができず、政府または民間・個人

から借りる必要がある。（土地法） 

 政府から借りる場合は、大規模なまとまった土地を借りることが

できるため農地管理は容易であり、賃料も民間に比べて安いとい

う利点もあるが、手続きに時間がかかる。（JETRO ヴィエンチャン

事務所へのヒアリングより） 

遺伝資源

へのアク

セスと利

益配分

（ABS） 

 2010 年 10 月に「遺伝資源の取得の機会及びその利用から生ずる利

益の公平かつ衡平な配分（ABS：Access and Benefit-Sharing）」

に関する名古屋議定書が採択され、ラオスも 2012 年に批准してい

る。 

 ABS 基本ルールでは、遺伝資源の取得には PIC（Prior informed 

consent：情報に基づく事前の同意）と呼ばれる担当局から与えら

れる許可と MAT（Mutually agreed terms：相互に合意する条件）
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と呼ばれる遺伝資源の提供者と利用者の間で締結される契約が必

要である。 

 ラオスでは科学技術省の BEI（Biotechnology and Ecology 

Institute）が担当局である。ラオスでは ABS に関する法令を整備

中である。ラオス固有植物は遺伝資源に該当する可能性があり、

法整備ができるまでの一時的な措置として、科学技術省指定のフ

ォームで申請を行い、一時的な許可証を貰うこととなった。（科学

技術省へのヒアリングより） 

衛生と植

物防疫の

ための措

置（SPS） 

 海外からの輸入食品に病害虫や有害物質が付着していたことで、

国民の健康や生命が害されることを防ぐために、輸入国が基準を

設ける措置。 

 ラオスでは食品・加工食品、農産物、畜産物、水産物、その他の

植物・植物製品など、衛生検疫の対象となる財の輸入には、農林

省畜産局あるいは植物検疫局から検疫証明書の取得が必要。 

加工 外資規制  なし 

販売 外資規制  健康食品販売にかかる外資規制は 49%になるという政府情報があっ

たが、100%輸出の事業は対象外となることを確認。（JETRO ヴィエ

ンチャン事務所へのヒアリングより） 

 一方、ラオス国内に健康食品を販売する場合は、資本規制の対象

となり、資本金額に応じて外資出資比率の上限が定められてい

る。最低で 40 億 kip（約 5.6 千万円、出資比率上限=50%）、100%外

資の場合は 200 億 kip（約 2 億 8 千万円）以上の資本金が必要（外

国投資家向け規制業種分野リストに関する通達第 1327 号、JETRO

ヴィエンチャン事務所ヒアリングより） 

税制優遇  対東南アジア諸国連合（以下、ASEAN）や対日本への輸出におい

て、関税率の優遇措置があることを確認した。（JETRO ヴィエンチ

ャン事務所へのヒアリングより） 

輸出・通

関手続き 

 ラオスからの輸出には Business License、Tax License が必要。

普及実証事業では PF3 が輸出者であるが、PF3 は上記 2 つの書類を

持っているので問題ない。（現地商社へのヒアリングより） 

 乾燥農産物の輸出には検疫証明書が追加で必要（現地商社へのヒ

アリングより） 

商品登録  ラオス国内に健康食品を販売するためには、事前に保健省 FDD に

申請・登録する必要がある。（保健省へのヒアリングより） 

 現時点で想定しているバリューチェーンのうちツジコーが直接か

かわる商品では、ラオス国内への販売はないため FDD への商品登

録は不要。ラオス免税店での販売は、最終製品をタイで製造し、

免税店で販売する為、タイ保健省食品医薬品局（FDA）の許可が必

要であるが、ラオス保健省 FDD への商品登録は不要である。（最終

製品をラオス国内で製造して免税店で販売する場合はラオス保健

省 FDD への商品登録が必要になる。） 

 将来的に、ラオス国内での食品の販売を行う場合は、ラオス保健

省への商品登録が必要になる。（保健省 FDD へのヒアリングより） 

出典： JICA 調査団作成 

 

3-4-2 事業後のビジネス展開を検討する 

a) 健康食品の市場調査 

 

 



62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 49 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

b) 天然食用色素用途の粉末の市場調査 

TPC マーケティングリサーチによると、日本の食用色素市場は 2016 年時点で 331

億円であり、これは食品化学新聞（2018 年 1 月）の 329 億円（需要量年間 22,529t）

とほぼ一致した。青色色素の市場は約 17 億円（需要量年間約 100t）であり（天然も

合成食用色素も含む）、市場の約 5％を占めている。 

世界の天然食用色素の市場規模は図 22 に示すように、2016 年時点では約 1,430

億円であり、2026 年には 1.7 倍の約 2,430 億円まで成長すると予想されている。青

色の市場規模は、日本市場の約 5%の割合から推測すると 2026 年には 120 億円程度

となるが、天然食用色素への変更の動きがある欧米市場の動向を考慮すると、日本

に比べ、ポテンシャルが高いと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 
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出典：FOOD navigator-usa.com より JICA 調査団作成（1USD = 110 円で換算） 

図 22 天然食用色素の市場規模（世界） 

 

c) 関連するビジネスモデルの調査 

将来的な事業化に向けて、自社負担渡航にてタイで有機栽培を行う Harmony Life 

International 社のビジネスモデルについて調査を行った。Harmony Life 

International 社は、有機栽培による農作物の栽培、農作物の加工・販売などを行っ

ており、ツジコーがラオスで目指すバリューチェーンの構築および海外進出をタイ

で先駆けて達成している優良事例である。調査の概要を表 50 に示す。栽培、加工、

販売までを自社で行うこと、商品を販売しようとする国の有機認証を取得すること

が重要であることを再認識した。ラオス産の有機農産物を用いた健康食品や化粧品

を世界で販売する際の参考となった。 

また、滋賀県の地元企業と協力して、日本で加工した固有植物の加工粉末を使っ

た食品の商品開発を行い、2017 年 10 月に行われた食品開発展やびわ湖環境メッセ

などの日本国内の展示会で紹介したところ、大きな反響があり、ラオス固有植物の

殺菌粉末を食品に適用できる可能性が示唆された。 
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表 50 バリューチェーン構築にかかる各種調査結果の概要 

調査項目 調査結果 

有機農業

事情 

 現在タイ国では有機農業を普及させたい政府の意向により、有機認証取得に

係る費用を全額免除としており、東南アジアで最も有機農業が盛んな国であ

る 

 ラオス政府もタイの隣国として有機農業を普及させる意向であり、農産物加

工のバリューチェーンの下地がある 

ビジネス

モデル 

 栽培、加工、製品規格、流通、販売、レストラン等をすべて自社経営にて行

っており、バリューチェーンが構築されている 

 アメリカ、カナダ、欧州、日本、香港、シンガポールなど世界各国へ輸出し

ている一方、タイ国内での販売も富裕層の増加に自社だけでは供給が追い付

いていない 

 特にアメリカでは、世界最大の有機製品小売りチェーンである Whole Foods 

Market, Inc.の 200 店舗で販売されている 

必要な有

機認証 

 アメリカ USDA、国際有機農業運動連盟（以下、IFOAM）、タイ、カナダ、EU、

ハラルなどの認証を取得している 

 商品の販売対象国の有機認証を取得することが重要であることを認識した

（IFOAM 認証マールのある商品を米国で販売することはできるが、USDA 認証

商品よりも消費者からの信頼が低いとのこと） 

 最も市場が大きく最も認証審査が厳しい USDA では、認証取得までに農薬と化

学肥料の状態を 3年間継続する必要があるため、まずはカナダ認証を取得す

るべきとのアドバイスを受けた 

収益向上

策 

農産物、生鮮物の販売だけでは収益性が低いため、付加価値化と実現する加工

技術や農産物を消費者へ紹介・提供できる店舗を持つことの重要性を認識した 

出典： 現地ヒアリング調査を元に JICA 調査団作成 

 

d) ビジネスモデルの精緻化 

本事業での検討を踏まえて想定しているビジネスモデルは、日本国内向けの健

康食品及び健康食品原料事業、ラオス訪問客のお土産市場をターゲットとした

Vientiane Blue 事業、米国及び欧米をターゲットとした Organic colors 事業で

ある。バリューチェーン（概略）を図 23 に示す（各事業の詳細は『4.（１）②ビ

ジネス展開の仕組み』を参照）。 

 
出典： JICA 調査団作成 

図 23 想定されるバリューチェーン（概略） 
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e) 事業リスクの分析と対応策の検討 

本事業におけるリスク評価は、「リスクの抽出」「リスクの整理・分類」「リス

ク重要度の評価」「リスク対応策の検討」の 4 ステップで実施した。リスク評価の

流れを表 51 に示す。各ステップの内容は以下の通りである。 

 

表 51 リスク評価の流れ 

ステップ 内容 
①リスクの
抽出 

企業が抱える一般的なリスクを階層構造で示した「リスク・インテリジェン
ス・マップ 」を活用し、考えられるリスクの包括的な抽出を行った。 
 

②リスクの
整理・分類 

リスク・インテリジェンス・マップ」の分類をもとに、カテゴリごとに分類
した。 
 

③リスク重
要度評価 

整理・分類したリスクに対し、重要度を評価した。リスク重要度は、リスク
が及ぼす「影響度」（金額や事業停止への影響具合）とリスクの「頻度」（「数
年に一度」といったサイクル）等の二軸で評価した。 
リスクの「影響度」 

大：事業収益性に影響があり、回復に時間を要するまたは見込めない 
中：事業収益性に影響があるが、早期（1年以内）に回復が見込める 
小：事業収益性に影響はほぼない 

リスクの「頻度」 
 高：3 年以内にリスクが顕在化する可能性がある 
 中：10 年以内にリスクが顕在化する可能性がある 
 低：10 年以内にリスクが顕在化する可能性は低い 
 
抽出したリスクの中から「重要リスク」を抽出している。「影響度」が「大」

かつ「頻度」が「高」のもの、ならびにそれ以外のリスクで「残余リスク」
大きいと考えられるものについて、「重要リスク」に選定している。 

④リスク対
応策の検討 

重要度評価において、重点リスクに設定した項目に対し、対応策を検討し
た。リスク対応戦略は、一般的に「移転、回避、低減、保有」の 4タイプに
分類される 。リスク対応戦略の定義を下表に示す。 
 

表 リスク対応戦略の定義 

対応戦略 定義 

移転 特定のリスクに関する損失の負担を他者と分担すること 
リスクに保険で対処する方法などが含まれる 

回避 リスクのある状況に巻き込まれないようにする意思決定または
リスクのある状況からの撤退をする行動 

低減 特定のリスクに関する確からしさもしくは発生確率、好ましく
ない結果又はその両者を低減する行為 

保有 特定のリスクに関する損失の負担の受容 
リスクに対し保険をかけずに内部留保で対応するなど 

 

出典： JICA 調査団作成 
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表 52 非公開 
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表 53 非公開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）事業目的の達成状況 

事業目的の達成状況を表 54 に示す。 

 

表 54 事業目的の達成状況 

活動 達成状況 

1-1 
機材受入れ体制
の整備 

2017 年 1～5 月にかけて、機材の調達、PF3 の受入れ体制の整備
および導入機材の管理にかかる覚書を交わした。PF3 加工工場内
の清掃により清浄度クラス 100,000 相当になった。 

1-2 
機材の輸送及び
設置 

2017 年 5 月に委託会社の協力を受けて、日本からバンコク経由で
ラオスへ輸送し、PF3 に機材を設置した。ラオスの通関にあたっ
ては PF3 の協力により、免税措置を受けることができた。 

1-3  
固有植物受入基
準と原料輸出基
準の設定 

2017 年 5 月～2017 年 8 月の渡航にかけて、固有植物受入基準
（案）と原料輸出基準（案）を PF3 との協議の上、設定した。 

1-4  
複数の固有植物
の加工条件の検
討 

PF3 との協議を経て、一般的な加工条件は設定した。作業環境の
湿度に関しては、日本とラオスとで基準が異なっており、協議の
末、PF3 の国内法を適用することとした。QC 工程表に対して、基
準値を反映した。 

1-5  
既製品の加工条
件の再検討 

導入した加工機材を活用した場合の加工条件の検討を行い、PF3
と調整しながら確定させた。 

1-6 
原料の品質及び
栄養成分の分析 

ウコンと桑の原料を日本へ持帰り、品質および栄養成分の分析を
実施した。 

1-7  
加工技術の有用
性、優位性及び
汎用性の評価 

導入機材を活用することで、PF3 の既製品の品質も輸出できる基
準を満足し、原料に含まれる栄養成分の向上も確認できた。 

2-1 
研修前の技術レ
ベルの確認 

2017 年 1 月～2017 年 8 月の渡航にかけて、加工技術にかかわる
PF3 の技術レベルの評価を実施した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 
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2-2 
機材使用に係わ
る指導方法の検
討 

活動 2-1 を踏まえて、PF3 の現状に則した、指導方法の検討を行
った。また、研修にかかる確認事項を行い、研修実施に向けた準
備内容を整理した。 

2-3  
加工及び品質管
理のマニュアル
の作成 活動 2-1 と活動 2-2 を踏まえて、PF3 の現状に則した、研修項目

の調整やマニュアルの作成・変更・追加を行った。 
2-4 

品質管理オペレ
ーションマニュ
アルの作成 

2-5 
健康食品生産会
社への研修実施 

【加工技術】 
2017 年 7 月～8 月にかけて、加工技術に関する研修（座学と実
習）を実施した。「学習到達度」の把握のための小テストでは、
研修生全員が平均正答率 7割を満たしたため、研修生へ修了証を
授与した。 
【品質管理】 
2017 年 11 月から加工技術と同様に座学と実習を実施し、PF3 の
管理職による簡易な助言があれば一人で機材を取扱えることを確
認した 

2-6  
提案機材を活用
した OJT の実施 

OJT を 4 回実施したことで、技術レベルを向上させ簡易な助言が
あれば、連続運転において一人で機材を取扱えることを確認し
た。 

2-7  
複数の固有植物
の加工 

選定した固有植物を洗浄から粉砕・殺菌処理までの一連の処理工
程を研修生のみで実施した。また、研修期間外においても、PF3
が調達した固有植物からハーブティの製造を行うまでになった。 

2-8  
輸出可能な品質
レベルの実現性
を検証 

日本や諸外国へ輸出できる業界水準（一般生菌、大腸菌、水分
量）に達していることを確認した 

3-1 バリューチェーン検討 

3-1-1 
関係者会議の運
営及びバリュー
チェーンの検討 

2017 年 1 月～2018 年 8 月にかけて関係者会議を 7回実施し、プ
ロジェクトの進捗報告、関連省庁（保健省、農林省、商工省）へ
の協力依頼、有機栽培手法の確立、加工・品質管理技術の技術移
転、バリューチェーンの構築などに関して協議を行った。また、
農林省および商工省のネットワークを活用し、6次産業セミナー
への多くの参集を実現した。 

3-1-2 
バリューチェー
ン構築に関する
セミナーの開催 

保健省、農林省及び工業省の関連部署に所属する政策立案層を中
心に招待し、栽培、加工、品質管理、販売に関する 6次産業セミ
ナーを開催した。参会者は合計 61 名で、ラオス側は 43 名、日本
側は 18 名となった。 

3-1-3 
健康食品生産会
社のビジネスモ
デル案の提言 

現時点では、ラオス国内の農家から調達した固有植物を PF3 で加
工し、3つの経路に販売することを想定している。①ツジコーが
PF3 で加工した粉末を買い取り、健康食品を製造し日本市場で販
売するもの、②PF3 の加工粉末をラオス国内で最終製品化・販売
するものと、③タイで最終製品化して、ラオスの免税店で販売す
るものを想定。普及・実証事業で導入した設備の生産能力を十分
に活用することで、固有植物の加工事業は PF3 の既存事業と同等
もしくはそれ以上に大きなビジネスに成長する可能性を秘めてい
る。 

3-2 テスト販売 

3-2-1 
普及可能な固有
植物の選定 

ラオス側との協議の結果、選定する固有植物は 7 種類程度に増や
すこととなったが、活動 3-2-2 では時間的な制約により一部の植
物に限り分析を実施している。 

3-2-2 
販促支援及び商
品企画・販路開
拓の助言 

a) 機能性植物の効果・効能分析 
ホーリーバジルは健康食品原料として高いポテンシャルがあるこ
とが示され、桑は糖尿病抑制と高血圧抑制の作用が高く、バタフ
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ライピーは高血圧抑制の作用が高いことも分かった。また、ホー
リーバジルにはリラックスあるいは安眠の効果が期待されること
が分かった。 
b) 日本・ラオスでの粉末使用製品テスト販売 
タイ政府からの原料使用許可が遅れたためテスト販売は本事業中
には実現しなかったが、2018 年 10 月末頃からラオスの免税店で
販売する予定である。 
PF3 の販促支援として、植物原料の調達や製品開発、販売方法の
検討（ブランドコンセプト、パッケージデザイン）等を行い、関
係者会議やセミナー等で共有した。 

3-2-3 
PF3 の出口戦略
強化のための自
立支援 

a) 販売体制の強化 
PF3 での固有植物の加工に係る各コストの調査を行い、コスト削
減項目を抽出し、国際市場と比較しつつ、その必要性と重要性を
説明してきた。 
b) 見積り作成支援 
PF3 へ原価見積方法の説明を実施した結果、PF3 自身で加工コス
トの見積を実施できているが、コスト削減の余地はまだ残されて
いるため、本事業後も協議を重ねていく。 

3-3 有機認証取得へ向けた栽培資料作成 

3-3-1 
JAS/USDS 認証に
準拠した栽培マ
ニュアルの作成 

a) 有機栽培マニュアル 
Harmony life international および有機認証コンサルタントの支
援により有機栽培マニュアル（案）を作成した。 
b) 高収量・安定栽培方法の検討 
ホーリーバジルの栽培実験を行い、栽培条件及び育苗条件を検討
した。生育に最適な育苗サイズは播種 20 日後頃で、人工光で栽
培した場合は花穂が多くなることが確認され、優良株の増産に活
用できることが分かった。 

3-3-2 
栽培マニュアル
の最終化 

CASC における試験栽培、研修および CASC のレビューにより、栽
培マニュアルのバージョンアップを行い、ラオス農家に展開する
ことを想定した内容とした。 

3-3-3 
検査結果に係わ
る CASC への助言 

CASC 傘下の農家で試験栽培されたバタフライピーおよび地下水
について、実際に 200 項目にわたる農薬が一切検出されなかっ
た実績を踏まえて、有機栽培を行う場合は栽培技術や気候だけで
なく、このような立地条件も考慮する必要があることを CASC に
助言した。 

3-4 事業後のビジネスモデル案の検討 

3-4-1 
法・制度に係わ
る調査 

進出形態による外資規制の整理、税制優遇、輸出・通関手続き、
遺伝資源の取得と公平な利益配分に関する手続き、商品登録等に
関して調査し、今後のビジネス展開検討用の情報を収集した。 

3-4-2 
実証後の普及展
開案を検討 

タイのオーガニック製品の市場調査、日本の健康食品の市場調
査、日本の天然食用色素の市場調査、関連するビジネスモデルの
調査を行った。 
当初から計画していた健康食品・健康食品原料事業に加えて、固
有植物の微粉末を天然食用色素用途に応用展開することで、事業
の多角化を図った。 

出典： JICA 調査団作成 

 

（３）開発課題解決の観点から見た貢献 

① 上記開発課題に対して提案事業が提供しうる解決策 

健康食品原料向けのホールフーズの自社独自の生産工程を用いることにより、キ

ーとなる栄養成分の保持が可能となる上、非加熱殺菌により日本の健康食品の規格

基準である一般生菌 3,000cfu/g、大腸菌群陰性、含有水分量 5%以下、を満たすこと
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ができる。本事業にて、ウコンと桑の品質（細菌数、大腸菌数、水分量）と栄養成

分分析を行い、その分析結果を表 55 に示す。この結果により、導入技術により品

質水準を満たし、栄養成分の保持が可能となったことが実証された。 

 

表 55 品質と栄養成分の分析結果(再掲) 

 品質分析 成分分析注 1) 

項目 導入前 導入後 品質基準 項目 導入前 導入後 

ウコン 水分量 (%) 10.8 < 5.0 < 5.0 アントシ
アニン注 2) 

1.0 6.9 倍 

一般細菌数 (cfu/g) 9,450 0 < 3,000 

大腸菌数 (cfu/g) 4,010 陰性 陰性 

桑 水分量 (%) 9.3 < 5.0 < 5.0 DNJ 注 3) 1.0 2.2 倍 

一般細菌数 (cfu/g) 90,000 0 < 3,000 

大腸菌数 (cfu/g) 陰性 陰性 陰性 

注1） 導入前の含有量を 1.0 とする 

注2） 黒ウコンに含まれるアントシアニンを分析 

注3） 1-Deoxynojirimycin（1-デオキシノジリマイシン）の略称。炭水化物による高血糖の影響を低減さ

せる効果がある。 

出典： JICA 調査団作成 

 

② その解決策によって得られる効果 

固有植物の栽培から加工・販売まで含めた健康食品製造のバリューチェーンを構

築することにより得られる効果として、以下の 3点が挙げられる。 

A) 付加価値のある製品の生産が可能になる 

農業製品の高付加価値化に必要な加工及び品質管理技術が移転されることによ

り、自給型から市場型農業への発展と伝統医薬品の品質向上が図れることになり、

国際水準を満たした農業製品の製造・輸出を通じて外貨獲得の機会創出が期待され

る。また、普及・実証事業においても固有植物の探索を通して、ホーリーバジル以

外の有用な固有植物を発見し、移転した技術により高付加価値化することで、新た

な収入機会が生じ、ラオスにおいて追加的な裨益効果が期待できる。 

B) 加工に適した栽培技術の向上に寄与する 

加工に適した栽培技術の移転により、生産性が向上し、収量と品質の安定化が図

られる。この栽培技術が CASC から一般農家へ普及されることで、彼らの収益性が向

上する。また、本事業で作成した国際有機認証取得マニュアルが活用されることで、

栽培技術の普及が期待できる。 

  

 

 

C) バリューチェーン構築に関する普及啓発活動が展開される 

保健省、農林省及び商工省の政策立案者層や民間企業を対象にしたセミナーの開

催を通して、ラオス国の農産物の付加価値化を実現するバリューチェーンの構築と

輸出に向けた意識の向上が期待できる。 

 

 

 

非公開 
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③  具体的な効果 

これまでは固有植物を乾燥させてラオス国内に販売していたものを、国際水準を

満たす品質の加工品にすることで海外への輸出が可能になった。 

 

 

 

 

さらに、PF3 の

生産性向上、単価の伸び、稼働日数増などにより、売上高は年間 1 億円程度まで成

長する潜在性があり、PF3 の既存事業の売上高が約 3 億円であることを考えると、

固有植物の加工事業は PF3 にとっても大きなビジネスに成長する可能性があると言

える。 

 

（４）日本国内の地方経済・地域活性化への貢献 

① 新事業の創出 

ラオスへの事業展開により、効果効能が確認された付加価値の高い原料を日本へ

安価に調達することが可能となる。今後のビジネス展開として、この原料を元に、

健康食品（タブレット、カプセル）だけでなく、食品（お茶、シロップ、ジャム、チ

ョコレート、ケーキ、ヨーグルト、ゼリーなど）、化粧品（エキス、石鹸）などを製

造することを検討している。 

ツジコーは、地元ならびに近隣県にこれら製品の製造技術を有するメーカーとネ

ットワークを持っており、本事業による地元企業の新事業の創出が見込まれる。現

に、滋賀県長浜市の企業と協力して“びわ湖長濱ブルー”と名付けたバタフライピ

ーを使った青色食品の開発を行っており、これらの食品が地元の特産品となること

を目指している。青色食品の開発に関する取組みを添付資料 15に示す。 

② 産学官連携のモデルケース 

前述したように、これまでに長浜バイオ大学、滋賀県東北部工業技術センター、

産総研つくばなどと連携し、経済産業省などの事業を実施してきた。普及・実証事

業では、栽培および販売において、大学（東京大学、東京海洋大学、立命館大）や

研究機関（国際科学振興財団）との協力により事業推進を図っていくため、更なる

連携が期待できる。 

③ 海外市場獲得による雇用の創出 

本事業の拡大を考慮し、2015 年度、2016 年度、2017 年度に地元の長浜バイオ大

学の卒業生を各 1 名ずつ採用しており、ラオス事業（健康食品原料の研究開発、市

場調査等）に従事している。2019 年度も長浜バイオ大学より 1名の採用枠を検討し

ている。 

 

（５）事業後の事業実施国政府機関の自立的な活動継続について 

普及・実証事業後も下記を通じて、PF3 が自立的な活動を継続できる体制を整備する。 
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 PF3 の安定生産の継続に向けて、定期的な現地出張によりフォローアップを行い、

原料調達先とのマッチング、日本食品メーカーの品質基準との適合性や国際市場

での価格競争力を訴求していく。 

 普及・実証事業後も導入した機材を維持管理していけるように、機器の取扱説明

書を作成した。 

 安定的な売上を確保するために、PF3 で生産する植物加工原料の活用先をハーブ

ティだけでなくチョコレート、キャンディー、クッキーやケーキ等にも展開でき

るよう、販売戦略の多角化を検討していく。 

 本事業のためだけでなく、PF3 自身で導入機材をより活用してもらえるよう協議

していく。これにより機材の稼働率向上も図る。 

 

（６）今後の課題と対応策 

現在までに明らかになった課題と今後の対応を表 56 に示す。 

 

表 56 課題と今後の対応 

分野 課題 今後の対応 

原料調
達 

品質信頼性
の確保 

有機認証コンサルタントおよびタイ Harmony Life International
社へのヒアリング・レビューにより米国農務省（以下、USDA）およ
び EU認証取得に向けて申請方法をまとめているが、取得時期は
2019 年を想定しており、品質信頼性の確保に向けて、普及・実証
事業後もフォローしていく。 

自然リスク
対策 

原料の調達先を複数化することで、原料調達リスクを低減する。 

害虫による
食害対策 

2018 年 8 月頃にはラオス全土でバッタによる農作物の食害被害
がでている。物理的な防除策（防虫ネット、誘引シートなど）で対
策する必要がある。 

生産 加工技術の
定着 

ラオスでは離職率が高く、人材が流動的であるため、PF3 独自で人材育

成できるようマニュアルを作成し、技術移転研修を実施した。 

固有植物の加工に必要な人員を新たに採用したが、最終渡航時に技術
移転が完了したことを確認した。今後も想定される流動的な人材に対
して、同様に対応していく。 

品質管理に
かかる認証
取得 

世界に加工原料を販売していくには GMP 認証が必要となるため、PF3
が取得に向けて対応中である。引き続き進捗をフォローしていく。 

作業環境の
維持方法の
指導 

PF3 の作業室内の防虫対策として、EM液を定期的に散布することを
指導した。PF3 にて定期的に実施していくことを確認した。また、
自発的な作業環境の改善を床の補修等で確認した。 

導入機材の
メンテナン
ス 

機器の保守項目について説明書を作成し、PF3 による保守に活用
されている。2018 年 7 月に実施した 1 年目の定期保守点検におい
ては問題がないことを確認したが、今後、PF3 に対して継続的に
フォローしていく。 

受発注の対
応 

PF3 への技術移転研修の中で、受発注システムについても取上げ
ているが、実際の取引が安定するまでは現地での監督も視野に入れ
て対応していく。 

販売・
バリュ
ーチェ
ーンの

試験販売 

の実施 

本事業ではラオスの免税店にて試験販売を実施する計画であった
が、植物原料の使用にかかるタイ保健省の承認が想定より遅れ
2018 年 8月となったため、試験販売は 2018 年 10 月末頃から自社
業務として開始することとした。試験販売結果は試飲・試食のアン
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構築支
援 

ケート調査で代用することとした。 
 

PF3 の自立
支援および
売買契約 

PF3 による加工コストの見積結果を元に、加工粉末の適正価格の検
討、PF3 の適正なコスト構造の検討、収支計画の検討などを行った
が、国際市場で価格競争力を持つためには更なるコスト削減が必要
である。PF3 は見積価格の維持を固辞しており、最終価格合意にあ
たっては普及・実証後もフォローしていく。一方、PF3 の社長よ
り、世界への販売に向けて価格を見直す必要があるとのコメントが
あり、課題は共有できている。 

出典： JICA 調査団作成 
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４．本事業実施後のビジネス展開計画 

（１）今後の対象国におけるビジネス展開の方針・予定 

① マーケット分析（競合製品及び代替製品の分析を含む） 

   ・健康食品事業・健康食品原料事業 

A) 市場規模 

ホーリーバジルを原料とした健康食品に期待される効果の一つに糖尿病が挙げ

られる（                           ）。厚生労働

省の 2015 年の公開データによると、日本における糖尿病患者数は 316.6 万人とな

り、2011 年の調査より 270 万人から 46.6 万人増加し、過去最高を更新している。

糖尿病に関しては、公益財団法人日本健康・栄養食品協会によると、血糖値の上昇

を緩やかにするという特定保健用食品（トクホ）商材の市場が 181.9 億円（2015 年）

となっている。 

B) 対象顧客 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C) 競合相手の状況 

 

 

 

 

   ・Organic Colors 事業 

A) 市場規模 

固有植物の微粉末を天然食用色素用途として、販売していくことを想定している。

食品化学新聞（2018 年 1月）によると、日本における食用色素の市場規模は 329 億

円（天然食用色素、合成食用色素の両方を含む）であり、青色色素の市場は約 17 億

円（需要量年間約 100t）であった。また、FOOD navigator-usa.com によると、2016

年の世界の天然食用色素の市場規模は約 1,430 億円であり、2026 年には 1.7 倍の約

2,420 億円まで成長する見込である。 

B) 対象顧客 
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C) 競合相手の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 57 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

   ・Vientiane Blue 事業 

A) 市場規模 

ラオスの外国人旅行者数の推移を図 24 に示す。近年ラオスを訪れる旅行者が増

加している。2016 年には年間 424 万人の外国人旅行者がラオスを訪れており、2011

年比で 1.56 倍に増加している。ラオス情報文化観光省によれば、2020 年に外国人
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旅行者数 588 万人（対 2011 年比で 2.16 倍）、2025 年に 751 万人（2011 年比で 2.76

倍）を見込んでおり、今後もラオスを訪れる外国人旅行者は増加する見込である。 

 

 
出典：ラオス情報文化観光省（2016 年までは実績、2017 年以降は見込） 

図 24 ラオスの観光客数の推移 

 

B) 対象顧客者層 

PF3 で加工したラオスの固有植物の粉末を使ってツジコーもしくは製造委託によ

りチョコレートなどの食品を製造し、ラオスの免税店で販売することを想定してい

る。 

2016 年のラオスへの入国場所別の外国人旅行者数を表 58 に、入国場所別の外国

人旅行者の構成比を図 25 に示す。外国人旅行者の利用が最も多いのは、タイのノ

ンカイ県とラオスのヴィエンチャンを結ぶ第 1タイ-ラオス友好橋であり、全体の約

4 分の 1 を占める。次いで、タイのムックダーハーンとラオスのサワンナケートを

結ぶ第 2タイ-ラオス友好橋（全体の 15%）、ヴィエンチャンにあるワットタイ国際

空港（全体の 10%）の順で外国人旅行者が多い。観光地で有名なルアンパバーンにあ

る空港は 11 番目であり、全体の約 3%を占める。外国人旅行者の出身地域別でみる

と、ラオス全体ではアジア・太平洋地域が 92.5%、ヨーロッパが 5.2％、アメリカが

2.0%、アフリカ・中東地域が 0.3%である。国別にみるとタイが最も多く、全体の 47%

と半数近くを占める。次いで、ベトナム（24%）、中国（13%）、韓国（4%）、アメリ

カ（1%）の順で多い。一方で、入国場所別にみると、タイとの国境である第 1、第 2

友好橋ではアジア・太平洋地域が 90%以上を占めるが、ワットタイ国際空港やルア

ンパパーン空港では欧米人の割合が増加する傾向にある。 

以上を踏まえると、ラオスの免税店で固有植物の加工粉末を使った食品類をお土

産として販売する際には、タイ、ベトナム、中国、韓国などのアジア圏の旅行者向

けの販売が中心になるが、将来的にルアンパバーン空港で販売する際には欧米人も

ターゲットとなる。 

 

 



77 

表 58 ラオスへの入国場所別の外国人旅行者数（2016 年） 

順位 入国場所 地域 観光客数(人) 割合(%) 

1 
Mittha phab Bridge I 

(第 1 タイ-ラオス友好橋) 
Vientiane 1,035,911  

24% 

2 
Mittha phab Bridge Ⅱ 

（第 2タイ-ラオス友好橋） 
Savannakhet 637,295  

15% 

3 
Wattay Airport 

（ワットタイ国際空港） 
Vientiane 421,792  

10% 

4 Boten Luang Namtha 385,264  9% 

11 
Luang prabang Airpor 

（ルアンバパーン空港） 

Luang 

prabang 
140,598  

3% 

21 Pakse Airport Champasak 13,422  0% 

- Others Others 1,604,765 39% 

Total   4,239,047 100% 

出典： ラオス情報文化観光省 

 

 

出典： ラオス情報文化観光省 

図 25 入国場所別の外国人旅行者の構成比（2016 年） 

 

C) 競合相手の状況 
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② ビジネス展開の仕組み 

 本事業実施後のビジネス展開の位置づけや目的 

ツジコーは、滋賀県内大手企業向けの照明器具の設計生産・業務受託を基本に展

開し、2014年 5月に設立 50周年を迎えたが、次の50年に向けた更なる発展のため、

企業体力がある内に、健康食品原料事業で海外進出を検討している。ラオスでは健

康食品の新原料の発掘とホールフーズの生産事業を行い、それを日本へ輸入し子会

社の日本アドバンストアグリ株式会社による健康食品の商品開発に注力していく経

営戦略である。既に B/P がラオスの隣国タイにあり、またメインバンクである滋賀

銀行のタイ駐在所がタイのカシコン銀行と提携しラオス事業の支援を行っているこ

とから、ラオスでの事業展開も行いやすい環境にある。 

事業開始初期では、加工・品質管理技術を移転した PF3 から原料を調達する。日

本国内での需要が高まってきた段階で投資に踏み切り（2022 年頃を想定）、現地法

人を設立しラオス国内に自社農園・自社加工工場を設置して取扱量を増やしていく。 

ビジネス展開の仕組みとしては、現時点では、健康食品・健康食品原料事業、

Vientiane Blue 事業、Organic colors 事業の 3つを想定している。バリューチェー

ン（概略）を図 26 に示す。 

 

  
出典： JICA 調査団作成 

図 26 想定されるバリューチェーン（概略） 
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図 27 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 非公開 
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図 30 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 31 非公開 

 

 製品価格目標 

 

 

 

 

 

表 59 非公開 
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 実施体制・現地拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 想定されるビジネス展開の計画・スケジュール 

 原材料・資機材の調達計画 

 

 

 

 

 

 

表 60 非公開 
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 生産・流通販売計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 



83 

 収支計画（売上、売上原価、販売費一般管理費） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 32 非公開 

 

 ビジネス展開スケジュール 

2017 年より普及・実証事業を通じて、ラオス国内での健康食品原料加工の実現可

能性について、具体的に情報を収集してきた。普及・実証事業完了後、2019 年から

は JICA から移転された加工機材を活用し、PF3 から健康食品原料を購入してビジネ

スを開始する。更に、市場の発展性が確認できた場合は、2022 年に自社としての投

資決定を行い、ラオス国内に現地法人を設立の上、加工工場を建設し、ビジネス展

開を拡大させていく予定である。そのイメージを図 33 に示す。 

 
出典： JICA 調査団作成 

図 33 海外ビジネスの事業化に向けたスケジュール 
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④  ビジネス展開可能性の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）想定されるリスクと対応 

 

 

 

表 61 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 

 

 

 

 

 

 

 

非公開 



85 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）普及・実証において検討した事業化による開発効果 

固有植物の加工品を原料とした健康食品事業や天然食用色素事業のビジネス展開に

よる開発効果として、健康食品原料や天然食用色素を海外へ輸出することによる外貨

獲得が挙げられる。将来的にラオスに自社工場を設立し、フル稼働を想定した場合、製

品の全てを海外へ輸出できれば、年間 3億円程度の外貨獲得機会の創出につながる。ま

た、副次的な効果として、自社工場設立による雇用機会の創出や原料の固有植物の調達

に伴うラオス農家の収入機会の創出にもつながることが期待される。 
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（４）本事業から得られた教訓と提言 

現時点で得られた教訓と提言を表 62 に示す。 

表 62 本事業から得られた教訓と提言 

 項目 教訓 

教訓 現 地 再 委
託 

当初、CASC が区画および担当スタッフの割当て栽培試験の実施を
担当し、ツジコーは監督を行う予定であったが、CASC の区画整備や給
水設備が不十分なことや、厳しい乾期（1月下旬）で育苗に必要な水
量を十分に確保できなく枯れる問題が発生した。これに対して、CASC
による迅速で的確な対応は難しかったため、CASC とツジコーが共同
で対処にあたることになった。以上から、発注者側からもある程度投
入が必要になることを認識した。 

気候 一般的にラオスでは、雨期が 6～10月、乾期が 11～5 月と言われて
いるが、年による気候の変動が大きくなってきている。近年では、雨
期の始まりが遅くなっている年が多い一方で、豪雨や長雨により農作
物が全滅したという報告も聞く。本事業では灌漑用水がほとんどなく
なるほどの厳しい乾期の影響を受けて植物を枯らすことになった。 
 以上から、十分な灌漑用水・設備と農作物の複数の調達ルートを考
慮した事業計画とする必要性があることを改めて認識した。 

離職率 2017 年に入ってから PF3 の複数の研修候補生が退職しており、ラ
オスで言われている離職率の高さを感じさせるような事象がおきて
いる。PF3 が普及・実証事業後も自立して、安定した生産を続けるた
めには、加工技術の定着が不可欠であることから、PF3 独自で人材育
成できる体制を整備していく必要がある。 

市 場 で の
価格競争 

活動 3-2-3 で PF3 により作成された見積書の精査を通して、国営企
業の特性なのか国際市場の価格競争への意識が低くいことが分かっ
た。低コスト化の必要性とそのメリットを繰返し説明してきたが、議
論が平行線をたどり PF3 に認識を改めてもらうには至らなかった。本
事業後も、フォローアップしていく必要がある。 

技 術 の 定
着・稼働率
の向上 

機材の活用はツジコーが現地に滞在している期間に集中し技術の
定着に時間を要した上に稼働率が低かったが、プロジェクトの終盤に
さしかり、PF3 ではティーバッグ充填包装機の購入を決定し、今後は
技術と導入機材の稼働率の向上が期待できる。 

提言 日 本 の 支
援の速度 

本事業の実施機関である PF3 から、日本の支援が韓国に抜かれるの
ではないかと懸念しているとコメントがあった。韓国の支援スピード
は速く手続きも複雑でないため、被支援国としては、韓国の方が対応
しやすいとのことであった。このことから、本スキームの審査・契約
にかかる期間の短縮化・簡素化が望まれる。 

農 業 林 業
省 と 商 工
省 と の 連
携 

本バリューチェーンは、農業林業省、保健省および商工省に跨って
おり、省庁間の密な連携が重要であったことから、普及・実証事業開
始時に C/P を国営企業である PF3 から保健省へ変更した。これによ
り、関係者会議には農業林業省および商工省からの参加もあり、各省
の視点から助言が得られ事業推進へ活かすことができた。また、各省
のネットワークを活用することで、技術普及を図る 6次産業セミナー
へも幅広い関係者の参集が可能となった。 

実 施 対 象
国 

原則として 1か国となっているが、市場ポテンシャルが見込める場
合には調査対象国・地域として認めてもらいたい。途上国 1 か国で
は、限定的なビジネス展開の検討となり、機会の損失となっている。 

社 会 主 義
国 で の 事
業実施 

社会主義国による政府関係者の対応の遅さが懸念されたため、保健
大臣や官房長官クラスからのトップダウンで ODA 事業を進められる
よう、事業開始段階から在ラオス日本大使館および JICA への密な情
報共有と参画を仰ぎ、ラオス側の高級官僚の参加へと繋げてきた。こ
れにより、ラオス側からの積極的な関与となり事業推進が図れた。 

出典： JICA 調査団作成  
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添付資料 1 

  



契約件名：ラオス国　固有植物の高付加価値化に向けた加工技術に関する普及・実証事業

1.提案法人【現地業務】 監督職員確認印：澁谷　晃 　　印

15,16-20,21-27 5-9 31 1-4 11-14 15-20 2-6,30,31

7-14

15,16-20,21-22 29-31 1-14 24-31 1-6 19-30 1-3 24-31 1-3 27-31 1-7 15-25 2-8,24-31

31 1-6

29-31 1-10 24-31 1-3 24-31 27-31 1-4

14-21

16-31 1-10,11-20 15-31 1-8 9-31 1-8 25-31 1-12 19-30 1-9 24-31 1-9 14-21 22-25 1-7 31

9-17 7-14 19-25 15-18

5-14 31 1-6 26-30 1-3 28-31 1-3 2-7 15-20 25-31

330.0 11.01

431.0 14.37

413.0 13.77

2.提案法人【国内業務】

13, 30 9 17-21 8-19 16-23 18-21 21-31 4-22 6-15 20 18-22 21-28 19 2-25 10-25 9-26

10-14 8-19 16-28 10-18 21-31 6-15 18-22 21-28 15 9-20

13, 26-27 8-27 12-24 17-21 15-26 16-28 10-21 14-25 3-18 4-15 10-22 5-26 1-26 9-20 7-14 3-25 15-19

10-14 14-25 1-27 9-23 3-25 15-28

13 6-17 12-24 17-24 15-26 11-29 10-21 7-18 6-15 14-22 1-27 1-26 9-20 10-25

13 23-28 1-8 12-19 12-28 10-21 14-18 1-18 7-15 11-15 9-19 12-28 19-30 16-25 7-11 13-27 9-27

25-26 6-17 12-24 10-17 15-26 16-29 10-21 1-25 5-15 10-25 5-23 12-23 16-27 8-11

15-26 16-29 10-21 1-25 5-15 18-22 5-23 12-16 11-14 23-24

278.0 13.90

333.5 16.69

312.5 15.64

(内3日)

(2日) (3日)

(7日)

(3日) (7日)

(9日) (2日) (5日) (1日) (1日)

実績 21.0 1.05
(内3日) (内1日) (内9日) (内2日) (内5日) (内1日)

(1日)
23.0 1.15

(1日) (6日)

5
小林　佳宏
（滋賀）
（変更後）

商品企画・販路開
拓1

3
ツジコー
株式会社

Z

計画

5

計画管理用
（任意） (3日) (1日)

小林　佳宏
（滋賀）
（変更後）

商品企画・販路開
拓1

3
ツジコー
株式会社

Z

計画

7.0 0.23
(1日) (6日)

7.0 0.23

提案法人
人月小計
（現地）

提案法人
人月小計
（国内）

4
赤尾　光一
（滋賀）
（変更前）

商品企画・販路開
拓1

3
ツジコー
株式会社

Z

w 13.0 0.65
(4日) (1日) (5日) (1日) (1日) (1日)

計画管理用
（任意）

実績

実績

6 山本　将嗣
（滋賀）

ホールフーズ生産
加工指導1

3
ツジコー
株式会社

Z

計画

2.98
(1日) (内3日) (内3日) (内9日) (内7日) (内2日) (内3日) (内6日) (内8日) (内7日) (内1日) (内4日)

計画管理用
（任意） (2日)(1日) (3日) (3日) (9日) (7日) (2日)

(3日)

(2日) (2日) (5日) (2日) (2日) (2日) (2日) (8日) (2日)

(3日) (6日)

59.5

47.0 2.35
(1日) (内2日) (内4日) (内4日) (内3日) (内2日) (内2日) (内1日) (内2日) (内5日) (内2日) (内2日) (内2日) (内2日) (内8日)

(内3日) (内3日)

(3日) (3日)

(内2日)

(2日)
7 高橋　大喜

（滋賀）

54.0 2.70
(1日) (9日) (12日) (7日) (2日) (2日) (2日)

63.5 3.18

(6日) (8日) (2日)

(8日) (7日) (0.5日) (4日) (2日)

(3日) (2日) (1日)

7 高橋　大喜
（滋賀）

農業普及計画検討

67.0 3.35
(5日) (7日) (7日) (4日) (3日) (8日) (8日) (2日) (9日) (2日) (8日) (2日)

51.0 2.55
(1日)

(9日) (8日) (9日) (8日) (8日)(17日)

農業普及計画検討 5
ツジコー
株式会社

Z

計画
(2日)

計画管理用
（任意） (2日)

実績

(4日) (4日)

92.0 3.07

第1次渡航2/11-20は自社業務に
よる自社負担（2017/8/16付で旅
費分担打合簿あり）

(7日) (18日) (18日) (18日) (17日) (7日)

162.0 5.40
(16日) (10日) (23日) (8日) (7日)

155.0 5.17
(16日) (10日)

計画管理用
（任意）

9

(7日)

計画管理用
（任意）

1

実績 1

(12日) (12日) (9日) (8日) (9日) (8日)

(23日) (8日) (7日)

5
ツジコー
株式会社

Z

計画 7

実績 9
(8日)

(8日) (7日)

実績 4

(7日)

(17日) (8日)

(12日) (12日)

14.0 0.47
(7日)

(8日) (4日)

(7日)

(5日)

4
赤尾　光一
（滋賀）
（変更前）

商品企画・販路開
拓1

3
ツジコー
株式会社

Z

計画 2

計画管理用
（任意）

実績

41.0 1.37
(3日) (10日) (8日) (3日)

計画管理用
（任意）

4 1.37
(8日) (3日) (8日) (5日) (4日)

6 山本　将嗣
（滋賀）

ホールフーズ生産
加工指導1

3
ツジコー
株式会社

Z

計画 3

(3日) (10日)

35.0 1.17
(21日) (7日)

41.0

業務従事者の従事計画・実績表

従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目

渡航
回数

9 10 11 12 12 3 4 5 6 71
2018年

第1次渡航1/15, 21-27は自社業
務による自社負担（2017/6/5付
で旅費分担打合簿あり）

11 12

(7日)

(5日)

(5日)

(7日)

日数
合計

人月
合計

備考2017年

25.0 0.83

(7日)

1 辻　昭久（滋
賀）

業務主任者
事業計画策定

2
ツジコー
株式会社

Z

計画

8 9 102 3 4 5 6 78

(7日)
4

計画管理用
（任意）

5

(7日)
28.0 0.93

実績 5 23.0 0.77

(6日) (7日) (2日)(5日)

(5日) (6日)

21.0 0.70

(8日)
8.0 0.272 松本　康宏

（滋賀）
農業高度化検討 3

ツジコー
株式会社

Z

計画
(7日)(7日) (7日)

3

計画管理用
（任意）

1

実績 1 8.0 0.27
(8日)

63.0 2.10

第1次渡航1/15, 21-27は自社業
務による自社負担（2017/6/5付
で旅費分担打合簿あり）

(7日) (21日)

(12日) (3日) (8日)

(6日)(5日)

(8日)(5日)

107.0 3.57

3.33

3 甲斐　誠志
（滋賀）

ホールフーズ生産
加工の現場監督

3
ツジコー
株式会社

Z

計画
(14日)(21日)

4

(8日)

計画管理用
（任意）

9
(5日) (7日) (11日) (7日)(12日) (3日) (8日) (3日)(3日) (14日)

(3日) (14日) (5日) (15日)

(15日)

77.0 2.57
(21日)

(7日)

8 片山　貴等
（滋賀）

ホールフーズ生産
加工指導2

6
ツジコー
株式会社

Z

計画

(3日) (7日) (11日)(6日)

(14日)

実績 9 100.0

(21日) (21日)
4

計画管理用
（任意）

4
(7日)(9日) (8日)

28.0 0.93

実績 4 28.0 0.93

(4日)

(9日) (8日)

(6日)

(10日) (1日)

53.0 1.779
西村　竜彦
（滋賀）
（変更後）

殺菌装置及び品質
検査の作業指導

3
ツジコー
株式会社

Z

計画

(4日)

(1日)

計画管理用
（任意）

7

実績 7 51.0 1.70

(6日) (6日) (7日)(7日) (3日) (4日) (3日)(10日)

(6日) (5日) (3日) (4日) (3日) (6日) (6日) (7日)

従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目

渡航
回数

5 6 8 9 10 11 121

日数
合計

人月
合計

備考2017年 2018年
10 11 12

計画

管理用

実績

2
ツジコー
株式会社

Z

7 8 91 2 3 4 5 67

(2日)
計画

(4日)

(6日) (1日) (1日)(1日) (2日) (3日)

2 3 4

32.0 1.60

計画管理用
（任意）

41.5 2.08

(1日)(1日) (5日) (4日) (1日)(4日)(5日) (4日) (1日)

(1日) (5日)(3日) (0.5日)(2日) (2日)

1.98

(1日)

実績 39.5
(2日) (1日)

(1日) (1日)(4日) (1日) (5日)(2日)

25.0 1.25
(4日)

(内2日)

2 松本　康宏
（滋賀）

農業高度化検討 3
ツジコー
株式会社

Z

(内1日) (内5日)(内6日) (1日) (内1日) (内4日) (1日) (内5日)(内2日) (内2日) (内3日) (内3日) (内1日)

(0.5日)

計画

1 辻　昭久（滋
賀）

業務主任者
事業計画策定

計画管理用
（任意）

24.5 1.23

1.13

(1日) (3日) (3日) (1日)(3日) (4日)(4日)

(2日)

(1日)

実績 22.5

(1日) (1日)(4日) (1日) (3日)(2日) (2日) (2日) (3日) (3日)

(内2日)

ホールフーズ生産
加工の現場監督

3
ツジコー
株式会社

Z

(内3日) (内1日) (内4日) (1日) (内3日)(内2日) (内2日) (内3日) (内2日)

(4日) (1日)(3日)
計画

(2日)

実績

31.0 1.55

計画管理用
（任意）

64.0 3.20

(1日)(1日)

3.10

(1日) (2日) (1日)(5日) (5日)

(3日) (10日)

62.0
(3日) (内2日)

(1日) (1日)(5日) (6日) (1日) (3日) (5日) (2日)(2日) (3日) (4日) (5日)(3日) (3日)

(内2日) (内3日)

(2日) (3日)

8 片山　貴等
（滋賀）

ホールフーズ生産
加工指導2

6
ツジコー
株式会社

Z

(内3日) (内5日) (内2日)(内10日) (内2日) (内3日) (内5日) (内6日) (内1日)(内3日) (内4日) (内5日) (内3日)

3 甲斐　誠志
（滋賀）

(2日)
計画

計画管理用
（任意）

50.0 2.50

(2日)(2日) (2日) (2日)(8日) (5日) (3日)(9日) (4日) (5日)

(4日) (2日) (5日)(3日) (4日)(3日) (3日)(2日)

2.30

(12日)

実績 46.0
(2日) (内3日)

(2日) (2日)(3日) (4日) (2日) (1日)

(内3日) (内3日)

56.0 2.80

殺菌装置及び品質
検査の作業指導

3
ツジコー
株式会社

Z

(内1日)(内2日) (内5日) (内3日) (内4日) (内2日)(内3日) (内7日) (内4日) (内4日)

計画

実績

計画管理用
（任意）

16.0 0.80

0.75

(1日) (2日)

(内1日)

9
西村　竜彦
（滋賀）
（変更後）

15.0

(2日) (1日) (1日) (1日)(2日) (2日) (2日) (2日)

(内1日) (内1日)(内2日) (内1日) (内2日) (内1日)(内2日) (内2日) (内2日)

計画

管理用

実績

※2017年3月1日

より赤尾氏→小林

氏へ交代

※2017年3月1日より赤

尾氏→小林氏へ交代

※2017年3月1日

より西村氏を追加

※2017年3月1日

より西村氏を追加



3.外部人材【現地業務】

15,16-21 4-10 30-31 1-5 26-30 1-2 28-31 1-3 13-19 29-31

15,16-21 4-10 30-31 1-5 26-30 1-2 28-31 1-3 13-19 29-31

15,16-21

4-10 30-31 1-5 26-30 1-2 28-31 1-3 13-19 29-31

29-30 1-2

7-10 16-19

18-19 7-9 30 1 16-18

30 1-2 16-19

2-5

2-5 16-19

228.0 7.59

185.0 6.16

173.0 5.77

4.外部人材【国内業務】

24 9 10 8 30 2 16 25-18 7 23 25 10-13 14-15,17-18,24 19-22,27,28 9-12,22,26 5 19,27 6-30 2,3,19,20 1,7-11,22 4 21,26 2-19

13, 24-27 9 3-24 22-31 1-2 14-19 3-7 24-28 7-10,22-23 4-19 20-24 20 26 19,20 13-16 3 27 7-9,25 4,5 25 25-27

13, 24-25

1-2 14-19 14-28 7-10,23 7,15,20 20-24 20 12-17,24-27 19 1-16,20 2-12,24,27 1-11 1-4,18-29 2-27

1-2 1-17 11-19 11-26 5-28 9-27 7-31 15-22 2-11

27-30 3-20 16-30 22-29 16-30 12-31 5-30 4-13 7-10 9-18

10-25 2 21 11-12 6-21 4-21 11-15,19-21 20,27 9-20

19-22 10-21 1-25 4-29 7-30 7-23 4-22 9-31 9-13 9-11

14-16 24-28 7-25 4-29 10-30 11-30 1-6 25-29 17-31

24-28 8-30 1-22 10-27 10-19 6-23 6-18 7-15 15-29 13-20

271.0 13.55

306.0 15.30

   【凡例】　 280.5 14.03

△ △ △ △ △ △
業務計画書 PR1 PR2 DFR (英) DFR FR

注1）本表の作成に当たっては、シート「従事計画・実績表の記入方法」の内容をご確認ください。

注2）各業務従事者の現地、国内のそれぞれの人月は、現地業務期間は30 日、国内業務期間は20 日で除した数字の小数点以下第３位を四捨五入して算定してください。

注3）人月振替を行う場合、留意点がありますので、必ず「契約管理ガイドライン」本文中の「３．契約履行プロセスにおける契約管理」、「（６）業務従事者の業務量に係る事項（人月振替等）」（p.8）を確認してください。

　　また、具体的な人月振替の方法については、シート「従事計画・実績表の記入方法」の「人月振替に係る解説」を参照してください。

注4）外部人材の合計実績人月は、計画（契約書上で認められている人月）を超えていないことを確認してください。（契約書上で認められた人月を超える人件費の支払いはできません。）

注5）契約締結後（変更契約を締結している場合は変更契約後）、業務従事者の交代や追加が発生した場合は、新規に配置された業務従事者も本表に加えてください。その際、当該従事者の「計画」欄は空欄としてください。

　　 交代前の業務従事者について、1日でも従事実績がある場合は、本表から削除せず、実績の記録を残してください。

(3日)

(7日)

(2日)

(内4日) (1日) (内6日)

(5日)

(内5日)

(5日) (5日)

7.0 0.23

7.0 0.23

(6日) (0.5日)

(内2日) (内1日) (内10.5日) (3.5日) (内1日) (内5日) (内4日)

(4日) (1日)

4.0 0.13

64.0 3.20

実績 53.0 2.65
(5日)

(10.5日) (3.5日) (1日) (4.5日) (4日) (6日)(6日)

(内6日)

(2日)
13

秋本 佳希
（東京）
（変更後）

事業展開検討 5
有限責任
監査法人
トーマツ

A-4

計画

契約後計画
管理用

19 林　絵理（千
葉）

商品企画・販路開
拓2

4

株式会社
イーグ
リーン・
ラボ・
ジャパン

C-6

計画

計画管理用
（任意）

2
(4日)

18 石田　直理雄
（東京）

植物体に含まれる
栄養の小動物への
効果効用分析

3

公益財団
法人
国際科学
振興財団

C-5

計画 1

計画管理用
（任意）

1

実績 1

42.0 1.40
(7日) (3日)

38.0 1.27
(7日) (2日) (5日) (5日) (2日) (4日) (3日) (7日) (3日)

13
秋本 佳希
（東京）
（変更後）

事業展開検討 5
有限責任
監査法人
トーマツ

A-4

計画

実績 6

計画管理用
（任意）

6
(7日) (2日) (5日) (5日) (2日) (4日) (3日) (4日)

17.0 0.85
(内3日) (1日) (内1日) (内1日) (内2日) (内3日) (内3日) (2日) (内1日)

(2日) (1日)

外部人材
人月小計
（現地）

(7日)

(4日)

(2日)

18 石田　直理雄
（東京）

植物体に含まれる
栄養の小動物への
効果効用分析

5.0 0.25
(1日) (1日) (1日) (1日) (1日)

17.0 0.8516 大賀　昌（タ
イ）

有機栽培認証 3

Harmony
Life
Internati
onal Co.,
Ltd.

C-3

計画

計画管理用
（任意）

実績

(3日) (1日) (1日) (1日) (2日) (3日) (3日)

24.0 1.20
(内1日) (内2日)(内1日) (内2日) (内5日) (内3日) (内4日) (内4日) (内2日)

23.0 1.15
(4日) (4日) (4日) (4日) (4日) (2日) (1日)

24.0 1.20
(1日) (2日)

3

公益財団
法人
国際科学
振興財団

C-5

計画

計画管理用
（任意）

実績

(5日) (3日) (4日) (4日) (2日) (1日) (2日)

実績 34.0 1.70
(内1日) (内2日) (内6日) (内5日) (内4日)

契約後計画
管理用

(内4日) (内4日) (内6日) (内1日) (内1日)

34.0 1.70
(1日) (2日) (6日) (5日) (4日) (4日) (4日) (6日) (1日)

34.0 1.70

(1日)

(5日) (6日) (4日) (4日) (4日) (4日) (6日) (1日)

(内4日) (内4日) (内2日) (内1日) (内1日)
23.0

17 小山　智之
（東京）

植物体に含まれる
栄養の成分および
基礎的な効果効用
分析

3

国立大学
法人
東京海洋
大学大学
院

C-4

計画

(1日) (1日)

実績

(4日) (4日) (2日)
15 三原　久明

（滋賀）

有機栽培に関わる
土壌微生物の検
証・改善

3
学校法人
立命館

C-2

計画 19.0 0.95
(9日) (9日) (1日)

1.15
(内1日) (内3日) (内3日) (内1日) (内3日)

計画管理用
（任意） (1日) (3日) (3日) (1日)

(7日)

4.0 0.13

7.0 0.23

7.0 0.23
(1日) (2日)

(7日)

(1日) (2日) (4日)
17 小山　智之

（東京）

植物体に含まれる
栄養の成分および
基礎的な効果効用
分析

3

国立大学
法人
東京海洋
大学大学
院

C-4

計画 1

計画管理用
（任意）

2

実績 4

16 大賀　昌（タ
イ）

有機栽培認証 3

Harmony
Life
Internati
onal Co.,
Ltd.

C-3

計画 5

10.0 0.33
(2日) (3日) (1日) (1日) (3日)

25.0 0.83
(5日) (5日) (5日) (5日) (5日)

10.0 0.33
(1日) (1日)

計画管理用
（任意）

4

2

(3日)

(4日)

(2日)

8.0 0.27
(4日) (4日)

(7日) (7日)

8.0 0.2715 三原　久明
（滋賀）

有機栽培に関わる
土壌微生物の検
証・改善

3
学校法人
立命館

C-2

計画 2

計画管理用
（任意）

2

実績

(4日)

(7日)(7日)

9 10 11 12 12 3 4 5 6 7 8

日数
合計

12

(7日)

10 西本　匡利
（東京）

チーフアドバイ
ザー
ODA事業推進

2
有限責任
監査法人
トーマツ

A-1

計画

8 9 102 3 4 5 6 7

従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目

渡航
回数

7

(2日) (5日)(6日) (7日)

備考2017年 2018年

(7日)

(5日) (2日) (4日)

(3日) (4日)(5日) (2日) (4日) (3日)

49.0 1.63

第1次渡航1/15は自社業務による
自社負担（2017/6/5付で旅費分
担打合簿あり）

11

人月
合計

1

実績 7 44.0 1.47

(7日)(7日)

計画管理用
（任意）

7 48.0 1.60

(7日) (7日)(7日) (7日)

49.0 1.63

第1次渡航1/15は自社業務による
自社負担（2017/6/5付で旅費分
担打合簿あり）

(3日) (7日) (3日)(5日)

(3日) (4日)(7日)

7

(2日) (5日)(6日)

(7日) (2日)(6日)

(7日)

(7日) (7日)

計画管理用
（任意）

7 48.0 1.60

(7日) (7日)(7日) (7日)(7日)

7

(2日)(6日)

(5日) (2日) (4日) (3日)

49.0 1.63

第1次渡航1/15は自社業務による
自社負担（2017/6/5付で旅費分
担打合簿あり）

44.0 1.47

6.0 0.2012
田邉　攻（東
京）
（変更前）

事業展開検討 4
有限責任
監査法人
トーマツ

A-3

計画

(5日) (2日) (4日) (3日) (7日) (3日)(5日)
実績 7

(7日) (7日)(7日)

11 渡邉　幸哲
（東京）

研修管理・セミ
ナーおよび関係者
会議の企画

4
有限責任
監査法人
トーマツ

A-2

計画

計画管理用
（任意）

1

(7日) (7日)

(6日)

14.0 0.47

6.0 0.20
(6日)

(2日)

(2日)
14 富士原　和宏

（東京）
ラオス固有植物の
高収量・安定栽培

3
国立大学
法人
東京大学

C-1

計画

実績 1

2

計画管理用
（任意）

1 4.0 0.13

(7日)(7日)

14.0 0.47

4.0 0.13

14.0 0.47

8.0 0.27

実績 1

2

(3日)

(4日)

実績 2

(4日)

(7日)

(4日)

(4日)
実績 2 8.0 0.27

(4日)

計画

管理用

実績

従事
者

キー
氏名 担当業務 格付 所属 分類 項目

渡航
回数

9 10 11 12 12 3 4 5 6 71 11 12

(2日)

(内2日) (内2日) (内2日)(1日) (2日) (2日)

(2日)(1日) (1日)

(内2日)(2日)

日数
合計

人月
合計

備考2017年 2018年

(1日)

(1日)
31.0 1.5510 西本　匡利

（東京）

チーフアドバイ
ザー
ODA事業推進

2
有限責任
監査法人
トーマツ

A-1

計画

8 9 102 3 4 5 6 78

(3日) (2日)(5日) (3日) (2日)

(1.5日)

(1日)

(内1日)(内2日)

(3日) (7日) (3日)(3日)
34.0 1.70

実績 25.5 1.28

(1日)(1.5日) (1.5日) (2日) (0.5日) (2日) (3日)(0.5日) (1日) (2日) (2日) (3日) (0.5日)(2日) (2日)

(内1日)(1日) (内2日) (内1日)

計画管理用
（任意）

58.0 2.90
(3日)

(内4日) (1日) (内1日)(1日)

(4日) (1日) (0.5日)

(内1日) (内2日) (内2日)

(5日) (4日)(5日) (4日) (4日) (4日)

2.90

(5日) (14日) (5日)(5日)

(4日)(3日) (2日) (2.5日) (3日) (3日) (5日)(3日)
11 渡邉　幸哲

（東京）

研修管理・セミ
ナーおよび関係者
会議の企画

4
有限責任
監査法人
トーマツ

A-2

計画

(4日) (4日)(4.5日) (1日)

計画管理用
（任意）

実績
(内3日) (内6日) (内4日)(内5日)

(3日) (6日)

(内3日)

(1.5日)
58.0

(3日)

(3日)

(3日)

(内3日)
49.0 2.45

3.0 0.15

(6日)

12
田邉　攻（東
京）
（変更前）

事業展開検討 4
有限責任
監査法人
トーマツ

A-3

計画

(内2日) (内3日) (2日) (内3日) (3日) (3日)(内4日)

(5日) (3日)(5日) (4日) (3日)

契約後計画
管理用

(4日)(13日) (5日)(6日)
57.0 2.85

実績 3.0 0.15

19.0 0.95

14 富士原　和宏
（東京）

ラオス固有植物の
高収量・安定栽培

3
国立大学
法人
東京大学

C-1

計画
(9日) (1日)(9日)

(3日)

計画管理用
（任意） (4日)(1日)

26.0 1.30

実績 26.0 1.30

(5日) (4日) (3日) (3日) (2日)(1日)

(内1日) (内4日)(内1日)

22.0 1.10

(3日)

(内3日)

23.0 1.15
(3日)

26.0 1.3019 林　絵理（千
葉）

商品企画・販路開
拓2

4

株式会社
イーグ
リーン・
ラボ・
ジャパン

C-6

計画

(内5日) (内4日) (内3日) (内3日) (内2日)(内3日)

(5日) (1日)(4日) (4日) (4日)

(3日)

計画管理用
（任意）

(4日)

実績 26.0 1.30

(3日) (2日) (2日) (2日) (1日)(3日) (4日) (3日)

(内3日) (内4日) (内3日) (内3日) (内2日) (内2日) (内2日) (内1日)(内3日)

計画

管理用

実績

外部人材
人月小計
（国内）

実績

9 101 2 3 4
2017年 2018年

453.5 19.80

自社業務（点線）

業務従事計画（グレー）　　　　　　

計画 499.0 21.14

業務従事実績（黒実線）　　　　　　 管理用 491.0 21.46

自社負担（斜線）

外部人材人月
（現地＋国内）

国内

報告書等

10 11 125 6 7 8 911 12 1 2 3 45 6 7 8

※2017年6月1日より田

邉氏→秋本氏へ交代

※2017年6月1日よ

り田邉氏→秋本氏
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1.Understandability 2.Training management 3.Time management 4.Training pace 5.Knowledge of Trainers 6.Training material
Average
marks

7.Comeents/Suggestion

1 Washer 4.2 4.0 4.2 4.1 4.3 4.1 4.2

・Some answer of trainer is not clear for me.
・I want to speak in Lao very much for operation because someone don't know about English.
・Practice of real machine helps me remembering and understanding well.
・Practice of real machine helps me understanding well.(4)
・Practice of real machine helps me understanding more and work process.

2 Slicer 3.5 3.5 4.0 4.0 4.0 4.0 3.8

3 Crusher 4.3 4.3 4.1 4.4 4.2 4.6 4.3
・More practice
・I have already understood operation.

4 Freeze dry 4.0 4.0 3.9 3.9 4.1 4.2 4.0
・Translation is not clear for me.
・Very good training today.
・Practice of real machine helps me understanding well.(6)

5 UV sterilizer 4.2 4.1 4.1 4.2 4.4 4.5 4.3
・More practice
・I have already understood the practice.

6 Moisture meter 4.0 4.0 4.2 4.0 4.4 4.3 4.2
・More practice
・I have already understood the practice.

7 Bacteria 4.6 4.2 4.3 4.1 4.6 4.6 4.4
・More practice
・I understand well, but more practice until expert.

8 Packing 4.5 4.3 4.3 4.5 4.4 4.6 4.4 ・More practice

9
QC

Process Chart
4.3 4.1 4.3 4.0 4.4 4.3 4.2

・More practice
・Practice of real machine helps me understanding well.

Average marks
of total
course

4.2 4.1 4.2 4.1 4.3 4.4

*
Scale of marks is 1to 5

Questions marked under 4.0 

Name of subjects
Results of questionnaire (Average marks

*
/Comments）
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Overall

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q7 Q8 Q10

Textbooks
Training
equipment

Lecture
facilities

Before
the training

After
the training

1 Mr. Souksavate SAINGAVON 4 All Repair Machine 4 4 5 5 5 5 5 5 5 -

2 Mr. Lamsai PHOTHYLADE* - - - - - - - - - - - - -

3 Mr. Lengvang XAITUA 4
Washer,
Crusher,

Oven, Slicer
- 4 4 4 5 4 5 5 4 4 -

4 Mr. Khuangchai SOUNDALA 5

Washer,
Crusher,

Oven,Slicer,
Freeze dry,

Production
Machine

4 4 4 5 5 5 5 - - -

5 Mr. Xaiphone VONGSA 5 - - 4 5 5 5 5 5 5 4 5 -

6 Miss. Sengphachan XAINGAVONG 5 - - 5 5 5 5 5 4 4 4 5 -

7 Miss Soulichan KEOMANISONE 5 - - 5 5 5 5 5 5 5 5 5 Very good

8 Miss Viensavonh SANLAN 5 - - 5 5 5 5 5 4 4 4 5 -

9 Mr. Pakiannan PHILAVONG* - - - - - - - - - - - - -

10 Mr. Uodsy BOUNMISAN 4 - - 5 5 5 4 4 4 5 4 4 -

Average of this topic 4.6 4.5 4.6 4.8 4.9 4.8 4.6 4.8 4.3 4.7

NAME
Administration Satisfaction Comments 

Q6

Facilities
Course

objective

The most
beneficial
subject

Subject needs
to be added

Duration of
the program

Evaluation of
Trainers

Q9

Achievement of objective
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品質管理技術にかかる研修満足度

1.内容の理解度 2.内容構成 3.時間配分 4.研修のペース 5.講師の知識 6.研修資料 平均 7.コメント/提案

1 QCサークル 4.3 4.0 4.5 4.0 4.8 4.7 4.4

-I want to join training program in Japan. (3)

-There are a lot of things to learn in this training.(3)

2

品質管理マニュ

アル

5.0 4.5 4.3 4.0 4.3 4.3 4.4

-Documents should be translated from English into Lao. (2)

-Precoordination is necessary to prepare personnel appropriately.(2)

-QMM is very important and very useful.(1)

3

品質管理オペ

レーションマ

ニュアル

4.0 4.0 5.0 4.3 4.8 4.8 4.5

-I want to join training program in Japan. (3)

-There are a lot of things to learn in this training.(3)

コース

全体平均

4.4 4.2 4.6 4.1 4.6 4.6

アンケート結果（評価平均点
*

/コメント）

テーマ名
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Overall

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q7 Q8 Q10

Textbooks

Training

equipment

Lecture

facilities

Before

the training

After

the training

1 Miss. Sengphachan XAINGAVONG 5

Quality

improvement in

Freeze dry and

UV machine

Repair Machine 5 4 4 4 4 4 4 4 4 -

2 Miss Soulichan KEOMANISONE 4 All

Focus on real

work.

- 4 5 5 4 4 5 5 5

Many good practice

in this training.

3 Miss Viensavanh SANLAN 4

All (especially

standard color)

OJT and outside

training

4 4 5 4 3 4 5 3 5

I got knowledge to

be beneficial and

efficient in

operation.

4 Mr. Uodsy BOUNMISAN 4 All

More practice

in each step

2 5 4 5 5 - 4 3 5

I appreciate for

Tsujiko support

and hope to go to

Japan for

training.

5 Mr. Viyadeth 5

Quality

improvement in

freeze dry and

UV machine

Sufficient 5 5 5 5 5 5 5 2 5

I appreciate for

Tsujiko support to

obtain valuable

knowledge.

6 Mr. Khamphai 5

QC operation

manual, and QC

process chart

- 5 4 5 5 5 5 4 2 4

I want my staff to

go to training in

Japan.

Average of this topic 4.5 4.2 4.3 4.7 4.7 4.3 4.4 4.5 3.2 4.7

NAME

Administrat

ion

Satisfactio

n

Comments 

Q6

Facilities

Course

objective

The most

beneficial

subject

Subject needs

to be added

Duration of

the program

Evaluation of

Trainers

Q9

Achievement of objective



 
 
 
 
 
 
 

添付資料 9 

  



























 
 
 
 
 
 
 

添付資料 10 

  



Dr Lahounh Chanthabout ( seated, first right ) and Mr Akihisa Tsuji 
( seated, first left ) at the agreement signing ceremony. 
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Medicinal plant project takes root 

Laos will benefit from the new �Value-Added Processing Technology for Local Medicinal Plants� project provided by the Japanese 
government to support the planting of traditional medicinal plants around the country. 

An agreement to implement the project was signed on Thursday between Lao Pharmaceutical Factory No. 3 and the Japanese Company 
Tsujiko Co., Ltd. In attendance were Head of Office of the Ministry of Health, Dr Nao Boutta; Managing Director of Pharmaceutical Factory 
No. 3, Dr Lahounh Chanthabout; Chief Representative of JICA to Laos, Mr Yusuke Murakami; and Company Tsujiko Co., Ltd., President, 
Mr Akihisa Tsuji. 

The project will run from 2017 to 2018 and will focus on value 
adding methods for medicinal plants using processing 
technologies. 

The two parties agreed to work together on feasibility studies 
to research the planting of traditional medicinal species under 
the project. 

At the agreement signing last week Minister of Health 
Associate Prof. Dr Bounkong Syhavong stressed the 
importance of surveying and examining traditional medicinal 
species around the country for commercial purposes. 

�The project is important for Laos regarding the research and 
development of traditional medicine, which is the first step 
towards commercial production for domestic and export sales 
with the support of the Japanese government,� he said. 

�This project is in line with the policy of our Party and 
government which focuses on disease prevention as a priority 

and treatment as an important intervention by combining modern medicine and traditional medicine,� he added. 

He considered the use of Japanese technologies for value-added processing very important as it would improve product quality to meet 
Asean and Japanese standards. 

Meanwhile, Mr Takeshi Hikihara said Japan was very happy to support the project because traditional medicine in Laos could play an 
important role in developing exports and domestic sales. 

�We think this project will increase the value of traditional medicinal species in Laos because the nation is rich in these plants,� he said. 

Laos still lacked the capacity and modern technologies to commercialise traditional medicine plants for the market, Mr Hikihara explained. 

The project would also help to improve the capacity of Pharmaceutical Factory No. 3 to produce traditional medicine, he added. 

By Phetphoxay Sengpaseuth 
(Latest Update January 21, 2017)
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November 30th, 2017

Male Female
No

answer
Total

18 4 1 23

10's 20's 30's 40's 50's
Over
60's

Total

0 1 7 6 6 3 23

Lao
Japane

se
ASEAN

Other
Asian

Western Other Total

10 13 0 0 0 0 23

Average 5 4 3 2 1 Total Comments on taste

4.3 6 4 2 0 0 12

3.8 2 7 2 1 0 12 Too sweet (Lao)

4.2 5 9 2 0 0 16
Very good taste (Lao)
This is very nice (Japanese)

Ratio
No. of
answer

22% 5

43% 10

Average 5 4 3 2 1 Total Comments on taste

4.6 11 8 0 0 0 19

4.4 7 9 0 0 0 16

4.2 7 6 4 0 0 17
It is unclear whether this is made from basil?
(Japanese)

4.5 11 7 1 0 0 19
Unexpectedly very taste (Japanese)
Very good! Smell of turmeric is nice.( Japanese)

4.6 11 7 0 0 0 18 Blueberry cheese cake would be better. (Japanese)

3.8 3 9 4 1 0 17 To sweet (Lao)

4.3 9 9 3 0 0 21
Little sweet (Lao)
very thick and tasty (Japanese)

4.2 7 8 4 0 0 19

4.1 7 7 3 1 0 18

4.4 12 7 3 0 0 22
Please try to cooperate with Xaoban yogurt.
(Japanese)

Ratio
No. of
answer

70% 16

26% 6

22% 5

22% 5

30% 7

13% 3

39% 9

9% 2

30% 7

65% 15

Good activities and production (Lao)

Some products are more sweet (Lao)

Good project. Please make sure sales production and research & development (Lao)

All products are good taste except for cocktail that are too sweet (Lao)

I am very impressed to the new products that I have tasted today. Please confirm to produce. (Lao)

Very nice activities (Japanese)

Consumers might imagine blueberry taste if blueberry is on the blue yogurt. Different decollation would be better. (Japanese)

Results of questionnaire on tasting functional foods made from Lao local herbs
Interim reporting session at Ministry of Health (the 4th Steering Committee)

Free
comments

Sex

Age

Nationality

Health
foods

Rating

Willingness
to

purchase

Health foods

Tasting

Rating

Beverages

Beverages

Willingness
to

purchase

Meringue

Rusk

Yogurt

Chocolate
(roselle)

Chocolate
(holy basil)

Chocolate
(turmeric)

Cheese cake

Jelly

Macaroon

Chocolate
(butterfly pie)

Sake (blue)

Chocolate
(butterfly pie)

Chocolate
(roselle)

Chocolate
(holy basil)

Chocolate
(turmeric)

Cheese cake

Health foods

Jelly

Macaroon

Meringue

Rusk

Yogurt

Cold tea
 (butterfly pea)

Orange calpis
(butterfly pea)

Sake (blue)

Cold tea
(butterfly pea)

Beverages
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・Lots of Yeast, Lactobacilus, Malt and Phytosynthetic bacteria・Lots of Putrefactive bacteria

・Aerobic bacteria and anaerobic bcterial are balanced ・It smells bad

・Fermentaion is enhanced with lots of useful  enzymes・Diseases and insect damages will

・It emells nothing or smells like good fermentation    happen many times

・Few insect damages, good plant growthe, good taste

●Put materials in the tank ●Molasses in the bottom of tank ●Mix well

1) Material

EM(original) 10L

Molasses 5L As main food for EM. Be sure to use sticky morus.

Natural salt 50g Micro elements are good for EM. Do not use purified salt.

Ground water 180L

＞＞＞ ＞＞＞

2) How to make

1) Put all the materials in the tank and mix well until molasses is completely soluted

2) Close the cao tihgtly in order to shut out air, and keep in shade

☆If the cap is not tightly closed, only aerobic bacteria increase. 

3) Once a week, mix upside layer and downside layer in the tank within 30 seconds

●Close the cap tightly ●Put label of date ●Storage 4) It can be used if pH is lower than 3.5. About 2 weeks in hot season, and about 3 weekd in cool season.

　 If pHi is over 3.5, keep it until pH will be 3.5.

　 It pH is not lower than 3.5 even after 2 months, it fails to be fermented by EM

　 because Putrefactive bacteria increases

＞＞＞

3) How to use

＞＞＞ ・If you spray to soil, after put cpompost and bokashi, dilute 200 tims with water and spray

・If you spray to plants, dilite 500 times with water, and spray once every 2 weeks

☆The valve and nozzle locate 1m high,    If dilution in not enough, EM is too strong and plants are damaged

it is easy to hundle. ・If you spray to fruit trees, dilute 300 - 500 times with water, and spray once a month

☆Fermention is stable under the roof, ☆It si more effective to spray weak concentration frequently than to spray strong concentration sometimes.

direct sunlight is not good for fermentation

Effective Microorganisms Harmful bacteria

～How to make EM active water～

If you use tap water, put the water in tank and wait for 1 week until

chlorine is volatilized. EM cannot increase in chloride. Rainwater is not

goog because it contains lots of Putrefactive bacteria.

～Functions and effects of Effective Microorganisms（EM）～



1) Material

Fish residue 65kg River fish is OK but sea fish is better.Fish with much fat is not good. 

You can get fish residue in restaurant or market.

Molasses 30L Sticky molasses can supress the activity of bad mold bacteria.

EM active water 5L

2) How to make

1. Mix molasses and EM active water in 100L-tank

2. Add fish residue. You can add little by little, not 65kg in one time, until 65kg.

3. Close tihgtly in order to shut out air

4. Mix well once every week. Remove the floating fish fat before mix.

　 Fish residue is naturally floating by fermentation, so mix upside layer and downside layer in the tank

5) It can be used after 1-2 months. If it smells bad, it cannot be used because harmful bacteria increased.

3) How to use

・Remove small stuff by using filter, and use only liquid part

・Use by diluting 200 times with water as basal fertilizer 

・Once every 2 weeks, spray by diluting 500 times with water

☆Residue left in the filter can be used as compost or as foods for chicken after fermented by EM,

　オカラ, rice bran and molasses.

～Liquid fertiizer～



1) Material

EM active water 5.0L

Rice straw or Grass 1000kg Be sure to use dry material

Chicken dung 200kg

Cow dung 200kg

Molasses 5L As main food for EM. Be sure to use sticky molasses.

Liquid fertilizer 5L

Water 400L

2) How to make

1. Put EM active water, molasses and Liquid fertilizer into 400L water and mix them "Mixed water"

2. Pile up rice straws, chicken dung and cow dung

3. Add "Mixed water" on top of the pile

4. Repeat No.1 - No. 3 for 3 times

5. Put thick rice straw on top of the pile and add Mixed water

6. Add water once a week if you make in dry season or under the roof in order to enhance fermentation.

7. It can be used after 6 months, make upide-down and mix 2 times by tractor during the time

1) Make "Mixed water" 2) Pile up materils 3) Add Mixed water  on top

4)  Repeat 1) - 3) for 3 times 5) Put thick rice straw on top 7) OK after 6 months

If you make good compost, 

rice straw is completely degraded

3) How to use by EM fermentation

・Build farrows, and put 1 or 2 kg/m2 as basal fertilizer

・Mix compost with soil just in 5cm deep

・Compost is better for basal fertilizer than for the additional because it contains little fertilizer components

～Compost～

Be sure to use dry material. If it smells bad, add 100 - 200 times

diluted EM and wait for 2 weeks before use.

If you use tap water, put the water in tank and wait for 1 week

until chlorine is volatilized.



1) Material

Rice husk 20kg Be sure to use dry material

Rice bran 20kg

Chicken dung 20kg

Cow dung 10kg

Rice husk charcoal10kg

Liquid fertilizer 5L

EM active water 5L

Molasses 3L As main food for EM. Be sure to use sticky molasses.

Water 20L If you use tap water, put the water in tank and wait for 1 week until chlorine is volatilized.

Soil from saltpan 3kg As the source of minerals. Put in water 1 hour before use

2) How to make

1. Put EM active water, molasses and Liquid fertilizer in a big bucket and mix them "Mixed water "

2. Put rice husk in the Mixed water

3. Put wet rice husk on the ground, and add rice bran, cow dung, chicken dung and rice husk charcoal

☆ Mix them like make a mountain and break it , repeat 4 times

☆ Take hold of some,  if no drip happens and it is just wet, mixing is well done

4. Cover with net so that the air goes throuhg inside

5. It can be used after 2 weeks. If you wait for 1 month, it is better fermented.

☆If it is well fermeted, you can see white bacteria powder inside and on the surface of bokashi

☆It is better to make it under the roof in case fermentation is prevedted by sunlight and rain

☆Do not cover with viny sheet. Harmful molds will increase in the tightly closed air.

1. Make "Mixed water " 2. Mix with rice husk

3☆ Make a mountain and break it 4. Cover with air-through net 5☆ OK with white powder

3) How to use

・Build farrows, and put 100 - 200 g/m2 as basal fertilizer

・Mix compost with soil just in 5cm deep

・Put 100 - 200 g/m2 near main stem as additional fertilizer

・Adjust the amount by judging plant grouw and soil condition

～Bokashi～

3. Mix material

Be sure to use dry material. If it smells bad, add 100 - 200 times

diluted EM and wait for 2 weeks before use.



1) Material

・Vinegar 1.0L

・Garlic 200g Any size is OK.

・Red pepper 50g Any size is OK.

・Morus 20cc As main food for EM. Be sure to use sticky morus.

・EM active water 100cc

2) How to make

1. Cut 200g garlics and 50g red peppers in 1 cm, and put them into 1.5L PET bottle.

☆Do not cut in small size, in case these will be stuck in spray filter.

2. Add 20cc of morus.

3. Add 100cc of EM.

4. Add 1.0 L of vinegar.

5. Shake the bottle strongly so that morus will be completely mixed.

6. Wait for 1 month and it can be used.

● Materials 1) Cut garlics and peppers 2)3) Add morus and EM

4) Add vinegar 5) Shake and mix 6) Wait for 1 month

3) How to use

・Once everyweek, by diluting 500 - 1000 times, spray all plants

・Spray all the blocks as soon as you find any small damages by insects or diseases

・It is too late to protect by the water after tha damage or disease spreads

・This is very effective for small insects, but not effective big insects like worms

・Organic acids in vinegar are not only for foods of EM, but also helpful for plant growth

～Protecting water for insects and diseases～

Do not use wood vinegar or bamboo vinegar. These are not

fermented so  contain little organic acid as food for EM.

1 monthJust after shaked



Organic certification in the world

Some countries have their own organic certification, and consumers tend to buy products with 
the certification of their own country. For example, products with IFOAM certification can be 
sold as organic all over the world, but the consumers in the US prefer products with USDA 
certification to IFOAM ones. So, it is important to consider where you want to sell your 
products and to decide which certification you should apply for. 



Lao Clean 
Agriculture Co., Ltd. 

(LCA)

Agriculture 
Certification 

Thailand (ACT) 

Licenser

Lao Certification 
Body (LCB)

CHINA

Network of LCA to worldwide organic certification

USAEUROPE

INTERNATIONAL

CANADA

JAPAN

TAIWAN

THAILAND

AUSTRALIA

LCA has a network organic certification from Laos to the world 

ACT can provide equivalent 
certification to EU and USA. 
So applying to LCA enables 
to access not only to 
neighboring market but 
also to worldwide markets



Operator

Subcontractor

Subcontractor

Organic market
USA/Europe/Japan etc

(Licensee)

(Processing)

(Farming)

Export

Flow of products

Fresh or 
sun-dry herbs

Products

Lao Clean 
Agriculture 

(LCA)

Agriculture 
Certification 

Thailand (ACT) 

(Licenser)

Lao Certification 
Body (LCB)

Application
Partnership

Partnership

・Revision of 
documents
・Inspection

Subcontract

Relationship between the parties

Position(           )

(Organization of licenser)

(Organization of licensee)
Procedure between TSUJIKO and LCA

Example of organization 

➢ Farmers can directly apply for certification through LCA
➢ If they apply as farmers group, the leader has to manage and control the group
➢ If the licensee do not produce by themselves, they can be operator and have to manage and control 

subcontractors who conduct farming or processing for them
➢ LCA makes advices, review of documents, inspections as a licenser with ACT Thailand and LCB Lao

Products



Application forms and appendix

Type

Common 1

2

  ・Farm map 3

  ・Farm history 4

  ・Agreement between operator and subcontractor 5

  ・Production flow chart 6

  ・Recods of activity and materials 7

  ・Social justice agrrement between the subcontractor and their employees 8

  ・Analysis reports on chemical and pesticides 9

10

  ・Agreement between operator and subcontractor 11

  ・Production flow chart 12

  ・Recods of activity and materials 13

  ・Social justice agrrement between the subcontractor and their employees 14

  ・Complaint handling method 15

  ・Measures to prevent and reduce risk of contamination 16

17 *

18 *

19

*It should be prepared for every single product .

No. of Doc.

and remarks
Description

2) Crop plan

1) Application and Agreement form

Farming

Processing

6) Layout of factory

5) Product specification

4) Product list & Raw materials

3) Processing plan

 The number of documents to be prepared is dependent on your products.
 More documents should be prepared if your products are processed



 Each activity on farm and at factory shall be explained with parameters
 Traceability from final products to the fresh produce is very important

✓ Harvest lot, drying lot, delivery lot, processed lot, final products lot and so on 
✓ Date, amount, location, what type of produce, what kind of activity and so on 

 Especially for processing, systems and measures are required as below to ensure the products 
✓ Measure to prevent contamination and comingling
✓ Quality assurance system and quality control
✓ Recording and documentation system
✓ Hygiene, cleaning and pest control

 Product specification shall be prepared for every products

Production flow chart and considerations

Farming

Inspection of Raw material

Drying

CuttingMilling

Vacuum-freeze drying

Heat sterilization

Packing

Storage

Delivery (Export)

Product A

Product C

Product B

Inspection

Nursery

Transplanting

Pest Control

Sowing Drying

Storage

Delivery

Harvest

Processing

Soil preparation

Inspection







































































Today, abundant chemicals and pesticides are used in agriculture. They are persistent 

and remain inside vegetables and fruits until we eat them. That causes sickness and 

diseases to us, not only for consumers but also for farmers themselves.

Chemical fertilizers can increase crop yield once, but leads to diseases, insect 

damages and tasteless produce within a few years. 

Good soil can be created by compost and bokashi. It is characterized by well-

drainage, water retention, rich in effective micro-organisms. This soil can grow crops 

very well without using chemical fertilizers.

1. Why organic farming is needed

Outline of organic farming



Pesticides are used for agriculture today, but they were originally used to kill

people in the wars. It’s difficult to degrade in nature so they still remain in crops

and foods, harm human health and natural environment.

2. Harmfulness of chemicals and pesticides

3. Organic farming in the world

Now, so many people are demanding safe foods all over the world.

That means organic farming or non-chemical farming is in trend.

Thailand is one of good examples, the government is encouraging

farmers to start organic farming technically and financially.

The price of  organic crops is about 1.5 – 2.0 times higher than

that of conventional ones, and the gap is expected to continue to

increase in the future.

Effective micro-organisms (EM) is very useful in organic farming. They help 

nutrients in the soil ferment and biodegrade, so crops can get enough nutrients from 

the soil. If EM increases in the soil, harmful bacteria will decrease instead, so crops do 

not suffer from disease.

Therefore, it is important to increase EM in the soil to replace with harmful bacteria 

for starting organic farming. 

4. Microorganisms and their effects

Outline of organic farming



Effective micro-organisms (EM) is mixture of beneficial natural micro-organisms.

It consists of phototrophic bacteria, lactic acid bacteria and yeast. 

They can survive in acid condition while other harmful bacteria cannot. They are 

good at fermenting organic matters and produce vitamins, amino acids and organic 

acids by themselves. Therefore, it is very helpful to apply EM for organic farming to 

produce good compost and prevent pathogens. That leads to reduction  on use of 

chemicals and pesticides. 

EM can be applied not only for organic farming but also for animal husbandry, 

aquaculture, waste management, water treatment, household uses.

What is EM?



From 1999 to 2016 (in billion U.S. dollars)
S

al
es

 i
n

 b
il

li
o

n
 U

S
D

Worldwide sales of organic food 



Basil Roselle Butterfly pea Mulberry Ginger/Turmeric Lemongrass

Manure (/m
2
) 1.0kg 2.0kg 1.0kg 2.0kg 1.0kg 1.0kg

Bokashi(/m
2
) 200g 300g 200g 300g － 200g

EM（Dilution ） 500 times 500 times 500 times 500 times 500 times 500 times

Liquid fertilizer (Dailuted to） 500 times 500 times 500 times 500 times － 500 times

Put manure and bokashi on the 

whole surface and mix them with 

soil in 5cm deep. After that, spray 

EM and Liquid fertilizer.

Put manure and bokashi on the 

whole surface and mix them with 

soil in 5cm deep. After that, spray 

EM and Liquid fertilizer.

Put manure and bokashi on the 

whole surface and mix them with 

soil in 5cm deep. After that, spray 

EM and Liquid fertilizer.

Put manure and bokashi 30cm deep 

in a hole and spray EM and Liquid 

fertilizer. After that, put soil on 

them.

Put manure and bokashi on the 

whole surface and mix them with 

soil in 5cm deep. Then, spray EM. 

After that, adjust pH between 6.0 - 

6.5 with rice husk charcoal.

Put manure and bokashi on the 

whole surfaece and mix them with 

soil in 5cm deep. After that, spray 

EM and Liquid fertilizer

Manure (/m
2
) 1.0kg 2.0kg 1.0kg 2.0kg 1.0kg 1.0kg

Bokashi(/m
2
) 200g 300g － 300g － 200g

EM（Dilution ） 500 times 500 times 500 times 500 times 500 times 500 times

Liquid fertilizer (Dailuted to） 500 times 500 times － 500 times ー 500 times

1 month after transplanting, 

once every 2 weeks

1 month after transplanting, 

once every 2 weeks

（Bokashi and liquid fertililzer are 

not used after 3rd time）

Once every 2 weeks after flowering
Once every 2 weeks after start of 

harvesting leaves and first cut back

Once every 10 days or 2 weeks 

after pollination
ー

Put near main stem Put near main stem Put near main stem
Put near main stem and

cover it with soil

Put near main stem and

cover it with soil
Put along lines

Transplant when they are crowded.
2-3 seeds per cell, transplant when 

they are crowded.
Transplant when they are crowded.

Use cutting seedling, transplant 

when the pot is small for them

Sow 3 seeds in one point

directly onto soil

Sow 3 seeds in one point

directly onto soil

40 40-50 40 100 40 80

40 40-50 40 － 40 80

2 2 2 1 2 1

・It continues to grows 2 - 3 years

・If  whole plant is harvested, plant 

them in 3 lines at first, 25cm-

interval and collect it in 30cm tall.

・Give water in the morning and 

the evening right after transplanting 

so that the roots and the soil will 

have an affinity soon.

・No need to give water in rainy 

season

・Transplant in the beginning of 

rainy season

・It will start blooming in Octorber

・Harvest from downside to 

upside, from the end of Octorber to 

November

・Transplanting from May to 

August will result in harvesting 

from  October to January in order to 

avoid heavy workload of 

harvesting..

★Pick up flowers after they close 

・Apply liquid fertilizer only when 

green color of leaves is weak

・No need to give water in rainy 

season

・Supporting poles or nets are 

necessary

・Cut-back should be done at least 

3 times in a year so that new leaves 

can continue emerging

・Remove old leaves in case of 

extension of diseases

・Put soil near the main stem every 

time of top dressing because new 

gingers appear above the primary 

cuttings

・No need to put soil for turmeric 

every time of top dressing because 

it is small

・Transplant in June, harvest in 

November

・Ginger for primary cuttings is in 

yellow color with thick skin, and its 

shoot is dead in black color.

Remarks

1) Use cutting seedling of 20 - 

30cm  long from the tip of branch, 

soak it into water for 1 hour

2) Plant it in 15cm wide pot

3)Transplannt it to soil, the surface 

of soil in pot should be a little 

higher than the surface of ground. 

Then, put soil near the main stem.

1) Wait until seed ginger 

germinates

2) Cut it into pieces, every piece 

should have a bud

2) Paste ash on cut section for 

sterilization, and dry it by sunlight

4) Plant it 2cm deep in soil, the bud 

should face up.

Harvest and split them into some 

cuttings at the same time,

transplant 3 cuttings in one point.

In pot

Space intrarow (cm)

Interval of rows (cm)

Top

Dressin

g

Amount

Timing

Procedure

Nursery

・

Trans-

planting

In tray

Number of lines in one row

How to cultivate promising Lao Herbs
Type

Photo

Basal

Dressin

g

Amount

Timing 7 to 10 days before planting

Procedure
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1 

1. BACKGROUND 

The country of Laos is blessed with an abundance of natural resources such as species-rich 

forests and diverse mineral resources. Agriculture business accounts for 26% of its GDP 

and 70% of its working population. Biodiversity and rich resources are a way of life for the 

people of Laos, and local herbs and plants/trees are used for medicinal purposes. However, 

in recent years, deforestation from cultivating profitable plants (ex: rubber tree and 

cassava) and developments/constructions of mineral mines, infrastructure and hydroelectric 

power plants are putting biodiversity in danger. 

The 8th Five-year National Socio-Economic Development Plan (NSEDP 2016-2020) 

prepared by the Government of Laos sets a goal to enhance the nation’s competitiveness in 

several industrial sectors, both in the domestic and global markets. In addition, the Ministry 

of Agriculture and Forestry is shifting from subsistence agriculture to commercial 

agriculture following its agricultural development strategy 2020 (ADS2020). On the other 

hand, in the sectorial NSEDP 2011-2015 for health, the Ministry of Health (hereinafter 

referred to as “MOH”) is working to improve food quality control, pharmaceutical products 

and manufacturing of traditional medicines. The Health Sector Reform Strategy 

(2013–2025) aims to achieve Universal Health Coverage but also considers the 

modernization of medical facilities as one of its key priorities, with hopes of introducing 

advanced processing technologies into the country. 

Based on a feasibility survey, Tsujiko Co., Ltd. (hereinafter referred to as “TSUJIKO”) has 

conducted research on Lao’s local herbs. Cultivation methods, test-phase processing of 

actual local herbs, and composition of the test-products were analyzed in great details. The 

survey concluded that many herbs in Laos have great potential as ingredients to 

manufacture health food with scientific basis. For example, herbs are expected to have 

enough profitability due to its fast growing nature. Moreover, in general, pesticide usage is 

extremely low in Laos. Even in the case of neighboring farmers’ use of pesticides, isolation 

of farmland is relatively easy. Therefore the cultivation of profitable organic herbs seems 

possible. 

On the other hand, there was poor recognition of the local herbs’ potential for a 

health-oriented food manufacturing. The value that organic food can add is not understood 

by the general public. Plus, insufficient food processing practice/technology and quality 

control is found to be hampering overseas market expansion. 

In this survey (hereinafter referred to as “the Survey”), with the cooperation of MOH, 

TSUJIKO’s technologies were installed at the Pharmaceutical Factory No.3 (hereinafter 

referred to as “PF3”) for a pilot test. The processing and quality control technologies were 

verified, and business development potentials were explored by the JICA Survey Team. 
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Ultimately, the Survey aims to add value to Laos’s local herbs, and contribute to the 

preservation of biodiversity through cultivation of local plants. 

 

2. OUTLINE OF THE PILOT SURVEY FOR DISSEMINATING SME’S TECHNOLOGIES 

(1) Purpose 

To verify the utility, superiority and versatility of the proposed equipment, and to 

examine the disseminating method and problems. 

 

(2) Activities 

Prospective Result ①: Verified the utility, superiority and versatility of the whole food 

processing technology. 

1-1 Prepare for the equipment installation 

1-2 Transport and install the equipment into PF3 

1-3 Establish acceptance criteria (draft) and exporting criteria (draft) for the local herbs 

through the trial operation 

1-4 Examine the processing condition of several different local herbs 

1-5 Examine the processing condition for improving the quality of pre-existing products 

(Powdered turmeric and mulberry) in PF3 

1-6 Analyze the quality and nutrition of processed ingredients made by TSUJIKO’s method 

and PF3’s method 

1-7 Compare the results of the analysis done in Activity 1-6, and evaluate the utility, 

superiority and versatility of the processing technology 

 

Prospective Result ②: Examine condition for the whole food processing and quality 

control, and establish the manuals on cultivation, procurement, and quality control systems 

for export markets 

2-1 Check the skill level of the trainees in PF3 before the training course 

2-2 Examine the training method related to equipment use 

2-3 Establish both a processing manual and a quality control manual that have been 

adapted to suit to the local environment, through the trial operation 

2-4 Establish a quality control operation manual (draft) that has been adapted to suit to the 

local environment 

2-5 Utilize the manual in the training course, which is open to the production department 

and the quality control department of the PF3 

2-6 Carry out OJT using the proposed equipment 

2-7 Based on activities done in 3-2-1 and 3-2-2, trainees changed the equipment processing 
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condition and process several different local herbs 

2-8 By analyzing quality, verify the possibility that the product meets the industrial 

standard and can be exported to Japan and other foreign countries 

 

Prospective Result ③: Establish a draft of the business model for the value chain of whole 

foods 

3-1 Examine the value chain 

3-1-1 Run the steering committee composed of related government entities for every visit, 

and examine the value chain 

3-1-2 Lead a seminar on the establishment of a value chain for food, pharmaceutical, and 

health food manufacturers 

3-1-3 Propose a business model plan for PF3 

 

3-2 Trial Sale 

3-2-1 Select several local herbs with PF3, and attempt a versatile use of processing 

equipment 

3-2-2 Analyze the efficacy of local herbs, and use the results for sales promotion, product 

planning and market cultivation 

3-2-3 Assist with the transition to self-reliant activities for PF3 in order to establish a 

strong value chain and to prepare for a consolidated exit strategy 

 

3-3 Create a cultivation manual to obtain organic certification 

3-3-1 Inspect the farms in order to create a cultivation manual (draft) for local herbs that 

follows the rules of Japanese Agricultural Standards (JAS) and United States 

Department of Agriculture (USDA) Organic Standards 

3-3-2 Finalize the cultivation manual based on the cultivation tests conducted at Clean 

Agriculture Standard Center (hereinafter referred to as "CASC”) certified organic 

plantation 

3-3-3 Provide an advisory toward CASC, based on the agrochemical residue and other 

chemical substances detected in the local herbs cultivated during the test 

 

3-4 Examine a draft of the business model after the ODA project 

3-4-1 Implement an investigation on the legal/legislative system 

3-4-2 Examine the business development plan 
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(3) Information on Product/ Technology to be Provided 

Processing technology to produce ingredients for health foods from local herbs that 

meets international standards and maintains the plant’s original nutrient composition. 

Equipment and processing flow for washing, cutting, drying, powdering, 

vacuum-freeze drying, UV sterilization, moisture measurement and desiccation are 

shown in Table 1, Figure 1 and Figure 2.  

 

Table 1  List of equipment 

 
Name of Equipment Quantity 

1 Washer 1 

2 Cutter 1 

3 Dryer 1 

4 Powderer 1 

5 Vacuum-freeze dryer 1 

6 UV sterilizer 1 

7 Moisture meter 1 

8 Desiccator 1 

 

①Washing machine

② Cutting machine ③ Dryer (Oven)
 

Figure 1 Installed equipment into PF3 (1) 
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④ Crusher ⑤ Vacuum freeze dryer ⑥ UV sterilizer

⑦Moisture meter⑥ UV sterilizer ⑧ Desiccator
 

Figure 2 Installed equipment into PF3 (2) 

 

(4) Counterpart Organization 

Japanese side: TSUJIKO 

Lao side: Ministry of Health (counterpart)  

Pharmaceutical Factory No.3 (project site) 

  

Project formation of verification survey including counterpart organization is shown in 

Figure 3. 

 

Figure 3 Project formation 
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(5) Target Area and Beneficiaries 

Target Area: Vientiane, Pakse 

Beneficiaries: Officials of MOH, PF3, Ministry of Agriculture and Forestry, Ministry 

of Industry and Commerce and farmers 

 

(6) Duration 

From January 2017 to December 2018. 

 

(7) Progress Schedule 

3 Implementation Plan

1-1 Prepare for equipment
implementation

3-1-2 Run a seminar 
(value chain)

PR 1 PR 2 DF/R F/R

1-7 Evaluate superiority of the processing technology

2017 2018

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

Reporting

Cultivation

Processing 
(Technology

Transfer)

Processing
(Verification)

Sales

Examine the
Value Chain

3-1-1 Run committee meetings   

Activities

Steering
committee

1st  trip
・Project outline
・Request of cooperation
・Scope of work for 
concerning government 
agencies

2nd trip
・Progress report
・Problems
・Countermeasures

3-3-1 Create cultivation manual 
following JAS/ USDA organic 
standards

3-3-2 Finalize cultivation manual

3-3-3 Provide advisory toward 
CADC

2-1 Check the skill level of the 
trainees in PF3

2-3 Establish processing and QM 
manuals

2-5 Conduct 
training 
(processing)

3-4-2 Examine the business 
development plan

1-2 Transport and install 
the equipment

2-4 Establish QM operation manual

2-6 Conduct training (OJT)
2-7 Establish processing 

condition of several local 
herbs

2-8 Verify possibility that product 
meets the standard for export

3rd trip
・Progress report
・Problems
・Countermeasures

4th trip
・Interim report
・Problems
・Countermeasures

5th trip
・Progress report
・Problems
・Countermeasures
・Seminar preparation

6th trip
・Progress report
・Coordinate and 
run a seminar

7th trip
・Final Reporting

2-2 Examine training method 
related to equipment use

Activities in Laos Activities in Japan      PR：Progress Report DF/R：Final Report (Draft)     F/R：Final Report

Implementation plan

1-3 Establish acceptance/ 
export criteria

3-2-2 Analyze their efficacy and
conduct trial sales

3-2-3 Strengthen sales of PF3

1-6 Analyze the quality and nutrition of processed ingredients

3-2-1 Select several local herbs with PF3

3-4-1 Investigate related laws/ 
legislatives system

1-5 Examine the processing 
condition for improving the 
quality of pre-existing 
product quality

1-4: Examine the processing 
condition of several herbs

Activity
1

Activity
2

Activity
3-3

Activity
3-2

Activity
3-1 & 3-4

Meeting

2-5 Conduct training (QM)

12

3-1-3 Propose a business 
model plan for PF3

 

Figure 4 Progress schedule 
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(8) Manning Schedule 
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Figure 5 Manning schedule (Overseas assignment) in 2017 - 2018 
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Figure 6 Manning schedule (Domestic assignment) in 2017 – 2018 
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(9) Implementation System 

Equipment was installed in May 2017 in PF3 supervised by MOH. After completing 

various trainings related to processing and quality control for PF3 trainees, TSUJIKO 

gave certificates that allow them to use the equipment by themselves from July 2018. 

In the business use phase, PF3 will produce and sell ingredients derived from local 

herbs along with other market needs. 

 

3. ACHIEVEMENT OF THE SURVEY 

(1) Outputs and Outcomes of the Survey 

1) Verification and Dissemination Activities 

(a) Cultivation 

A manual for organic farming targeted to Laos farmers has been prepared in 

collaboration with CASC. The manual consists of an “Outline of organic farming”, 

“Organic farming method” and “Preparation of application form for international 

organic certificate”. 
Bokashi

Compost

Protecting water for insects and diseases

Liquid fertilizer

How to make EM active water

 

Figure 7 Manual for organic farming 

 

Training for organic farming has been conducted on August 8th in 2017 at CASC and on 

May 18th in 2018 to local farmers as shown in Table 2 in order to brush up the manual 

for organic farming considering feedback received from the trainees. 

Table 2 Outline of the training for organic farming 

 Training for CASC Training to local farmers 

Participants 17 from CASC 5 local farmers 

Date and time August 8th, 2017 (09:00-16:00) May 18th, 2018 (09:00-12:00) 

Objective Strengthen organic agriculture of CASC  Organic farming 

Program of the 

training 

1. Necessity of organic farming 

2. Damage caused by pesticide and fertilizer use 

3. Organic certificates around the world 

4. Function of EM (Effective Microorganisms) 

5. Preparation for EM  

1. Function of EM (Effective 

Microorganisms) 

2. Preparation for EM 

3. Preparation of organic pesticide 

Location CASC Vientiane 
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A pilot flow, as shown in Figure 8, from cultivation, harvesting to oven-drying in 

collaboration with a local farmer and PF3 was examined during the verification survey 

phase. Since the pilot phase was well-executed, the relationship between TSUJIKO and 

PF3 will be developed as a business partner after this survey phase. 

Butterfly pea - harvest Air drying in the field Oven drying at PF3  

Figure 8 Flow from cultivation, harvesting to drying 

 

(b) Processing 

After installing the processing equipment into PF3 in May 2017, quality of products 

made by PF3 has been improved and the amount of nutrients in plants has increased as 

shown in Table 3. Based on the results, the proposed processing technology has been 

verified. 

 

Table 3 Verification of the proposed processing technology 

Name Parameter Before After 

Turmeric Quality Moisture content (%) 10.8 < 8.0 

Bacteria (c.f.u./g) 9,450 0 

E. Coli (c.f.u./g) 4,010 0 

Nutrients Anthocyanin (μg/100g) 1.0 6.9 

Mulberry Quality Moisture content (%) 9.3 < 8.0 

Bacteria (c.f.u./g) 90,000 0 

E. Coli (c.f.u./g) 0 0 

Nutrients Anthocyanin (μg/100g) 1.0 2.2 

Source: TSUJIKO 
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Training for processing technology, as shown in Table 4, had been conducted from July 

2017 to July 2018, focusing on herb processing technology, quality control and 

preparation of competitive quotations.  

 

Table 4 Outline of training for processing technology 

 Contents 

Participants 10 from PF3 

Duration From July 2017 – July 2018 (about 8 weeks in total) 

Training 

program 

1. Washing machine 

2. Cutting machine 

3. Dryer (Oven) 

4. Crusher 

5. Vacuum freeze dryer 

6. UV sterilizer 

7. Moisture meter 

8. Desiccator 

9. Bacteria 

10. International quality control 

11. Preparation of competitive quotation 

Location PF3 

 

As a result of implementing trainings using the manuals on herb processing technology, 

PF3 could decrease the risk of bacteria and E. Coli, and the quality of processed herb 

were improved as shown in Figure 9. Hence, TSUJIKO issued a certificate for PF3’s 

trainees. 

Certificate

Before UV strl After UV strl.

B
ac

te
ri

a
E 

C
o

li

Theory (Classroom)

Quality improvement

PracticeDraft manuals

48,000 cfu/g             0 cfu/g

5,500 cfu/g              0 cfu/g

Source: Tsujiko Co., Ltd.

 

Figure 9 Training on processing technology 

 

(c) Sales strategy 

Business Expansion Plan 

Expected 3 strategic options in value-chain variety as shown in Figure 10 were planned 

to mitigate the risk of sales. 
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LaosThailandLaos

Laos

JapanLaos

Farmers

in Laos

Business 

Partners

in Laos

Japan and 

worldwide 

market

Laos Market

(Duty free 

shop)

Laos Market

(Domestic 

sales)

Original 

Plan

First

Alternative 

Plan

Second

Alternative 

Plan

PF3
Tsujiko

Co., Ltd.

Farmers

in Laos
PF3 Food Companies in Laos

Business 

Partners in 

Japan

e. g. 

Convenienc

e stores

Farmers

in Laos
PF3

Food 

Companies 

in Thailand

Tsujiko

Co., Ltd.

OEM

Cultivation Processing to powder Powder to end-products Retail sales Market

Colorful chocolates

Herb teas

Organic colors

 

Figure 10 Training on strategic options in value-chain variety 

 

Cost Reduction 

Cost reduction measures are necessary to generate profits from market price. If there is 

a gap between “cost-oriented price" and "the market price", it is necessary to examine 

cost reduction measures to meet the market price. Ways to increase profits from the 

market price are proposed in the following. 

- Decreasing the burden of fixed cost per product by increasing production 

- Utilizing non-operational equipment more effectively 

- Outsourcing inefficient processes 

- Reducing variable costs such as lowering certain consumption costs 

- Eliminating low-impact and non-value added processes 

 

Branding process 

Branding process for butterfly pea as shown in Figure 11 was indicated to MOH and 

PF3. TSUJIKO was also proposed to brand butterfly pea’s blue color as “Vientiane 

Blue” to sell them worldwide. Blue chocolate, developed by TSUJIKO, is planned for 

sale at duty free shops in Laos. 
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•Website design / YouTube
•Exhibition 
•Leaflet
•Amazon

Brand concept Product development Package design Promotion design

Vientiane Blue 

produced by 

Butterfly Pea                             

100% Natural Powder 

Joint Project between Laos and Japan

Source: Tsujiko Co., Ltd.

Proposed band logoProposed band logo

 

Figure 11 Branding process for butterfly pea (Basic idea) 

 

2) Direct Effects 

Direct effects are shown below. 

 Improvement in quality of ingredients made from local herbs that meet international 

standards (General viable bacteria, E. Coli, and Moisture content.) 

 Increase in sales opportunities using ingredients made from various local herbs 

 Production of value-added ingredients using installed equipment 

 Quantitative data related to the efficacy of local herbs to promote sales 

3) Indirect Effects  

Indirect effects are shown below. 

 Symbolic impact led by exporting ingredients made from local herbs 

 Increase in sales opportunities for local farmers, which will result in creation of 

employment opportunities 

 Improvement of organic farming skill by utilizing organic farming manuals 

 Learning about “Market-driven pricing” in order to compete in the international 

market 

 

(2) Self-reliant and Continuous Activities to be Conducted by Counterpart Organizations  

 PF3 has improved processing productivity by using continuous practices. 

 PF3 has used the installed equipment sponsored by JICA in the development of new 

products. 
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4. FUTURE PROSPECTS   

(1) Impact and Effect on the Concerned Development Issues through Business 

Development of the Product/ Technology in the Surveyed Country  

TSUJIKO's technology has enabled Laos to process local herbs into value-added 

products that meet international quality standards. By exporting these high quality 

products as raw materials of herb tea and/or health foods at low prices, the reputation 

of products made in Lao PDR has increased. Furthermore, the sterilized powder of 

local herbs has also been applied to various foods such as chocolate, cookies, cakes 

and drinks as natural edible pigments. There is also the potential for this to become a 

big business mainly in Japan, Europe and USA. As the result, companies in Lao PDR  

have more opportunities to earn profits in the future, and are also expected to broaden 

their benefits to also include organic farming, food processing and distribution in Lao 

PDR. 

 

(2) Lessons Learned and Recommendation through the Survey 

First of all, we express our utmost gratitude to MOH and PF3 for their cooperation in 

the execution of this project as a C/P as well as tax exemptions from customs duties 

and VAT with respect to equipment imports for the Survey. We would like MOH and 

PF3 to make an effort to recognize the importance of quality control to comply with 

international standards as a distinguished leading company for other local companies 

in Laos. Also, we would like MOH and PF3 to promote close relationship with the 

Ministry of Agriculture and Forestry and the Ministry of Industry and Commerce in 

order to disseminate this good practice into Laos as a model project. 

It is also a great honor for us to work with MOH and PF3 on this project. In the 

process, significant lessons were learned from this project.  
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PICTURES OF THE SURVEY 

  

Training on organic farming at CASC 

 

Lecture on processing technology 

 

  

Training on quality control 

 

Signing ceremony for Minute of Meeting 

 

  

Steering committee 

 

Agro-Industry seminar 
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ATTACHMENT: OUTLINE OF THE SURVEY  
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